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Ⅵ 天然生常緑広葉樹林の群落構造・森林変遷 
１．主要島嶼の群落構造（宮古島除く） 
１）天然生常緑広葉樹林の毎木・植生・Ⅳ層植物の調査方法 
調査地は、沖縄島、石垣島、西表島の森林植生から選定し、沖縄島は国頭村の琉球大学与那フ

ィールドの山地林に設定された固定試験地で行なった。沖縄島は北部の山地天然生林で、石垣島

と西表島は低山地林と山地林に分け、石垣島は低山地林が野底岳、山地林が於茂登岳で、西表島

は低山地林が浦内川、山地林が仲良川である。沖縄島は天然生常緑広葉樹林を階層区分し各階層

の構成種について優占度・群度を調査し、樹高１ｍ以上のⅠ層からⅢ層の立木について毎木調査

を行った。石垣島と西表島は樹高１ｍ以上のⅠ層からⅢ層の立木について毎木調査を行い、階層

高１ｍ以下のⅣ層に出現する植物については優占度・群度、または本数を調査した。 
 ブラウンーブランケの全推定法によって（生態学実習懇談会編集「生態学実習書」1967 年、朝

倉書店）調査した。優占度、５：被度が３／４以上で個体数は任意、４：被度が１／２～３／４

で個体数は任意、３：被度が１／４～１／２で個体数は任意、２：非常に多数（ただし被度は１

／10 以下）あるいは被度が１／10～１／４（ただし個体数は任意）、１：多数だが被度は低いあ

るいはかなり少数だが被度はやや高い、＋：少数で被度はかなり低い。 
 群度、５：大群をなす、４：小さいコロニーをつくって生育するかあるいはまた大斑かじゅう

たんを形成する、３：斑状に生育する（小斑あるいはクッション）、２：群状または叢状に生育す

る）、１：単生する。 
 調査位置は図Ⅵ1－1,2,3 に示す。 

２）調査結果 
 調査結果は、沖縄島は植生調査票をまとめた。石垣島と西表島については毎木調査と階層高１

ｍ以下のⅣ層に出現する植物をまとめた。毎木調査は、通常胸高直径３cm 以上の立木について調

査されているので、胸高直径３cm 未満と３cm 以上に分けて樹種、個体数、ha 当り個体数、平均

胸高直径（cm）、平均樹高（ｍ）を求めた。萌芽株は、胸高（1.3m）以下で分岐したものは各分

岐幹をそれぞれ１個体で計上した。 
 石垣島と西表島の毎木調査結果は、樹高は１ｍ以上、胸高直径は 3cm 以上の立木について、出

現する樹種の種数、ha 当りの本数、平均胸高直径、平均樹高をまとめた（表Ⅵ1－1、２）。さら

に各調査地について、樹種別の樹高階本数、胸高直径階別本数（表Ⅵ1－3～6）、階層高１ｍ以下

のⅣ層に出現種の優占度・群度、または本数を(表Ⅵ1－7～10)にまとめた。 
低山地林（浦内川、野底岳）と山地林（仲良川、於茂登岳）を比較してみると、両林の間で差

が不明瞭なものは、樹種数（樹高 1m 以上）、ha 当りの立木本数（DBH3cm 以上）、平均胸高直径

（DBH3cm 以上）、平均樹高（DBH3cm 以上）で、山地林より低山地林の値が高いものあるいは

やや高いものは、総本数（樹高 1m 以上）、樹種数（DBH3cm 以上）であったが、概して両林の間

の差は不明瞭であった。項目別にそれぞれ 大値をみると、樹種数（樹高 1m 以上）は浦内川、総

本数（樹高 1m 以上）は野底岳、樹種数（DBH3cm 以上）仲良川と於茂登岳、ha 当りの立木本数

（DBH3cm 以上）は野底岳、平均胸高直径（DBH3cm 以上）は於茂登岳、平均樹高（DBH3cm
以上）は浦内川であった。 
 
（１）沖縄島・山地林（表Ⅵ1－11～16） 
沖縄島北部、国頭村与那の山地帯のイタジイが優占する照葉樹林で、標高 300m 以下のかつて
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は用材や薪炭材用に伐採された萌芽林が発達する。高木層の樹高は 5m～13m の範囲で、尾根部の

平地面にある No.11（樹高７～９ｍ）、尾根部の凸地形にある No.57（樹高５～８ｍ）は低い。全

調査地ともイタジイが優占し、他にイジュ、ホソバシャリンバイ、アデク、ヒメユズリハ、イス

ノキ、アデク、シバニッケイ、モッコク、モチノキ、クロバイ、エゴノキ、コバンモチなど、多

樹種が混交する。植生分類上はギョクシンカーイタジイ群集に属し、群集標徴種および区分種と

してオキナワシャリンバイの他、下位単位のギーマ亜群集の区分種ギーマ、シバニッケイ、ホル

トノキ、カクレミノ、ヤマヒハツなど多数の種を伴っている。しかし、ギョクシンカーイタジイ

群集は二次林であるために、ボチョウジーイタジイ群団およびタイミンタチバナーイタジイオー

ダーの標徴種群を欠くかまたはその一部が貧化した森林植生とされている（宮脇昭編著「日本植

生誌：沖縄・小笠原」1989、至文堂）が、本調査地はボチョウジーイタジイ群団の標徴種である

ツゲモチ、タシロルリミノキ、クロバイ、ムッチャガラなどが広く分布し、ヤマモモ、モクレイ

シ、リュウキュウモクセイなどが比較的高頻度で出現する。本調査地の植生は、二次林であるギ

ョクシンカーイタジイ群集から遷移の結果ボチョウジーイタジイ群団の他の自然林群集に進行し

手いることが考えられる。 
 沖縄島を分布の北限とする植物には、リュウキュウコンテリギ（沖縄島固有亜種）、オキナワサ

ルトリイバラ（沖縄島、八重山群島の固有変種）、リュウキュウハイノキ、ヤナギバモクセイ（沖

縄島固有種）、ヤンバルミミズバイ、タイワンルリミノキ、ホザキカナワラビがある。沖縄島を分

布の南限とする植物には、シラキがある。 
 調査地の林況は写真Ⅶ2－1 に示すとおりである。 

（２）石垣島 
①野底岳・低山地林 
野底岳の低山地に分布し、山地産と低地産の植物が混生する森林植生で、樹高 10ｍ以上～11.5

ｍの高木層は優占種イタジイほぼ１種で占められ、他にモッコクが出現する。樹高７ｍ以上の亜

高木層もイタジイが優占する他シャリンバイ、クロバイ、タブノキ、ツゲモチ、ナガバイヌツゲ、

モッコクが混生する。植生分類上はイタジイの萌芽個体が優占する二次林でギョクシンカーイタ

ジイ群集に属するものと考えられ、構成種はシャリンバイ、ヤマヒハツ、ホルトノキ、カクレミ

ノ、ギーマ、シバニッケイ、ヤマモモ、リュウキュウモクセイ、モクレイシなどがある。 
 南琉球（宮古・八重山群島）を分布の北限とする植物には、ナガバイヌツゲ、ナガバコバンモ

チ、ヒラミカンコノキ、マルヤマカンコノキ、ヤエヤマシキミ、ソウザンハイノキがある。 
②於茂登岳・山地林 
於茂登岳の山頂部に近い山地斜面の森林植生で、高木層は樹高 12ｍ～15ｍのイタジイが優占す

る山地林であるが、その他エゴノキ、カラスザンショウが生育する。樹高８ｍ以上の亜高木層は

イタジイ、エゴノキの他に、アカミズキ、イスノキ、カキバカンコノキ、クロバイ、シロダモ、

タブノキ、ヒメユズリハ、フカノキ、モクタチバナ、ヤブツバキがある。本調査地はケナガエサ

カキを欠いているが植生分類上はケナガエサカキーイタジイ群集に属し、ツルアダン、タイワン

ルリミノキ、タイワンオガタマ、タマザキゴウカン、ヤエヤマヒサカキを構成種とする。 
南琉球（宮古・八重山群島）を分布の北限とする植物には、イリオモテムラサキ（石垣島、西表

島、与那国島の固有変種）、カラコンテリギ、タイワンオガタマ、タマザキゴウカン、ヒラミカン

コノキ、マルヤマカンコノキ、ヤエヤマヒサカキ（石垣島、西表島の固有種）、ヤエヤマヤマボウ

シ（石垣島、西表島の固有種）、ナガバイヌツゲがある。 

 - 88 -



 調査地の林相及び林況は写真Ⅵ1－1 に示すとおりである。 
（３）西表島 
①浦内川・低山地林 
浦内川中流域の斜面下部の河川に沿った森林植生で、高木層はオキナワウラジロガシが優占す

る低山地林であるが、樹高 12ｍ以上の上層を構成する樹種は他にアオバノキ、コウトウイヌビワ、

ハマイヌビワ、ソウザンハイノキ、フカノキ、ホルトノキがある。植生分類上はオキナワウラジ

ロガシ群集に属し、本調査地の構成種はカキバカンコノキ、ゴウシュウタニワタリ、ツルアダン、

リュウキュウモクセイ、ヒメサザンカなどによって地域的な特性を持っている。 
 南琉球（宮古・八重山群島）を分布の北限とする植物には、カラコンテリギ、タマザキゴウカ

ン、タイワンオガタマ、ナガバイヌツゲ、マルヤマカンコノキ、ツルアダンがある。 
②仲良川・山地林 
仲良川流域の山地部凹地形の比較的小面積に限定された森林植生で、高木層は樹高 14ｍ～22ｍ

のオキナワウラジロガシの１種が優占する山地林であるが、高さ１ｍ～2.5ｍの板根が発達する特

異な群落景観をみせる。樹高 10ｍ以上の亜高木層はオキナワウラジロガシの他にアカミズキ、キ

ールンカンコノキ、タブノキ、フカノキがある。植生分類上はオキナワウラジロガシ群集に属し、

本調査地の構成種はツルアダン、リュウキュウモクセイ、ゴウシュウタニワタリ、タマザキゴウ

カン、カキバカンコノキ、ヒメサザンカなどよって地域的な特性を持っている。 
 南琉球（宮古・八重山群島）を分布の北限とする植物には、ケナガエサカキ（石垣島、西表島

の固有種）、タマザキゴウカン、ツルアダン、ヒラミカンコノキ、イリオモテムラサキ（石垣島、

西表島、与那国島の固有変種）がある。 
 調査地の林相及び林況は写真Ⅵ1－2,3 に示すとおりである。 
 
 

調査地

野底岳 49 542 31 3725 10.01 5.39

於茂登岳 55 289 32 2175 11.12 7.15

浦内川 53 444 28 2725 10.40 7.45

仲良川 43 473 32 3275 9.85 6.64

調査地 計(本) 合計(本)

80 55 9 0 0 144

（ 398 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） 398

24 50 12 0 0 86

（ 203 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） 203

30 49 25 2 0 106

（ 332 ） （ 6 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） 338

45 72 8 1 1 127

（ 344 ） （ 1 ） （ 0 ） （ 1 ） （ 0 ） 346

5.01～10.00

浦内川 444

仲良川 473

※（　　）内はDBH3cm未満の立木本数

542

289

表Ⅵ1-2　　石垣島・西表島調査地の樹高階別本数分布

19.01以上10.01～15.00 15.01～19.00

野底岳

於茂登岳

1.00～5.00

haあたりの
立木本数(本)
DBH3cm以上

平均胸高直径
(cm)

DBH3cm以上

平均樹高
(m)

DBH3cm以上

表Ⅵ1-1 　石垣島・西表島の毎木調査結果

樹種数
樹高1m以上

総本数
樹高1m以上

樹種数
DBH3cm以上
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琉球大学与那フィールドの 

巨木オキナワウラジロガシ 

琉球大学与那フィールドの 

固定試験地 

伊部岳の巨木 

オキナワウラジロガシ 

与那覇岳天然保護区域 

図Ⅵ1－1 沖縄島北部の調査位置図 
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調査箇所 

81 林班 

45 林班 

サキシマスオウノキ群落 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅵ1－2 石垣島の調査位置図 
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調査箇所 
108 い 

143 ろ 

図Ⅵ1－3 西表島の調査位置図
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石垣島野底マーペ周辺の林相 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
81 林班調査地内の林況 

     
写真Ⅵ1－1 石垣島の森林 
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浦内川上流の天然生広葉樹林の林況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

写真Ⅵ1－2 西表国有林 108 林班い小班 
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仲良川上流のオキナワウラジロガシの板根 
同一樹種でも板根の形態が異なる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

 
 

写真Ⅵ1－3 西表国有林 143 林班ろ小班 
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※（）内はDBH3cm未満

1 アオバナハイノキ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

2 アカミズキ 3 1 （ 2 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3

3 アデク 12 9 （ 2 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

4 イタジイ 70 2 （ 41 ） 20 ‐ 7 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 7

5 イヌマキ 2 1 （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2

6 エゴノキ 2 1 （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2

7 オオシイバモチ 7 1 （ 6 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 7

8 カクレミノ 42 1 （ 38 ） 3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4

9 ギーマ 4 2 （ 2 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4

10 ギョクシンカ 5 ‐ （ 5 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 5

11 クチナシ 16 3 （ 8 ） 4 ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 16

12 クロバイ 14 8 （ 3 ） 3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

13 コバンモチ 22 11 （ 7 ） 4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2

14 サザンカ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

15 シシアクチ 59 ‐ （ 59 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 5

16 シバニッケイ 2 1 （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2

17 シャシャンポ 2 ‐ （ 1 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2

18 シャリンバイ 11 ‐ （ 10 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 11

19 シロダモ 1 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

20 シロミミズ 24 8 （ 15 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2

21 タイミンタチバナ 30 1 （ 26 ） 3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 30

22 タイワンヤマツツジ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

23 タイワンルリミノキ 15 ‐ （ 15 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

24 タシロルリミノキ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

25 タブノキ 11 ‐ （ 8 ） 3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

26 ツゲモチ 12 4 （ 4 ） 4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

27 ナガバイヌツゲ 6 1 （ 4 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 6

28 ナガバコバンモチ 5 ‐ （ 4 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 5

29 ハクサンボク 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

30 ハマヒサカキ 3 3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3

31 ヒサカキサザンカ 1 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

32 ヒメユズリハ 5 2 （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 5

33 ヒラミカンコノキ 3 ‐ （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3

34 フカノキ 2 1 ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2

35 ボチョウジ 54 ‐ （ 54 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 5

36 ホルトノキ 4 ‐ （ 4 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4

37 ボロボロノキ 2 ‐ （ 2 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2

38 マルバルリミノキ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

39 マルヤマカンコノキ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

40 マンリョウ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

41 ミミズバイ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

42 モクタチバナ 14 6 （ 7 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

43 モチノキ 7 3 （ 3 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 7

44 モッコク 6 1 （ 3 ） 1 ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 6

45 ヤエヤマシキミ 11 3 （ 8 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1

46 ヤマヒハツ 28 ‐ （ 28 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2

47 ヤマモモ 2 1 （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2

48 リュウキュウマユミ 8 ‐ （ 8 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 8

49 リュウキュウモチノキ 6 3 （ 2 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 6

計 542

合　　　　計 542 80 398 55 0 9 0 0 0 0 0 54

本数   　　　　spp　　　　　本数  　　1.00～5.00　 　　5.01～10.00　　10.01～15.00　 15.01～19.00 　19.01以上       計

表Ⅵ１-3 　　樹　種　別　樹 高 階 本 数 分 布 　（石垣島・野底岳） 
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2
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※（）内はDBH3cm未満

数 spp 本数 計

1 アカテツ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
2 アカミズキ 4 ‐ ‐ 4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4
3 アデク 3 1 （ 2 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
4 イスノキ 12 1 （ 10 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 12
5 イタジイ 17 2 （ 4 ） 3 ‐ 8 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 17
6 イヌビワ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
7 イリオモテムラサキ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
8 エゴノキ 9 ‐ （ 5 ） 2 ‐ 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 9
9 オオシイバモチ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
10 オオムラサキシキブ 3 ‐ （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
11 オニヘゴ 18 ‐ （ 18 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 18
12 カキバカンコノキ 2 ‐ ‐ 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2
13 カクレミノ 5 1 （ 4 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 5
14 カラコンテリギ 5 ‐ （ 5 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 5
15 カラスザンショウ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
16 クロバイ 1 ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
17 コウトウイヌビワ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
18 コバンモチ 3 ‐ （ 2 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
19 シキミ 4 1 （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4
20 シシアクチ 41 1 （ 39 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 41
21 シマミサオノキ 15 5 （ 8 ） 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 15
22 シロダモ 12 1 （ 5 ） 5 ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 12
23 シロミミズ 1 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
24 タイミンタチバナ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
25 タイワンオガタマ 4 2 ‐ 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4
26 タシロルリミノキ 6 ‐ （ 6 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 6
27 タブノキ 7 ‐ （ 4 ） 3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 7
28 タマザキゴウカン 8 ‐ （ 8 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 8
29 ツゲモチ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
30 ナカハラクロキ 2 1 （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2
31 ハゼノキ 1 ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
32 ハマヒサカキ 8 3 （ 5 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 8
33 ヒイラギズイナ 2 ‐ （ 1 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2
34 ヒメサザンカ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
35 ヒメユズリハ 2 ‐ （ 1 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2
36 ヒラミカンコノキ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
37 フカノキ 6 ‐ ‐ 6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 6
38 ホソバダブ 1 ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
39 ホソバムクイヌビワ 2 1 （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2
40 ボチョウジ 12 ‐ （ 12 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 12
41 ホルトノキ 8 ‐ （ 8 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 8
42 マルバルリミノキ 4 ‐ （ 4 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4
43 マルヤマカンコノキ 3 ‐ （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
44 マンリョウ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
45 ミミズバイ 4 ‐ （ 4 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4
46 モクタチバナ 10 ‐ （ 4 ） 6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 10
47 モクレイシ 3 ‐ （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
48 ヤエヤマヒサカキ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
49 ヤエヤマヤマボウシ 1 ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
50 ヤブツバキ 11 1 （ 7 ） 3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 11
51 ヤブニッケイ 2 ‐ （ 1 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2
52 ヤマヒハツ 3 ‐ （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
53 ヤンバルマユミ 3 ‐ （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
54 リュウキュウモクセイ 4 1 （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4
55 リュウキュウモチノキ 5 1 （ 2 ） 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 5

計 289
合　　　　計 289 24 203 50 0 12 0 0 0 0 0 28

表Ⅵ１-4　　　樹　種　別　樹　高　階　本　数　分　布　　（石垣島・於茂登岳）

10.01～15.00 15.01～19.00   19.01以上      1.00～5.00    5.01～10.00

9
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※（）内はDBH3cm未満

1 アオバノキ 16 1 （ 11 ） 2 ‐ 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
2 アカテツ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
3 アカミズキ 9 2 ‐ 6 （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 9
4 アデク 4 1 （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4
5 アワダン 3 ‐ （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
6 イスノキ 8 1 （ 5 ） 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 8
7 イタジイ 3 ‐ （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
8 イヌビワ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
9 エゴノキ 9 ‐ （ 3 ） 2 （ 2 ） 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 9
10 オオシイバモチ 3 ‐ （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
11 オオバルリミノキ 7 ‐ （ 7 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 7
12 オオムラサキシキブ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
13 オキナワウラジロガシ 14 3 （ 5 ） 5 ‐ ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ 14
14 オニヘゴ 33 ‐ （ 33 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 33
15 カキバカンコノキ 6 ‐ （ 4 ） 1 ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 6
16 カラコンテリギ 3 ‐ （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
17 ギョクシンカ 6 ‐ （ 6 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 6
18 クチナシ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
19 クロガネモチ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
20 コウトウイヌビワ 12 ‐ （ 3 ） 5 ‐ 4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 12
21 コバンモチ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
22 シシアクチ 59 ‐ （ 59 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 59
23 シマミサオノキ 9 4 （ 5 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 9
24 ショウベンノキ 8 1 （ 7 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 8
25 シロミミズ 1 ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
26 ソウザンハイノキ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ 1
27 タイワンオガタマ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
28 タイワンルリミノキ 4 ‐ （ 4 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4
29 タシロルリミノキ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
30 タブノキ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
31 タマザキゴウカン 3 ‐ （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
32 ツゲモドキ 7 ‐ （ 7 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 7
33 ナガバイヌツゲ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
34 ハゼノキ 2 ‐ ‐ 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2
35 ハマイヌビワ 12 2 （ 2 ） 3 ‐ 5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 12
36 ハマセンダン 1 ‐ ‐ ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
37 バリバリノキ 3 ‐ （ 1 ） 1 （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
38 ヒメサザンカ 4 2 （ 1 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4
39 フカノキ 15 2 （ 5 ） 3 ‐ 5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 15
40 ホソバタブ 20 2 （ 11 ） 3 （ 1 ） 3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 20
41 ボチョウジ 37 6 ( 31 ) ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 37
42 ホルトノキ 6 ‐ ( 5 ) ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 6
43 マルバルリミノキ 32 ‐ ( 32 ) ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 32
44 マルヤマカンコノキ 4 1 ( 1 ) 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4
45 モクタチバナ 14 1 ( 9 ) 2 ( 1 ) 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 14
46 モクレイシ 2 ‐ ( 2 ) ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2
47 ヤマヒハツ 8 ‐ ( 8 ) ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 8
48 ヤンバルアワブキ 3 ‐ ( 2 ) 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
49 リュウキュウガキ 14 1 ( 6 ) 7 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 14
50 リュウキュウコクタン 3 ‐ ( 3 ) ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
51 リュウキュウマユミ 20 ‐ ( 20 ) ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 20
52 リュウキュウモクセイ 3 ‐ ( 3 ) ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
53 リュウキュウモチノキ 3 ‐ ( 3 ) ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3

計 444
合　　　　計 444 30 332 49 6 25 0 2 0 0 0 444

表Ⅵ１-5　　　樹　種　別　樹　高　階　本　数　分　布　　（西表島・浦内川）

本数   　　　　spp　　　　　 本数  　　     1.00～5.00　 　5.01～10.00　 　10.01～15.00　 15.01～19.00 　 19.01以上     計
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　　※（）内はDBH3cm未満

数 spp 本数 計

1 アオバノキ 4 ‐ ( 3 ) 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
2 アカミズキ 11 ‐ ( 6 ) 4 ( 1 ) ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 11
3 アデク 8 3 ( 5 ) ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
4 イスノキ 49 7 ( 37 ) 5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4
5 イタジイ 5 1 （ 3 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 5
6 イヌガシ 2 ‐ （ 1 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
7 イヌビワ 2 1 （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
8 イリオモテムラサキ 3 ‐ （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
9 オオシイバモチ 4 1 ‐ 3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
10 オオバルリミノキ 2 ‐ （ 2 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
11 オキナワウラジロガシ 10 1 （ 2 ） 1 ‐ 4 ‐ ‐ （ 1 ） 1 ‐ 10
12 カキバカンコノキ 8 ‐ （ 6 ） 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
13 キールンカンコノキ 2 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
14 ギョクシンカ 2 ‐ （ 2 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
15 クロガネモチ 1 ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
16 コバンモチ 6 2 （ 1 ） 3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 6
17 シシアクチ 84 2 （ 82 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 8
18 シマミサオノキ 35 3 （ 32 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
19 シャリンバイ 3 ‐ ‐ 3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
20 シロミミズ 2 ‐ （ 1 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
21 タイミンタチバナ 9 3 （ 4 ） 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
22 タイワンルリミノキ 5 ‐ （ 5 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
23 タシロルリミノキ 4 ‐ （ 4 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
24 タブノキ 10 ‐ （ 4 ） 5 ‐ ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ 10
25 タマザキゴウカン 3 ‐ （ 3 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
26 ツゲモチ 12 4 （ 4 ） 4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 12
27 ナガミボチョウジ 2 ‐ （ 2 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
28 ハゼノキ 3 1 （ 2 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
29 バリバリノキ 1 ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
30 ヒメサザンカ 4 2 （ 1 ） 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
31 ヒラミカンコノキ 4 ‐ （ 2 ） 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
32 フカノキ 3 ‐ ‐ 2 ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3
33 ホソバタブ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
34 ボチョウジ 77 5 （ 72 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 7
35 ホルトノキ 5 1 （ 3 ） ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
36 ミミズバイ 1 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
37 モクタチバナ 55 6 （ 24 ） 25 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 55
38 モチノキ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
39 モッコク 1 ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
40 ヤマヒハツ 16 ‐ （ 16 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1
41 ヤマモモ 3 ‐ （ 2 ） ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
42 リュウキュウマユミ 1 ‐ （ 1 ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
43 リュウキュウモクセイ 9 1 （ 5 ） 3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

473
合計 473 45 344 72 1 8 0 1 1 1 0 473

表Ⅵ１-6　　　樹　種　別　樹　高　階　本　数　分　布　　（西表島・仲良川）

1.00～5.00 5.01～10.00 10.01～15.00 15.01～19.00 19.01以上

4

8
9

2
2
3
4
2

8
2
2
1

4
5
3
2
9
5
4

3

2
3
1
4
4

1
7
5
1

1
1
6
3
1
9
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優占度・群度
3.2 イタジイ
2.2
2.1 オニヘゴ
1.2
＋

優占度・群度
3.3 オニヘゴ
1.2
1.1
＋

優占度・群度
1・2
＋

リュウビンタイ、　リュキュウコクタン、

表Ⅵ１-7　　石垣島野底岳のⅥ層植生の出現種と優占度・被度

出　　　現　　　種

シシアクチ、　タイミンタチバナ、　ナガバコバンモチ　

エダウチホングウシダ、　シバニッケイ、　ホルトノキ、　ヤマヒハツ、　ヨゴレイタチシダ
アオノクマタケラン、　アカミズキ、　アデク、　イタビカズラ、　イヌガシ、　エゴノキ、　オオシイバモチ、
オオバチヂミザサ、　オキナワサルトリイバラ、　オキナワヒサカキ、　カクレミノ、　ギョクシンカ、
コンロンカ、　ササキカズラ、　ササクサ、　シャリンバイ、　シラタマカズラ、　シロミミズ、　センリョウ、
ソウザンハイノキ、　タイワンルリミノキ、　タシロスゲ、　タシロルリミノキ、　タブノキ、　ツゲモチ、
トキワカモメヅル、　ナガバイヌツゲ、　ハクサンボク、　ハゼノキ、　ヒメユズリハ、　ヒョウタンカズラ、
フクギ、　ホソバカナワラビ、　ボチョウジ、　マルバルリミノキ、　マルヤマカンコ、　マンリョウ、
モクタチバナ、　モクレイシ、　モッコク、　ヤエヤマシキミ、　ヤブニッケイ、　ヤマモモ、　
リュウキュウマユミ、　リュウキュウモクセイ、

表Ⅵ１-8　　石垣島於茂登岳のⅥ層植生の出現種と優占度・被度

出　　　現　　　種

エダウチチヂミザサ、　リュウビンタイ
ヒリュウシダ、　ヘツカシダ、　ホソバカナワラビ
アオノクマタケラン、　アカハダグス、　アカミズキ、　アデク、　アリモリソウ、　イスノキ、　イタジイ、
イタビカズラ、　イヌビワ、　ウラジロアカメガシワ、　オオシンジュガヤ、　オオバチヂミザサ、　カクレミノ、　
カゴメラン、カラスキバサンキライ、　カラスザンショウ、　ギョクシンカ、　クワズイモ、　コウトウイヌビワ、　
コバンモチ、　サカキカズラ、　ササクサ、　ササバサンキライ、　シシアクチ、　シマミサオノキ、　
シラタマカズラ、シンエダウチホングウシダ、　センリョウ、　タイワンアキグミ、　タシロスゲ、　
タシロルリミノキ、　タマザキゴウカン、　ツルアダン、　ツルラン、　ツワブキ、　トキワカモメヅル、　
トキワヤブハギ、　トクサラン、　ナガバイヌツゲ、　ナカハラクロキ、　ハゼノキ、　ヒイラギズイナ、　
ヒサカキ、　ヒメサザンカ、ヒメユズリハ、　ヒョウタンカズラ、　ヒラミカンコノキ、　ホソバタブ、　ボチョウジ、　
ホルトノキ、マルバルリミノキ、　マルヤマカンコノキ、　マンリョウ、　ミミズバイ、　ムラサキイノコズチ、　
ヤエヤマヒサカキ、　ヤブツバキ、　ヤマヒハツ、　ヤンバルアワブキ、　ヤンバルマユミ、
ヨゴレイタチシダ、　リュウキュウイナモリ、　リュウキュウガキ、　リュウキュウガシワ

表Ⅵ１-9　　西表島浦内川のⅥ層植生の出現種と優占度・被度

出　　　現　　　種

ヘツカシダ
アオノクマタケラン、　アオバノキ、　アカテツ、　アワダン、　イタジイ、　イヌビワ、　オオシイバモチ、
オオバチヂミザサ、　オオバルリミノキ、　オキナワウラジロガシ、　オキナワサルトリイバラ、　オニヘゴ、
カゴメラン、　カツモウイノデ、　カラコンテリギ、　カラスキバサンキライ、　キノボリシダ、　ギョクシンカ、
クロガネモチ、　クワズイモ、　ゴウシュウタニワタリ、　コウトウイヌビワ、　コウモリシダ、　コミノクロツグ、　
コンロンカ、　サカキカズラ、　サクララン、　ササクサ、　サツマイナモリ、　サネカズラ、　シマミサオノキ、　　
シャリンバイ、　ショウベンノキ、　シラタマカズラ、　センリョウ、　ソメモノイモ、　タイワンクズ、　

ヤンバルアワブキ、　ユウコクラン、　リュウキュウイナモリ、　リュウキュウガキ、　リュウキュウガシワ、　
リュウキュウテイカカズラ、リュウキュウマメヅタ、　リュウキュウマユミ、　リュウキュウモクセイ、　

タイワンルリミノキ、　タブノキ、タマザキゴウカン、　ツユクサシュスラン、　ツルアダン、　ツルラン、　
トウツルモドキ、　トキワヤブハギ、　トラノオシダ、　ナガイモ、　ハゼノキ、　ハナガサノキ、　ハブカズラ、　
ハマイヌビワ、　ヒメサザンカ、　フウトウカズラ、ホザキカナワラビ、　ホソバタブ、　ボチョウジ、　ホルトノキ、　
マルバルリミノキ、　ミドリカタヒバ、モクタチバナ、　モクレイシ、　ヤエヤマセンニンソウ、　ヤマビワソウ、　
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　　　　　　　表Ⅵ１-10　　西表島仲良川のⅥ層植生の出現種と本数 
 

出　現　種 本数 出　現　種 本数

アオノクマタケラン 10 シロミミズ 8

アオバノキ 5 センリョウ 16

アカミズキ 3 タイミンタチバナ 11

アカメガシワ 2 タイワンクズ 1

アデク 10 タイワンルリミノキ 7

アリモリソウ 23 タシロルリミノキ 56

アワダン 1 タブノキ 32

イスノキ 9 タマザキゴウカン 10

イタジイ 17 ツゲモチ 1

イタチガヤ 2 ツルアダン 8

イヌビワ 1 ツルラン 1

エゴノキ 1 トウツルモドキ 1

エダウチチヂミザサ 2 ナガミボチョウジ 4

オオシバモチ 1 ノキシノブ 1

オキナワウラジロガシ 27 ☆ ハゼノキ 14 ☆

オキナワサルトリイバラ 3 ハマイヌビワ 1

オキナワムヨウラン 1 バリバリノキ 1

オニヘゴ 28 ヒメサザンカ 7

カキバカンコノキ 6 ヒラミカンコノキ 1

カラスキバサンキライ 18 ヒリュウシダ 1

ギョクシンカ 4 ホウビカンジュ 5

クチナシ 1 ホソバタブ 2 ☆

ケナガエサカキ 1 ボチョウジ 126

ケハダルリミノキ 1 ホルトノキ 2

ゴウシュウタニワタリ 4 モクタチバナ 22

コウモリシダ 13 モクレイシ 2

コンロンカ 27 ヤマヒハツ 26

サカキカズラ 31 ヨゴレイタチシダ 70

サクララン 4 リュウキュウガシワ 17

サツマサンキライ 2 ☆ リュウキュウテイカカズラ 9

シシアクチ 41 リュウキュウヌスビトハギ 3

シマミサオノキ 74 リュウキュウマメヅタ 1

シャリンバイ 9 リュウキュウモクセイ 2 ☆

シラタマカズラ 1 リュウキュウモチノキ 1

シロダモ 1

☆ｵｷﾅﾜｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼに着生

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



No.１1：与那フィールド 05.01.16

面積２０×２０㎡ 高木層７～９ｍ（植被率３０％） 低木層１～４ｍ（植被率３０％）

亜高木層４～７ｍ（植被率２０％） 草本層～１ｍ（植被率１０％）

Ｓ Ｄ・Ｓ ＳＰＰ．

Ⅰ ２・１ イタジイ

１・２ ホソバシャリンバイ

１・１

＋

Ⅱ ２・１ イタジイ

１・２ タイミンタチバナ

１・１

＋

Ⅲ ２・２

１・２

１・１

＋

Ⅳ １・２ シラタマカズラ

１・１ シンエダウチホングウシダ

＋２

＋

リュウキュウモチノキ

トキワカモメヅル、　ハゼノキ、　ヒサカキ、　ヒメトケンラン、　ヒメユズリハ、　ヒョウタンカズラ、　フカノキ、

アデク、　イタジイ、　タイミンタチバナ

イジュ、　イスノキ、　イヌガシ、　ウラジロカンコノキ、　エゴノキ、　オキナワサルトリイバラ、　オニヘゴ、

ヒサカキ、　ヒメユズリハ、　ムッチャガラ、　モチノキ、　モッコク、　ヤナギバモクセイ、　ヤマモモ、

リュウキュウモチノキ

イタジイ

イスノキ

ヤンバルミミズバイ、　リュウキュウアリドウシ、　リュウキュウチク、　リュウキュウハイノキ、　

アデク、　タイミンタチバナ、

イジュ、　ウラジロカンコノキ、　カクレミノ、　ギーマ、　ギョクシンカ、　クチナシ、　クロキ、　クロバイ、

コバンモチ、　コンロンカ、　サクラツツジ、　ササバサンキライ、　シバニッケイ、　シマミサオノキ

シラタマカズラ、　シロミミズ、　タブノキ、　ツゲモチ、　トキワガキ、　ヒサカキ、　ヒメユズリハ、　

ヒョウタンカズラ、　ムッチャガラ、　モクレイシ、　モチノキ、　モッコク、　ヤマヒハツ、　ヤマモモ、

リュウキュウアリドウシ、　リュウキュウチク、　リュウキュウハイノキ、　リュウキュウモチノキ

ホソバシャリンバイ、　マンリョウ、　ミミズバイ、　ムッチャガラ、　モクレイシ、　モチノキ、　ヤマヒハツ、

カクレミノ、　ギーマ、　ギョクシンカ、　クロガヤ、　コバンモチ、　コンロンカ、　ササクサ、

ササバサンキライ、　シバニッケイ、　シマミサオノキ、　シロミミズ、　タブノキ、　ツゲモチ、　トキワガキ、

イジュ、　カクレミノ、　クロキ、　コバンモチ、　シバニッケイ、　シロミミズ、　ツゲモチ、　ハナガサノキ、　

Ⅵ１-11　　与 那 ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄﾞ 固 定 試 験 地　№11 の 群 落 構 造

アデク、　ヒメユズリハ

イジュ、　イスノキ、　クロバイ、　シバニッケイ、　シラタマカズラ、　モッコク、　ヤマモモ、　

アデク、　イスノキ

リュウキュウモチノキ
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No.４４：与那フィールド ７６林班 04.12.25

面積２０×２０㎡ 高木層８～１１ｍ（植被率５５％） 低木層０．５～４ｍ（植被率６０％）

亜高木層４～８ｍ（植被率３０％） 草本層～０．５ｍ（植被率４０％）

＊一部倒木、枝折れなどでギャップあり枝先の枝上がりも見られ、樹冠は閉じていない

Ｓ Ｄ・Ｓ ＳＰＰ．

３・３ イタジイ

２・１ イジュ

＋

２・１ リュウキュウモチノキ

＋

２・３ リュウキュウチク

１・２

１・１

＋

２・３ シラタマカズラ

１・２ アオノクマタケラン

１・１ タイミンタチバナ

＋２

＋

ボチョウジ、　マンリョウ、　ミミズバイ、　ムッチャガラ、　モクレイシ、　モッコク、　ヤブツバキ、

Ⅵ1-12　　与 那 ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄﾞ 固 定 試 験 地　№44 の 群 落 構 造

ナンバンアワブキ、　ハゼノキ、　ハナガサノキ、　ヒサカキ、　ヒサカキサザンカ、　ヒメユズリハ、　フカノキ、

アデク、　イジュ、　イスノキ、　イタジイ、　イヌマキ、　カクレミノ、　コバンモチ、　サカキ、　シシアクチ、

シバニッケイ、　シロダモ、　ツゲモチ、　ナンバンアワブキ、　ヒサカキサザンカ、　ヒメユズリハ、　フカノキ、

ミヤマシロバイ、　モッコク、　ヤブツバキ

イタジイ、　シシアクチ、　シバニッケイ

アデク

アカミズキ、　イスノキ、　イヌガシ、　イヌマキ、　オキナワサルトリイバラ、　オニヘゴ、　カクレミノ、

イスノキ、　サカキ、　モチノキ

ギョクシンカ、　クチナシ、　クロキ、　ケハダルリミノキ、　コバンモチ、　コンロンカ、　サカキ、

サクラツツジ、　サザンカ、　シキミ、　シマミサオノキ、　シラキ、　シラタマカズラ、　シロミミズ、

タイミンタチバナ、　タカワラビ、　タシロルリミノキ、　タブノキ、　ツゲモチ、　トキワガキ、　ナギ、

リュウキュウモクセイ、　リュウキュウモチノキ

エダウチホングウシダ、　ミドリカタヒバ

アカメガシワ、　アデク、　イジュ、　イスノキ、　イタジイ、　イヌガシ、　ウラジロカンコノキ、　エゴノキ、

オキナワサルトリイバラ、　オニヘゴ、　カクレミノ、　カラスザンショウ、　ギョクシンカ、　クチナシ、　、

ヤブツバキ、　ヤマヒハツ、　ヤマビワ、　ユウコクラン、　リュウキュウアリドウシ、　リュウキュウイチゴ、

リュウキュウコンテリギ、　リュウキュウチク、　リュウキュウハイノキ、　リュウキュウミヤマシキミ、

ヒメトケンラン、　ヒメユズリハ、　ヒリュウシダ、　フカノキ、　ホシダ、　ホソバシャリンバイ、　ホソバタブ、

ボチョウジ、　ホラシノブ、　マルバルリミノキ、　マンリョウ、　ミミズバイ、　ムッチャガラ、　モクレイシ、

ヤブニッケイ、　ヤマヒハツ、　ヤマビワ、　リュウキュウアリドウシ、　リュウキュウハイノキ、　

リュウキュウモチノキ

クロキ、　クロバイ、　ケハダルリミノキ、　ケホシダ、　コシダ、　コバンモチ、　コンロンカ、　サクラツツジ、

ササクサ、　ササバサンキライ、　サザンカ、　シキミ、　シシアクチ、　シバニッケイ、　シマミサオノキ、

シラキ、　シロミミズ、　タイワンルリミノキ、　タシロルリミノキ、　タブノキ、　ツゲモチ、　トキワカモメヅル、

トクサラン、　ナンバンアワブキ、　ハゼノキ、　バリバリノキ、　ヒカゲヘゴ、　ヒサカキサザンカ、

 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ 
 
 
Ⅱ 
 
 

Ⅲ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



No.５０：与那フィールド

面積２０×２０㎡ 高木層１０ｍ以上（植被率３０％） 低木層１～６ｍ（植被率６０％）

亜高木層６～１０ｍ（植被率４０％）草本層～１ｍ（植被率４０％）

＊No.6・198枯れ、ｵｷﾅﾜｾｯｺｸ・折れ枝着生、ｻｸﾗﾗﾝ・着生、ﾚﾝｷﾞｮｳｴﾋﾞﾈ・花黄色

Ｓ Ｄ・Ｓ ＳＰＰ．

Ⅰ ２・２ イタジイ

１・１

＋

Ⅱ ２・１ イタジイ

１・１

＋

Ⅲ ２・２ タイミンタチバナ

１・１

＋

Ⅳ ２・３ シラタマカズラ

２・１ タイミンタチバナ

１・２

１・１

＋

Ⅵ１-13　　与 那 ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄﾞ 固 定 試 験 地　№50 の 群 落 構 造

リュウキュウミヤマシキミ、　リュウキュウモクセイ、　リュウキュウモチノキ、　レンギョウエビネ

ササバサンキライ、　シキミ、　シシアクチ、　シバニッケイ、　シロミミズ、　ソテツ、　タイワンルリミノキ、

タシロルリミノキ、　タブノキ、　ツゲモチ、　ナカハラクロキ、　ナギ、　ナンバンアワブキ、　ニッケイ、　

ハゼノキ、　ヒサカキ、　フカノキ、　ホルトノキ、　マンリョウ、　ミミズバイ、　ムッチャガラ、　モッコク、

ヤブツバキ、　ヤマヒハツ、　ヤマビワ、　ヤマモモ、　リュウキュウアリドウシ、　リュウキュウハイノキ、

アオノクマタケラン、　オニヘゴ、　シマミサオノキ、　ヒメユズリハ、　リュウキュウチク

アデク、　イジュ、　イスノキ、　イタジイ、　イヌガシ、　ウラジロカンコノキ、　エゴノキ、　、

エダウチホングウシダ、　オキナワサルトリイバラ、　オキナワシャリンバイ、　オキナワセッコク、

カクレミノ、　ギーマ、　ケハダルリミノキ、　コバンモチ、　コンロンカ、　サクラツツジ、　ササクサ、

コバノミヤマノボタン、　ミドリカタヒバ

イジュ、　イスノキ、　シバニッケイ、　ツゲモチ、　ヒメユズリハ、　ミヤマシロバイ、　リュウキュウモチノキ

イスノキ、　クロバイ

リュウキュウハイノキ、　リュウキュウモクセイ、　リュウキュウモチノキ

コバンモチ、　サカキ、　サクラツツジ、　シバニッケイ、　シマミサオノキ、　シラタマカズラ、　シロミミズ、

ナンバンアワブキ、　ヒメユズリハ、　ホソバシャリンバイ、　モッコク、　ヤマビワ、　ヤマモモ、

アデク、　イジュ、　イスノキ、　ツゲモチ

シシアクチ、　シバニッケイ、　シラタマカズラ、　シロミミズ、　タイワンルリミノキ、　タシロルリミノキ、　

アデク、　イスノキ、　シマミサオノキ、　ヤマヒハツ

イジュ、　イタジイ、　イヌガシ、　イヌマキ、　ウラジロカンコノキ、　オキナワサルトリイバラ、　カクレミノ、

リュウキュウハイノキ、　リュウキュウミヤマシキミ、　リュウキュウモチノキ

タブノキ、　ナンバンアワブキ、　ヒサカキ、　ボチョウジ、　モクレイシ、　モチノキ、　モッコク、　

ヤブツバキ、　リュウキュウアリドウシ、　リュウキュウチク、　リュウキュウテイカカズラ、　

ギーマ、　ギョクシンカ、　クチナシ、　コバンモチ、　コンロンカ、　サクラツツジ、　サクララン、　シキミ、
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No.５２：与那フィールド７６林班 04.12.26

面積２０×２０㎡ 高木層９～１３ｍ（植被率％） 低木層０．５～５ｍ（植被率６０％）

亜高木層５～９ｍ（植被率３０％） 草本層～０．５ｍ（植被率１０％）

＊№160ｲｽﾉｷ倒れ

Ｓ Ｄ・Ｓ ＳＰＰ．

Ⅰ ４・３ イタジイ

３・１ オキナワウラジロガシ

２・１ イジュ、　イスノキ

１・１ クロバイ

＋

Ⅱ ２・１ コバンモチ、　ナンバンアワブキ

１・１ イスノキ

＋

Ⅲ ２・２

１・１ ヤマヒハツ

＋２ イタジイ

＋

Ⅳ １・１

＋

Ⅵ1-14　　与 那 ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄﾞ 固 定 試 験 地　№52 の 群 落 構 造

ヤンバルマユミ、　リュウキュウハイノキ、　リュウキュウマユミ、　リュウキュウミヤマシキミ、

リュウキュウモクセイ、　リュウキュウモチノキ

アカミズキ、　アデク、　アマシバ、　アリドウシ、　イジュ、　イスノキ、　イヌガシ、　ウラジロカンコノキ、

エゴノキ、　エダウチホングウシダ、　オオシイバモチ、　オキナワサルトリイバラ、　クチナシ、　クロキ、

ケハダルリミノキ、　コシダ、　コバンモチ、　サクラツツジ、　ササクサ、　サザンカ、　サツマサンキライ、

シバニッケイ、　シマミサオノキ、　スジヒトツバ、　タイミンタチバナ、　タシロルリミノキ、　タブノキ、　

ツゲモチ、　ツユクサシユスラン、　トキワガキ、　ナンバンアワブキ、　ニッケイ、　ハクサンボク、

ヒサカキサザンカ、　ビシンジュズネノキ、　ヒメサザンカ、　ヒメユズリハ、　ヒョウタンカズラ、　フカノキ、

ホソバシャリンバイ、　ホソバタブ、　ボチョウジ、　マルバルリミノキ、　マンリョウ、　ミドリカタヒバ、　

ミミズバイ、　ムッチャガラ、　ムベ、　ヤブツバキ、　ヤブニッケイ、　ヤマヒハツ、　ヤマビワ、　ヤマモモ、

アオノクマタケラン、　イタジイ、　オニヘゴ、　シシアクチ　

オキナワウラジロガシ、　オキナワサルトリイバラ、　オキナワヒサカキ、　カクレミノ、　ギョクシンカ、

クチナシ、　クロキ、　コバンモチ、　サクラツツジ、　サザンカ、　シマミサオノキ、　シラタマカズラ、　

シロミミズ、　タイミンタチバナ、　タイワンルリミノキ、　タシロルリミノキ、　ツゲモチ、　ナンバンアワブキ、

ニッケイ、　ヒサカキサザンカ、　ヒメサザンカ、　ヒメユズリハ、　フカノキ、　ムッチャガラ、　ムベ、

ヤマビワ、　リュウキュウハイノキ、　リュウキュウモチノキ

シシアクチ、　ボチョウジ、

モッコク、　ヤブツバキ、　ヤブニッケイ、　ヤマビワ、　ヤンバルマユミ、　リュウキュウマメヅタ、

リュウキュウミヤマシキミ、　リュウキュウモチノキ

アカミズキ、　アデク、　アリドウシ、　イジュ、　イスノキ、　イヌガシ、　オオシイバモチ、

エゴノキ、　タブノキ、　ヒメユズリハ

アカミズキ、　アデク、　イタジイ、　ウラジロガシ、　エゴノキ、　オキナワウラジロガシ、　カクレミノ、

クロバイ、　シマミサオノキ、　シロミミズ、　タイミンタチバナ、　ツゲモチ、　トキワガキ、　ヒサカキ、

ヒサカキサザンカ、　ヒメユズリハ、　フカノキ、　ホルトノキ、　ムッチャガラ、　モッコク、　ヤブツバキ、
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No.５５：与那フィールド 05.02.11

面積２０×２０㎡ 高木層７ｍ～１０ｍ（植被率４０％）低木層１～３ｍ（植被率３０％）

亜高木層３～７ｍ（植被率２０％） 草本層～１ｍ（植被率３０％）

Ｓ Ｄ・Ｓ ＳＰＰ．

Ⅰ ３・２ イタジイ

１・１ イジュ

＋ エゴノキ、　シロダモ、　ヒメユズリハ

Ⅱ １・１ アデク、　カクレミノ、　タイミンタチバナ

＋

Ⅲ ２・１ シシアクチ

１・２ サクラツツジ

１・１ アデク、　シマミサオノキ

＋

Ⅳ １・２ オニヘゴ、　アオノクマタケラン

１・１ シラタマカズラ

＋

イジュ、　エゴノキ、　オキナワシャリンバイ、　カラスキバサンキライ、　コバンモチ、　サツマサンキライ、

シバニッケイ、　シロミミズ、　ツゲモチ、　ヒサカキ、　ヒメユズリハ、　ムッチャガラ、　モチノキ、　モッコク、

エダウチホングウシダ、　オオシイバモチ、　オオムラサキシキブ、　オキナワサルトリイバラ、　カクレミノ、

ヤマモモ、　リュウキュウモチノキ

イスノキ、　イタジイ、　エゴノキ、　オオシイバモチ、　オキナワシャリンバイ、　カクレミノ、　

カラスキバサンキライ、　ギョクシンカ、　クチナシ、　コバンモチ、　サカキ、　サザンカ、　サツマサンキライ

モチノキ、　ヤナギバモクセイ、　ヤマヒハツ、　ヤマビワ、　リュウキュウハイノキ

Ⅵ1-15　　与 那 ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄﾞ 固 定 試 験 地　№55 の 群 落 構 造

ホザキカナワラビ、　ボチョウジ、　マルバルリミノキ、　マンリョウ、　ミドリカタヒバ、　ミミズバイ、　ヤマヒハツ

ヤマビワ、　リュウキュウコンテリギ、　リュウキュウチク、　リュウキュウテイカカズラ、　リュウキュウモチノキ

カラスキバサンキライ、　ギョクシンカ、　ケハダルリミノキ、　コハシゴシダ、　コバンモチ、　コンロンカ、　

ササクサ、　サザンカ、　シシアクチ、　シバニッケイ、　シマミサオノキ、　シンエダウチホングウシダ、

タイミンタチバナ、　タカワラビ、　タシロルリミノキ、　タブノキ、　ツゲモチ、　トキワカモメヅル、

ナンバンアワブキ、　ハクサンボク、　ヒサカキ、　ヒメアリドウシ、　ヒメユズリハ、　フカノキ、

アデク、　アマシバ、　イスノキ、　イタジイ、　イヌガシ、　イヌマキ、　ウラジロカンコノキ、

シバニッケイ、　シロミミズ、　タイミンタチバナ、　タイワンルリミノキ、　タブノキ、　ツゲモチ、　

ナンバンアワブキ、　ニッケイ、　ハクサンボク、　フカノキ、　ボチョウジ、　ムッチャガラ、　モクレイシ、　
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No.５７：与那フィールド 05.01.15

面積２０×２０㎡ 高木層５ｍ以上（植被率３０％） 低木層１～３ｍ（植被率４０％）

亜高木層３～５ｍ（植被率２０％） 草本層～１ｍ（植被率４５％）

Ｓ Ｄ・Ｓ ＳＰＰ．

Ⅰ １・２ イタジイ

１・１ ヒメユズリハ

＋

Ⅱ １・２ アデク

１・１ タイミンタチバナ、　ヒメユズリハ

＋

Ⅲ ２・２ リュウキュウチク

１・１

＋２ モチノキ

＋

Ⅳ １・２

１・１ リュウキュウチク

＋２

＋

サザンカ、　シバニッケイ、　シマミサオノキ、　シラタマカズラ、　タブノキ、　ツゲモチ、　モクレイシ、

アカミズキ、　アカメガシワ、　アデク、　イジュ、　ウラジロカンコノキ、　エゴノキ、　エダウチチヂミザサ、

オオムラサキシキブ、　オキナワサルトリイバラ、　オキナワシャリンバイ、　カクレミノ、　ギョクシンカ、

クチナシ、　クロキ、　コシダ、　コバンモチ、　コンロンカ、　サクラツツジ、　ササバサンキライ、　

エダウチホングウシダ、　ササクサ、　シラタマカズラ

イヌガシ、　クロガヤ、　ゲットウ、　シマミサオノキ、　ハゼノキ

ムッチャガラ、　モクレイシ、　ヤマヒハツ、　ヤマモモ、　リュウキュウイチゴ、　リュウキュウテイカカズラ

Ⅵ１-16　　与 那 ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄﾞ 固 定 試 験 地　№57 の 群 落 構 造

オキナワシャリンバイ、　オキナワヒサカキ、　カクレミノ、　ギョクシンカ、　クロキ、　シバニッケイ、

シラタマカズラ、　トキワガキ、　ボロボロノキ、　モチノキ、　リュウキュウモチノキ

イジュイ、　オキナワサルトリイバラ、　オキナワシャリンバイ、　ギョクシンカ、　クロキ、　コバンモチ、

アデク、　イジュ、　オキナワシャリンバイ、　カクレミノ、　クロキ、　コバンモチ、　タイミンタチバナ、

ヤマモモ

サザンカ、　シシアクチ、　シバニッケイ、　シロミミズ、　タイワンルリミノキ、　タブノキ、　トキワカモメヅル、

トベラ、　ハクサンボク、　ヒメユズリハ、　ヒョウタンカズラ、　ヒリュウシダ、　フカノキ、　マンリョウ、　ミズスギ

アデク、　イヌガシ、　カクレミノ、　タイミンタチバナ　
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２．沖縄島北部の森林遷移        
１）調査林分の概況 

 調査は、1980 年に琉球大学農学部付属亜熱帯フィールド科学教育センター与那フィールド林内

に、天然生広葉樹林の成長量把握を目的に設定された 20×20ｍの方形固定試験地 70 カ所のうち、

ほ と ん ど 人 為 が 加 え ら れ て い な い イ タ ジ イ を 主 と す る 天 然 生 広 葉 樹 林 ６ 林 分

（Plot13,44,50,52,55,57）を対象に、2005 年 8 月に実施した。 

 調査林分の地況及び林況の概要は写真Ⅵ2－1、表Ⅵ2－1 及び表Ⅵ2－2 のとおりである。調査林

分は標高 150～250m 付近の傾斜角 18～28 度の山腹平衡斜面ないし山頂凸斜面に位置している。地

質は中生代の粘板岩及び砂岩で、弱乾性の黄色土壌となっている。 

 調査林分の林齢は Plot13 のみが 60 年生で他はいずれも 65 年生である。沖縄県の地域森林計画

における天然生広葉樹林の標準伐期齢が 30 年とされていることからすると、林況が安定した老齢

林分と見なされる。林分調査は胸高直径 3cm 以上の立木を対象に毎木調査した。出現樹種は 18～
37 種、立木本数は ha 当たり 4,025～7,550 本と林分により差異がある。平均胸高直径は 8.6～9.9cm、

平均樹高は 6.7～8.9m、ha 当たり林分材積は 200 
～434m3、相対幹距は 9.1～12.6％で非常に立て混んだ林分である。  

 

 

 

Plot No 13 44 50 52 55 57

　林班-小斑 78-ぬ 76-り 76-へ 76-ほ 77-と 79-ろ

　標高（m） 200 250 230 250 250 150

　斜面方位 SW NE NE SW N NE

　傾斜角（°） 22 24 20 23 28 18

　局所地形 山頂緩斜面 山頂尾根凸斜面 山腹平衡斜面 山腹平衡斜面 山腹平衡斜面 山頂凸斜面

　土壌型 Yc Yc Yd Yd Yc Yc

表Ⅵ2-2　毎木調査結果の概要

13 60 25 7550 7.48 6.37 222.08 10.0

44 65 33 4025 9.46 6.47 270.35 11.9

50 65 37 5575 8.63 6.86 251.50 10.1

52 65 33+a 5325 9.06 7.06 434.07 8.5

55 55 26 4450 9.88 8.90 345.34 9.1

57 65 18 4475 8.91 6.68 200.65 12.6

表Ⅵ2-1　調査林分の概況

Plot No 林齢（年） 樹種数(種) 相対幹距(%)
 立木本数
(本/ha)

平均胸高直径(cm) 平均樹高(m)
林分材積
(㎥／ha)

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 
 

調査林分の林況 (Plot 13) 
 
 

調査林分の林況 (Plot 55) 
      

写真Ⅵ2－1 固定試験地の林況 
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２）出現樹種 

調査した６林分を通しての林分毎の出現樹種の内容は表Ⅵ2－3 のとおりである。Plot13 は立木

数が 302 本で も多く、出現樹種は 25 種、 も多いのがイタジイで、次いでアデク、イスノキ、

メユズリハ、タイミンタチバナなどとなっている。 

Plot44 は立木本数が も少なく 161 本、出現樹種は 33 種、イタジイが も多く、イスノキ、フ

ノキ、イジュ、コバンモチ等となっている。 

Plot50 は立木本数 223 本、出現樹種は 37 種で も多く、イタジイ、イスノキ、モッコク、ナン

ンアワブキ、シマミサオノキなどが多い。 

Plot52 は立木本数 213 本、出現樹種 33 種余、イタジイ、ナンバンアワブキ、コバンモチ、ヒメ

ザンカ、イスノキなどが多い。 

Plot 55 は立木本数 178 本、出現樹種 26 種、イタジイ、イジュ、コバンモチ、タイミンタチバナ、

メユズリハなどが多い。 

Plot 57 は立木本数 179 本、出現樹種は も少なく 18 種、ヒメユズリハ、イジュ、ホソバシャリ

バイ、タイミンタチバナ、アデク等が多く、イタジイはその次となっている。 以上のように

の林分もイタジイが上層主林木を構成し、本数的にも優占する林分である。 
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表Ⅵ2-3　

調査プロット

樹種 学名

　プロット別出現樹種

Plot 13 Plot 44 Plot 50 Plot 52 Plot 55 Plot 57

51 5 14 8 4 20

1

スノキ Distylium racemosum 34 14 25 9 7

67 30 37 25 43 16

2 2

opanax trifidus 3 5 1 6 6 2

nium wrightii 1 3 1

18 サクラツツジ Rhododendron tashiroi 1 2 2 5 1

19 サザンカ Camellia sasanqua 1 1 1

20 シシアクチ Ardisia quinquegona 2

21 シバニッケイ Cinnamomum doederleinii 13 7 4 3 2

22 シマミサオノキ Randia canthioides 4 9 16 7 1

23 シラキ Sapium japonicum

24 シロダモ Neolitsea sericea

25 シロミミズ Diplospora dubia 4 1 2 3 6

26 タイミンタチバナ Rapanea neriifolia 21 5 16 9 14 21

27 タブノキ Persea thunbergii 1 5 1

28 ツゲモチ Ilex goshiensis 3 4 4 6 3 2

29 トキワガキ Diospyros morrisiana 3 1

30 ナカハラクロキ Symplocos lucida var. nakaharae 3 7

31 ナギ Nageia nagi 1

32 ナタオレノキ Osmanthus insularis 1

33 ナンバンアワブキ Meliosma lepidota ssp. squmulata 4 18 22

34 ニッケイ Cinnamomum sieboldii 1

35 ハゼノキ Rhus succedanea

36 ハンノキ Alnus japonica 1 1

37 ヒサカキ Eurya japonica 2 1

38 ヒサカキサザンカ Tutcheria virgata 2 3 13

39 ヒメサザンカ Camellia lutchuensis 1 2 4 1

40 ヒメユズリハ Daphniphyllum glaucescens ssp. teijsmannii 30 5 12 5 11 35

41 フカノキ Schefflera octophylla 10 6

42 ホソバシャリンバイ Rhaphiolepis indica var. liukiuensis 8 1 1 4 22

43 ボチョウジ Psychotria rubra 1 2

44 ホルトノキ Elaeocarpus sylvestris 1

45 ミミズバイ Symplocos glauca 1 1

46 ミヤマシロバイ Symplocos confusa 1

47 ムッチャガラ Ilex maximowicziana var. mutchagara 7 2 1 1

48 モクレイシ Microtropis japonica 1 1

49 モッコク Ternstroemia gymnanthera 7 5 18 5 8

50 ヤナギバモクセイ Osmanthus okinawensis 1

51 ヤブツバキ Camellia japonica 1 3 7

52 ヤブニッケイ Cinnamomum pseudo-pedunculatum 1 1

53 ヤマビワ Meliosma simplicifolia ssp. rigida 1 6

54 ヤマモモ Myrica rubra 2 1 1 3

55 ヤンバルアワブキ Meliosma pinnata ssp. arnottiana

56 リュウキュウハイノキ Symplocos anomala 3

57 リュウキュウモクセイ Osmanthus marginatus

58 リュウキュウモチノキ Ilex liukiuensis 9 6 4 9 9

59 樹種不明 1 5 1 1

合計本数 302 161 223 213 178 179

 
 

1 アカミズキ Wendlandia fomosana 3 3 2

2 アデク Syzygium buxifolium

3 アマシバ Symplocos microcalyx

4 イジュ Schima wallichii ssp. liukiuensis 10 9 11 4 29 24

5 イ

6 イタジイ Castanopsis sieboldii

7 イヌガシ Neolitsea aciculata 2 3 7 2

8 イヌマキ Podocarpus macrophyllus 2

9 エゴノキ Styrax japonicus

10 オキナワウラジロガシ Quercus miyagii 5

11 オキナワシキミ Illicium anisatum 1

12 カクレミノ Dendr

ーマ acci13 ギ V

14 クチナシ Gardenia jasminoides f. grandiflora 1 6 2

15 クロバイ Symplocos prunifolia 1 1 1 1

16 コバンモチ Elaeocarpus japonicus 18 9 7 20 16 10

17 サカキ Cleyera japonica 8 2
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３）径級構成 

天然生広葉樹林において、どのような樹種がどのような大きさで生育しているかを知るために、

査林分毎に樹種別胸高直径階別出現本数を表Ⅵ2－4～9 に集計した。 沖縄県が育成天然林施業

おいて建築用等の構造材育成の目的樹種としているイタジイ、イジュ、イスノキ等の主要樹種

中心に径級構成を見てみた。 

Plot13 は平均胸高直径 7.48cm、 大直径はイタジイの 30cm である。イタジイは本数が多く中・

径級の大部分を占め、どの径級にも出現している。イジュは中・大径級、イスノキ、モッコク

小径級を構成している。紬等の染色原料材であるホソバシャリンバイが小径級に数本見られる。 
Plot44 は平均胸高直径 9.46cm、 大胸高直径はイスノキの 36cm である。本数が も多いイタジ

は、どの径級にも出現し中・大径級の中心的樹種である。イジュ、イスノキもどの径級にも出

しイタジイとともに大径級を構成している。イヌマキやモッコクも小径級に見られる。 

Plot50 は平均胸高直径 8.63cm、 大直径はイタジイの 32cm である。イタジイの本数が も多く

どの径級にも出現しており、特に中・大径級の主体を構成している。イジュ、イスノキは中・

径級、モッコクも小径級、ミヤマシロバイが 1 本大径級を構成している。 Plot52 は平均胸高直

9.06cm、 大直径はイタジイの 74cm である。イタジイは本数も も多くどの径級にも出現し、

に中・大径級の主体をなしている。イジュは中・大径級、イスノキは中・大径級に加え小径級

も見られる。エゴノキが中・大径級、オキナワウラジロガシ、タブノキ、モッコクが小径級を

数構成している。 

Plot55 は平均胸高直径 9.88cm、 大直径はイタジイの 32cm である。イタジイは も本数が多く、

・大径級の主体を構成しているが小径級には少ない。イジュはどの径級にも見られイタジイと

もに中・大径級を構成している。イスノキとモッコクは小径級にのみ、エゴノキ、タブノキが

径級に、ホソバシャリンバイが数本小径級に見られる。 

Plot57 は平均胸高直径 8.91cm、 大直径はイタジイの 30cm である。イタジイ、イジュはどの径

にも出現して中・大径級の主体を構成しているが小径級には少ない。ホソバシャリンバイが小

級に多く、イスノキやモッコクは見られない。 

以上のように、どの林分も総じてイタジイが本数も多く 大直径で、大径級の大部分をを構成

、次いでイジュが中・大径級を、イスノキは林分によって大・中径級を構成していることもあ

が比較的に小径級に多いことなどが特徴となっている。 

 

 

 

調

に

を

 

大

は

 

イ

現

 

て

小

径

特

に

少

 

中

と

中

 

級

径

 

し

る

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 112 -



（Plot13）

イスノキ 13 17 2 1 1 34

3

1 1

サ

ヒメユズリハ 10 8 6 4 2

リュウキュウモチノキ 5 2 2 9

1 1 1 14

4 2 2 2 3 1 30

イヌマ 1 1 2

1

1

サカキ 2 1 1 2 2 8

1

2

バニッケイ 4 1 1 1 7

ミサオノキ 8 1 9

ロミミズ 1 1

ミンタチバナ 4 1 5

ゲモチ 1 1 1 1 4

ンバンアワブキ 2 1 1 4

カキ 1 1 2

サカキサザンカ 2 1 3

メサザンカ 2 2

メユズリハ 3 1 1 5

カノキ 8 2 10

バシャリンバイ 1 1

チョウジ 1 1

ノキ 1 1

ッチャガラ 1 1 2

ッコク 2 3 5

ブツバキ 1 1

ブニッケイ 1 1

リュウキュウモチノキ 1 1 1 1 1 1 6

合計 68 26 13 8 7 6 7 2 2 5 2 2 4 6 1 1 1 161

表 別本数
樹種・直径（cm） 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 合計
アデク 28 18 5 51

イジュ 2 1 1 2 1 3 10

イタジイ 13 2 9 11 8 7 8 3 2 2 1 1 67

カクレミノ 2 1

ギーマ 1

クロバイ 1

コバンモチ 9 4 5 18

サクラツツジ 1 1

サザンカ 1 1

シバニッケイ 2 3 3 2 1 1 1 13

シマミサオノキ 4 4

シロミミズ 2 2 4

タイミンタチバナ 12 5 2 2 21

ツゲモチ 2 1 3

ナカハラクロキ 3 3

ナタオレノキ 1 1

ヒ カキサザンカ 2 2

ヒメサザンカ 1 1

30

ホソバシャリンバイ 2 2 3 1 8

ムッチャガラ 4 3 7

モッコク 1 2 1 2 1 7

ヤマモモ 1 1 2

合計 113 73 37 25 15 11 12 4 5 0 5 1 0 1 302

（Plot44）

樹種・直径（cm） 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 合計
アデク 4 1 5

イジュ 1 2 1 1 1 2 1 9

イスノキ 3 3 3 1 1

イタジイ 5 6 1 1 2 1

表Ⅵ2-5　樹種別直径階別本数

イヌガシ 2 2

キ

カクレミノ 3 1 1 5

クチナシ 1

クロバイ 1

コバンモチ 4 1 2 1 1 9

サクラツツジ 1 1 2

サザンカ 1

シシアクチ 2

シ

シマ

シ

タイ

ツ

ナ

ヒサ

ヒ

ヒ

ヒ

フ

ホソ

ボ

ホルト

ム

モ

ヤ

ヤ

Ⅵ2-4　樹種別直径階
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（Plot50）
種・直径（cm） 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 合計

ズキ 2 1 3
11 1 2 14

バ 1 1
1 1 1 3 3 1 1 11

イスノキ 6 9 5 2 2 1 25
タジイ 1 4 4 6 5 6 1 2 2 4 1 1 37

シ 2 1 3
ナワシキミ 1 1
ミノ 1 1

マ 2 1 3
クロバイ 1 1

ンモチ 4 3 7
1 1 2

ラツツジ 1 1 2
ニッケイ 2 1 1 4
ミサオノキ 15 1 16
ミミズ 1 1 2
ミンタチバナ 13 2 1 16

キ 1 1
モチ 1 1 2 4

1 1
バンアワブキ 4 6 7 1 18
カキ 1 1
サザンカ 2 2 4

メユズリハ 1 1 1 2 4 2 1 12
バシャリンバイ 1 1
バイ 1 1

マシロバイ 1 1
チャガラ 1 1

イシ 1 1
コク 8 5 5 18
ギバモクセイ 1 1

ヤブツバキ 3 3
ビワ 1 1
モモ 1 1

ウキュウモチノ

樹
アカミ
アデク
アマシ
イジュ

イ
イヌガ
オキ
カクレ
ギー

コバ
サカキ
サク
シバ
シマ
シロ
タイ
タブノ
ツゲ
ナギ
ナン
ヒサ
ヒメ
ヒ
ホソ
ミミズ
ミヤ
ムッ
モクレ
モッ
ヤナ

ヤマ
ヤマ
リュ キ 2 1 3

種不明 1 1
計 81 42 27 12 16 13 8 9 1 3 2 6 0 2 1 223

（Plot52）
種・直径（cm） 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 ・・・ 48 ・・・ 74 合計

ズキ 2 1 3
5 2 1 8

1 1 1 1 4
イスノキ 3 2 1 1 1 1 9

タジイ 3 2 2 3 2 4 2 1 2 1 1 1 1 25
シ 7 7

ノキ 1 1 1 2
ナワウラジロガ

樹
合

樹
アカミ
アデク
イジュ

イ
イヌガ
エゴ
オキ シ 3 1 5

レミノ 5 1 6
クチナシ 4 1 1 6
クロバイ 1 1

ンモチ 5 6 6 1 1 1 20
ラツツジ 3 2 5

サザンカ 1 1
ミサオノキ 5 2 7
ミミズ 1 1 1 3
ミンタチバナ 3 6 9

キ 2 1 1 1 5
モチ 1 1 3 1 6
ワガキ 2 1 3

ンバンアワブキ 9 7 2 2 1 1 22
ケイ 1 1
ノキ 1 1
カキサザンカ 5 4 3 1 13
サザンカ 1 1

ヒメユズリハ 3 1 1 5
ノキ 1 2 2 1 6
ョウジ 2 2
コク 2 1 2 5

ヤブツバキ 4 1 1 1 7
ビワ 3 3 6

ウキュウモチノ

カク

コバ
サク

シマ
シロ
タイ
タブノ
ツゲ
トキ
ナ
ニッ
ハン
ヒサ
ヒメ

フカ
ボチ
モッ

ヤマ
リュ キ 2 1 1 4

種不明 1 1 1 1 1 5
計 89 45 25 11 4 8 1 3 5 4 4 0 3 3 2 0 2 1 1 1 1 213

Ⅵ2-6　樹種別直径階別本数

Ⅵ2-7　樹種別直径階別本数

樹
合

表

表
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3

（Plot55）
樹種・直径（cm） 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 合計
アデク 4 4
イジュ 2 3 2 4 4 4 5 3 1 1 29
イスノキ 7 7
イタジイ 1 5 9 9 3 4 1 4 2 1 3 1 4
イヌガシ 1 1 2
エゴノキ 1 1 2
カクレミノ 5 1 6
クチナシ 1 1 2
コバンモチ 7 3 4 2 16
サクラツツジ 1 1
シバニッケイ 1 2 3
シマミサオノキ 1 1
シロミミズ 4 2 6
タイミンタチバナ 7 5 1 1 14
タブノキ 1 1
ツゲモチ 3 3
ハイノキ 1 1
ヒメユズリハ 2 4 4 1 11
ホソバシャリンバイ 2 1 1 4
ミミズバイ 1 1
ムッチャガラ 1 1
モッコク 7 1 8
ヤブニッケイ 1 1
ヤマヒハツ 1 1
ヤマモモ 1 1
リュウキュウモチノキ 8 1 9
合計 65 26 13 9 12 9 14 9 7 1 5 2 1 3 2 178

（Plot57）
樹種・直径(cm) 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 合計
アカミズキ 1 1 2
アデク 15 3 2 20
イジュ 2 2 3 5 2 4 3 2 1 24
イタジイ 2 1 3 1 2 3 3 1 16
カクレミノ 1 1 2
ギーマ 1 1
コバンモチ 4 4 1 1 10
シバニッケイ 1 1 2
タイミンタチバナ 13 5 2 1 21
ツゲモチ 1 1 2
トキワガキ 1 1
ナカハラクロキ 1 2 2 1 1 7
ヒメユズリハ 3 9 11 8 4 35
ホソバシャリンバイ 8 5 3 5 1 22
ボロボロノキ 1 1
モクレイシ 1 1
モチノキ 3 2 2 7
ヤマモモ 1 1 1 3
リュウキュウモチノキ 1 1
合計 53 36 26 26 5 6 4 7 4 4 3 3 1 1 179

表Ⅵ2-8　樹種別直径階別本数

表Ⅵ2-9　樹種別直径階別本数

2
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４）階層構成 

 各林分での出現樹種がどの樹高階層を構成しているかを見るために、調査林分毎の樹種別樹高

階層別本数分布状況を集計すると、表Ⅵ2－10～15 のとおりである。ここでの樹高階層区分は、そ

れぞれの林分での 高樹高階を 3 等分して上層、中層、下層とした。 

 Plot13 は 高樹高階が 12m、全立木本数 302 本の内、上層木は 32 本で 10.5%、中層が 66.5%、

下層が 22.8%を占め、中層の本数割合が高い。上層の主要樹種は多い順にイタジイ、イジュ、ヒメ

ユズリハ、シバニッケイ、リュウキュウモチノキ等、中層はイタジイ、アデク、ヒメユズリハ、

イスノキ、コバンモチ等、下層はイタジイ、アデク、イスノキ、ヒメユズリハ、タイミンタチバ

ナ等となっている。 

 Plot44 は 高樹高階が 15m、全立木本数 161 本の内、上層木は 16 本で 9.9％、中層が 32.9％、下

層が 57.1％となっており、低い層ほど本数割合が高い。上層はイタジイ、イジュ、イスノキ、リ

ュウキュウモチノキが、中層はイタジイ、イスノキ、サカキ、イジュ、リュウキュウモチノキ等、

下層はイタジイ、シマミサオノキ、フカノキ、コバンモチ、イスノキ等が多い。 

 Plot50 は 高樹高階が 16m、全立木本数 223 本の内、上層木が 13 本で 5.8％、中層が 50.6％、下

層が 43.4％となっており、中層の本数割合が高い。上層はイタジイ、イジュ、シバニッケイ、ナ

ギ、中層はイタジイ、イスノキ、モッコク、ヒメユズリハ、イジュ等、下層はシマミサオノキ、

タイミンタチバナ、アデク、イスノキ、ナンバンアワブキ等が多い。 Plot52 は 高樹高階が 19m、

全立木本数 213 本の内、上層木が 20 本で 9.3％、中層が 25.3%、下層が 65.2％で、低い層ほど本数

割合が高い。上層はイタジイ、タブノキ、イジュ、オキナワウラジロガシ、エゴノキ、中層はコ

バンモチ、イタジイ、ナンバンアワブキ、ツゲモチ、イジュ、下層はナンバンアワブキ、ヒサカ

キサザンカ、コバンモチ、タイミンタチバナ、アデク等が多い。 

 Plot55 は 高樹高階が 18m、全立木本数 178 本の内、上層木が 35 本で 19.6％、中層が 39.8％、

下層が 40.4％で、他の林分に比べて上層の本数割合がやや多い。中下層の本数割合はほぼ同等と

なっている。上層はイタジイ、イジュ、エゴノキ、中層はイタジイ、イジュ、コバンモチ、タイ

ミンタチバナ、ヒメユズリハ、下層はタイミンタチバナ、コバンモチ、リュウキュウモチノキ、

モッコク、イスノキ等が多い。 

 Plot57 は 高樹高階が 12m、全立木本数 179 本の内、上層木が 32 本で 17.8％、中層が 59.7％、

下層が 22.3％で、中層の本数割合が高い。上層はイジュ、イタジイ、ホソバシャリンバイ、ヤマ

モモが、中層はヒメユズリハ、ホソバシャリンバイ、タイミンタチバナ、リュウキュウモチノキ、

イタジイ等が多い。 

 以上のように、総体的に上層の大部分をイタジイが優占しており、次いでイジュが多く、イス

ノキやシバニッケイ、リュウキュウモチノキ等が少数出現している。中層にもイタジイは多く、

次いでヒメユズリハ、アデク、イスノキ、イジュ等が多い。下層にはタイミンタチバナ、アデク、

イタジイ、イスノキ、コバンモチ等が多い。 
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 （Plot13）

ヒメユズ 24 4 30

ホソバシャリンバイ 1 7 8

タイミンタチバナ 12 9 21

チャガラ 7 7

カクレミノ 1 2 3

ナタオレノキ 1 1

9

14

2 3 5

1 4 5

サクラツツジ 1 1 2

ヒサカキ 1 1 2

2 2

シシアクチ 2 2

ヒメサザンカ 2 2

クチナシ 1 1

クロバイ 1 1

サザンカ 1 1

ホソバシャリンバイ 1 1

シロミミズ 1 1

ボチョウジ 1 1

ホルトノキ 1 1

合計 16 53 92 161

表Ⅵ2-10　樹種別樹高階層別本数　  

 

 

 

樹種･樹高階層 上層 中層 下層 合計

イタジイ 13 41 13 67

イジュ 8 2 10

リハ 2

シバニッケイ 2 10 1 13

 

 

 

 

 

リュウキュウモチノキ 2 6 1 9

モッコク 2 4 1 7

イスノキ 1 22 11 34

クロバイ 1 1

アデク 38 13 51

コバンモチ 14 4 18

 

 

 

 

ムッ

ツゲモチ 3 3

シロミミズ 2 2 4

ヤマモモ 2 2

シマミサオノキ 1 3 4

ナカハラクロキ 1 2 3

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒサカキサザンカ 1 1 2

ギーマ 1 1

サザンカ 1 1

サクラツツジ 1 1

ヒメサザンカ 1 1

合計 32 201 69 302

（Plot44）

樹種･樹高階層 上層 中層 下層 合計

イタジイ 9 9 12 30

イジュ 4 4 1

ノキ 2 7 5

表Ⅵ2-11　樹種別樹高階層別本数

 

 

 

 

 

イス

リュウキュウモチノキ 1 4 1 6

サカキ 7 1 8

コバンモチ 3 6 9

フカノキ 2 8 10

シバニッケイ 2 5 7

ヒメユズリハ 2 3 5

モッコク

アデク

 

 

 

 

カクレミノ 1 4 5

タイミンタチバナ 1 4 5

ツゲモチ 1 3 4

ヒサカキサザンカ 1 2 3

イヌマキ 1 1 2

 

 

 

 

ムッチャガラ 1 1 2

ヤブツバキ 1 1

ヤブニッケイ 1 1

シマミサオノキ 9 9

ナンバンアワブキ 4 4

イヌガシ
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 （Plot50）

樹種･樹高階層 上層 中層 下層 合計

イタジイ 9 28 37

イジュ 2 8 1 11

シバニッケイ 1 3 4

ナギ 1 1

イスノキ 14 11 25

モッコク 13 5 18

ヒメユズリハ 10 2 12

ナンバンアワブキ 8 10 18

ツゲモチ 4 4

タイミンタチバナ 2 14 16

アデク 2 12 14

コバンモチ 2 5 7

サカキ 2 2

シマミサオノキ 1 15 16

ヒメサザンカ 1 3 4

ギーマ 1 2 3

リュウキュウモチノキ 1 2 3

サクラツツジ 1 1 2

シロミミズ 1 1 2

クロバイ 1 1

ヒサカキ 1 1

ホソバシャリンバイ 1 1

ミヤマシロバイ 1 1

ヤナギバモクセイ 1 1

ヤマモモ 1 1

アカミズキ 1 2 3

アマシバ 1 1

オキナワシキミ 1 1

タブノキ 1 1

ミミズバイ 1 1

イヌガシ 3 3

ヤブツバキ 3 3

カクレミノ 1 1

ムッチャガラ 1 1

モクレイシ 1 1

ヤマビワ 1 1

樹種不明 1 1

合計 13 113 97 223

（Plot52）

樹種･樹高階層 上層 中層 下層 合計

イタジイ 14 8 3 25

タブノキ 2 3 5

イジュ 1 3 4

オキナワウラジロガシ 1 1 3 5

エゴノキ 1 1 2

コバンモチ 9 11 20

ナンバンアワブキ 4 18 22

ツゲモチ 4 2 6

イスノキ 3 6 9

ヤマビワ 3 3 6

フカノキ 2 4 6

ヒメユズリハ 2 3 5

モッコク 2 3 5

トキワガキ 2 1 3

タイミンタチバナ 1 8 9

シマミサオノキ 1 6 7

カクレミノ 1 5 6

アカミズキ 1 2 3

シロミミズ 1 2 3

クロバイ 1 1

ヒサカキサザンカ 13 13

アデク 8 8

イヌガシ 7 7

ヤブツバキ 7 7

クチナシ 6 6

サクラツツジ 5 5

リュウキュウモチノキ 4 4

ボチョウジ 2 2

サザンカ 1 1

ニッケイ 1 1

ハンノキ 1 1

ヒメサザンカ 1 1

樹種不明 1 4 5

合計 20 54 139 213

表Ⅵ2-12　樹種別樹高階層別本数

表Ⅵ2-13　樹種別樹高階層別本数　
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（Plot55）

樹種･樹高 上層 中層 下層 合計

イタジイ 23 20 43

イジュ 11 17 1 29

エゴノキ 1 1 2

コバンモチ 8 8 16

タイミンタチバナ 5 9 14

ヒメユズリハ 5 6 11

ホソバシャリンバイ 3 1 4

シバニッケイ 2 1 3

イヌガシ 2 2

モッコク 1 7 8

イスノキ 1 6 7

シロミミズ 1 5 6

タブノキ 1 1

ムッチャガラ 1 1

ヤマモモ 1 1

ヤブニッケイ 1 1

リュウキュウモチノキ 1 8 9

カクレミノ 6 6

アデク 4 4

ツゲモチ 3 3

クチナシ 2 2

サクラツツジ 1 1

シマミサオノキ 1 1

ハイノキ 1 1

ミミズバイ 1 1

ヤマヒハツ 1 1

合計 35 71 72 178

（Plot57）

樹種･樹高 上層 中層 下層 合計

イジュ 15 7 2 24

イタジイ 14 2 16

ホソバシャリ 2 19 1 22

ヤマモモ 1 2 3

ヒメユズリハ 32 3 35

タイミンタチバナ 12 9 21

アデク 7 13 20

ナカハラクロキ 5 2 7

コバンモチ 3 7 10

アカミミズ 2 2

カクレミノ 2 2

ツゲモチ 2 2

リュウキュウモチノキ 8 1 9

シバニッケイ 1 1 2

ギーマ 1 1

トキワガキ 1 1

ボロボロノキ 1 1

モクレイシ 1 1

合計 32 107 40 179

表Ⅵ2-14　樹種別樹高階層別本数

表Ⅵ2-15　樹種別樹高階層別本数

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



５）樹種構成の遷移 

種、樹種毎の胸高直径階や樹高階の構成状況を明らかにした調査林分の内、Plot13、44、55 につい

て、与那フィールドが行った 1980 年、1995 年の毎木調査結果を加えて、この間の樹種構成の変化

や材積成長の推移を取りまとめて示したのが表Ⅵ2－16～18 である。 

 lot13 についてみると、立木本数は 1980 年の 343 本から 1995 年には 338 本、2005 年には 302
本と減少している。林分材積は 1980 年の 4.090?から 1995 年には 7.866?へ、2005 年には 8.695?

へと増加している。ha 当たりの材積平均成長量は 1980 年が 2.92?、1995 年が 3.93?、2005 年が

3.62?となっており、2005 年は 1995 年より低下している。出現樹種は 24～25 種で、この 25 年間

に種数の大きな変化はないが、サカキ、タブノキ、ハゼノキ、ヒサカキ、ミヤマシロバイ等が消

滅し、クロバイ、サザンカ、シマミサオノキ、ナタオレノキ、ヒサカキサザンカ、ヒメサザンカ、

モッコク等が加わっている。主要構成樹種であるイタジイについてみると、本数は 93 本から 67

本へと減少しているが、材積は 2.081?から 4.237?と増加し、林分材積の 48．7％を占めている。

イジュは本数で４本から 10 本へ、材積で 0.177?から 1.334?へとともに増加し、林分材積の 15.3％

を占めている。イスノキは 18 本から 34 本へと大きく増加しているが材積は少ない。 

 lot44 についてみると、立木本数は 186 本、162 本、161 本と減少傾向にあるが、最近 10 年間

はほとんど変わっていない。林分材積は 1980 年の 10.238?から 1995 年には 12.797?へ増加してい

るが、2005 年には 10.813?へ低下している。ha 当たりの材積平均成長量は 1980 年の 6.398?から

1995 年には 5.816?、2005 年には 4.158?へと低下傾向にある。出現樹種数は 33 種で変わりはない

が、アマシバ、オキナワシキミ、ギーマ、タブノキ、ナカハラクロキ、ミヤマシロバイ、モクレ

イシ等が消滅し、クチナシ、クロバイ、ホルトノキ、ムッチャガラ、ヤブニッケイ等が新たに加

わっている。主要樹種についてみると、イタジイは本数が 49 本から 30 本に減少しているが、材

積は 4.313?から 4.971?に増加し、林分材積の 46.0％を占めている。イジュは 11 本から 9 本へ減

少しているが、材積は 1.528?から 2.118?へ増加し、林分材積の 19.6％を占めている。イスノキは

15 14 本へとわずかに減少し、材積も 2.028 から 1.739 へ減少しているが、林分材積に占め

る割合は 16.1％とイタジイ、イジュに次いで高い。 

  Plot 55 についてみると、立木本数は 256 本、227 本、178 本と減少傾向にある。林分材積は 1980
年の 7.875?から 1995 年の 10.959?、2005 年には 13.814?と一貫して増加している。ha 当たりの材積

平均成長量も 4.922?、4.981?、5.313?と今なお増加傾向にある。出現樹種数は 24 から 26 種にわず

かに増加しており、アマシバ、シロダモ、ナカハラクロキ、ハゼノキ、ミヤマシロバイ、ヤマビ

ワ、ヤンバルミミズバイ等が消滅し、イヌガシ、サクラツツジ、ハイノキ、ヤブニッケイ、ヤマ

ヒハツ等が加わっている。イタジイは本数は 90 本から 42 本へと大きく減少しているが、材積は

4. 5?から 8.778?へと増加し、林分材積の 63.5％を占めている。イジュは 39 本から 29 本へと本数

を減らしているが、材積は 1.718?から 3.606?へと増加し、林分材積の 26.1％を占めている。イス

ノキは 1 本から 7 本へ増えているが、材積は少ない。 

 上のように、3 林分とも本数は減少傾向にあるが、林分材積は Plot44 に減少が見られるが全体

的には増加傾向にある。材積平均成長量は 3 林分で傾向が異なり、Plot13 は 1980 年から 1995 年に

かけては増加しているが、その後は低下している。Plot44 は 1980 年が も大きくて以後は低下傾

向にある。Plot55 は 2005 年現在増加傾向にある。出現樹種は樹種により消滅・新加入の入れ替わ

りはあるが樹種数に大きな変化はない。イタジイはどの林分でも主体をなしており、経年的に本

 天然生広葉樹林の林分内容の遷移を見るために、先に 2005 年の林分調査結果に基づいて出現樹

P

P

本から

93

以
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数は減少しているが材積は増加し、林分材積に占める割合も 42～63％を占め も高い。イジュも

イタジイに次ぐ主要樹種で、本数は林分によりまた経年的に増減の変化はあるが、材積は増加し

ていて林分材積に占める割合も 4～26％を占めている。イスノキは経年的に本数は増加傾向にある

が、中・下層を構成していることが多く材積は少ない。 

 
 

表Ⅵ2-16  樹種構成の遷移　　　 （Plot13）

樹種 1980年 1995年 2005年
本数 材積 本数 材積 本数 材積

アデク 20 5.8 0.101 2.5 31 9.2 0.147 1.9 51 16.9 0.379 4.4
アマシバ 1 0.3 0.004 0.1
イジュ 4 1.2 0.177 4.3 5 1.5 0.550 7.0 10 3.3 1.334 15.3
イスノキ 18 5.2 0.093 2.3 22 6.5 0.131 1.7 34 11.3 0.305 3.5
イタジイ 93 27.1 2.081 50.9 77 22.8 4.312 54.8 67 22.2 4.
カクレミノ 5 1.5 0.036 0.9 6 1.8 0.049 0.6 3 1.0 0.017 0.2

クロバイ 1 0.3 0.003 0.0 1 0.3 0.102 1.2
コバンモチ 19 0.180
サカキ 3 0.9 0.021 0.5 1 0.3 0.035 0.4

（本） （％） （㎥） （％） （本） （％） （㎥） （％） （本） （％） （㎥） （％）

237 48.7

ギーマ 3 0.9 0.017 0.4 3 0.9 0.020 0.3 1 0.3 0.005 0.1

5.5 0.139 3.4 18 5.3 0.215 2.7 18 6.0 2.1

.009 0.1 1 0.3 0.010 0.1

シマミサオノキ 0.0 0.0 4 1.3 0.010 0.1

ハゼノキ 1 0.3 0.003 0.1 2 0.6 0.020 0.3

8 2.3 0.091 2.2 7 2.1 0.161 2.0 8 2.6 0.036 0.4

ムッチャガラ 6 1.7 0.050 1.2 4 1.2 0.076 1.0 7 2.3 0.048 0.6
0.0 0.0 7 2.3 0.364 4.2

サクラツツジ 1 0.3 0.008 0.2 1 0.3 0.006 0.1 1 0.3 0.003 0.0
サザンカ 2 0.6 0
シバニッケイ 18 5.2 0.122 3.0 14 4.1 0.216 2.7 13 4.3 0.390 4.5

シロミミズ 1 0.3 0.003 0.1 1 0.3 0.010 0.1 4 1.3 0.030 0.3
タイミンタチバナ 34 9.9 0.344 8.4 42 12.4 0.542 6.9 21 7.0 0.189 2.2
タブノキ 2 0.6 0.024 0.6 2 0.6 0.126 1.6
ツゲモチ 1 0.3 0.005 0.1 1 0.3 0.004 0.1 3 1.0 0.043 0.5
ナカハラクロキ 3 0.9 0.033 0.8 1 0.3 0.028 0.4 3 1.0 0.008 0.1
ナタオレノキ 0.0 0.0 1 0.3 0.009 0.1

ヒサカキ 71 20.7 0.327 8.0 63 18.6 0.417 5.3
ヒサカキサザンカ 0.0 0.0 2 0.7 0.012 0.1
ヒメサザンカ 0.0 0.0 1 0.3 0.002 0.0
ヒメユズリハ 16 4.7 0.241 5.9 16 4.7 0.453 5.8 30 9.9 0.528 6.1
ホソバシャリンバイ
ミヤマシロバイ 2 0.6 0.021 0.5 0.0 0.0

モッコク 1 0.3 0.019 0.5
ヤマモモ 3 0.9 0.036 0.9 3 0.9 0.050 0.6 2 0.7 0.074 0.9
リュウキュウモチノキ 10 2.9 0.098 2.4 14 4.1 0.282 3.6 9 3.0 0.380 4.4
合計 343 100.0 4.090 100.0 338 100.0 7.866 100.0 302 100.0 8.695 100.0  
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0.002 0.0
244 17.5 9 5.6 2.118 19.6

イスノキ 15 8.1 2.028 19.8 13 8.0 1.895 14.8 14 8.7 1.739 16.1
イタジイ 49 26.3 4.313 42.1 37 22.8 6.322 49.4 30 18.6 4.971 46.0
イヌガシ 0.0 0.0 1 0.6 0.030 0.2 2 1.2 0.005 0.0
イヌマキ 4 2.2 0.015 0.1 2 1.2 0.011 0.1 2 1.2 0.016 0.1
オキナワシキミ 1 0.5 0.021 0.2 1 0.6 0.028 0.2
カクレミノ 3 1.6 0.051 0.5 2 1.2 0.076 0.6 5 3.1 0.089 0.8
ギーマ 1 0.5 0.003 0.0 2 1.2 0.005 0.0
クチナシ 1 0.6 0.002 0.0
クロバイ 1 0.6 0.005 0.0
コバンモチ 6 3.2 0.101 1.0 7 4.3 0.143 1.1 9 5.6 0.146 1.4
サカキ 3 1.6 0.051 0.5 5 3.1 0.192 1.5 8 5.0 0.425 3.9
サクラツツジ 3 1.6 0.032 0.3 4 2.5 0.034 0.3 2 1.2 0.021 0.2
サザンカ 1 0.5 0.006 0.1 1 0.6 0.006 0.0 1 0.6 0.007 0.1
シシアクチ 2 1.2 0.005 0.0
シバニッケイ 7 3.8 0.403 3.9 6 3.7 0.420 3.3 7 4.3 0.177 1.6
シマミサオノキ 1 0.5 0.004 0.0 2 1.2 0.006 0.0 9 5.6 0.033 0.3
シラキ 0.0 0.0 1 0.6 0.003 0.0
シロダモ 1 0.5 0.021 0.2
シロミミズ 1 0.5 0.021 0.2 1 0.6 0.028 0.2 1 0.6 0.026 0.2
タイミンタチバナ 19 10.2 0.283 2.8 12 7.4 0.154 1.2 5 3.1 0.020 0.2
タブノキ 1 0.5 0.026 0.3
ツゲモチ 2 1.1 0.020 0.2 2 1.2 0.010 0.1 4 2.5 0.097 0.9
ナカハラクロキ 1 0.5 0.063 0.6
ナンバンアワブキ 6 3.2 0.059 0.6 6 3.7 0.028 0.2 4 2.5 0.029 0.3
ヒサカキ 11 5.9 0.357 3.5 3 1.9 0.118 0.9 2 1.2 0.045 0.4
ヒサカキサザンカ 2 1.1 0.096 0.9 8 4.9 0.210 1.6 3 1.9 0.037 0.3
ヒメサザンカ 0.0 0.0 2 1.2 0.005 0.0
ヒメユズリハ 5 2.7 0.199 1.9 4 2.5 0.230 1.8 5 3.1 0.159 1.5
フカノキ 4 2.2 0.040 0.4 7 4.3 0.060 0.5 10 6.2 0.058 0.5
ホソバシャリンバイ 2 1.1 0.025 0.2 1 0.6 0.005 0.0 1 0.6 0.004 0.0
ボチョウジ 1 0.6 0.003 0.0 1 0.6 0.003 0.0
ホルトノキ 1 0.6 0.007 0.1
ミヤマシロバイ 4 2.2 0.085 0.8 3 1.9 0.037 0.3
ムッチャガラ 2 1.2 0.026 0.2
モクレイシ 1 0.5 0.003 0.0 1 0.6 0.003
モッコク 5 2.7 0.018 0.2 5 3.1 0.027 0.2 5 3.1 0.040 0.4
ヤブツバキ 1 0.5 0.021 0.2 1 0.6 0.021 0.2 1 0.6 0.021 0.2
ヤブニッケイ 1 0.6 0.030 0.3
ヤンバルアワブキ 1 0.5 0.009 0.1
リュウキュウモチノキ 10 5.4 0.310 3.0 9 5.6 0.421 3.3 6 3.7 0.412 3.8
合計 186 100.0 10.238 100.0 162 100.0 12.797 100.0 161 100.0 10.813 100.0

表Ⅵ2-18　　樹種構成の遷移 （Plot55）

樹種 1980年 1995年 2005年
本数 材積 本数 材積 本数 材積
（本） （％） （㎥） （％） （本） （％） （㎥） （％） （本） （％） （㎥） （％）

アデク 2 0.9 0.005 0.0 4 2.2 0.013 0.1
アマシバ 1 0.4 0.004 0.0
イジュ 39 15.2 1.716 21.8 38 16.7 2.802 25.6 29 16.3 3.606 26.1
イスノキ 1 0.4 0.003 0.0 6 2.6 0.015 0.1 7 3.9 0.025 0.2
イタジイ 90 35.2 4.935 62.7 63 27.8 6.872 62.7 43 24.2 8.778 63.5
イヌガシ 3 1.3 0.075 0.7 2 1.1 0.066 0.5
エゴノキ 5 2.0 0.113 1.4 5 2.2 0.140 1.3 2 1.1 0.081 0.6
カクレミノ 11 4.3 0.050 0.6 13 5.7 0.053 0.5 6 3.4 0.034 0.2
クチナシ 1 0.4 0.004 0.1 1 0.4 0.005 0.0 2 1.1 0.014 0.1
コバンモチ 18 7.0 0.161 2.0 19 8.4 0.165 1.5 16 9.0 0.261 1.9
サクラツツジ 1 0.4 0.002 0.0 1 0.6 0.003 0.0
シバニッケイ 9 3.5 0.073 0.9 5 2.2 0.077 0.7 3 1.7 0.059 0.4
シマミサオノキ 1 0.4 0.003 0.0 1 0.6 0.005 0.0
シロダモ 7 2.7 0.084 1.1
シロミミズ 1 0.4 0.005 0.1 3 1.3 0.017 0.2 6 3.4 0.034 0.2
タイミンタチバナ 7 2.7 0.033 0.4 10 4.4 0.081 0.7 14 7.9 0.205 1.5
タブノキ 8 3.1 0.123 1.6 2 0.9 0.059 0.5 1 0.6 0.072 0.5
ツゲモチ 5 2.0 0.031 0.4 3 1.3 0.015 0.1 3 1.7 0.010 0.1
ナカハラクロキ 2 0.8 0.008 0.1
ハゼノキ 4 1.6 0.099 1.3 2 0.9 0.057 0.5
ハイノキ 1 0.6 0.005 0.0
ヒメユズリハ 23 9.0 0.226 2.9 19 8.4 0.282 2.6 11 6.2 0.287 2.1
ホソバシャリンバイ 7 2.7 0.051 0.6 7 3.1 0.052 0.5 4 2.2 0.070 0.5
ミミズバイ 2 0.9 0.014 0.1 1 0.6 0.002 0.0
ミヤマシロバイ 1 0.4 0.004 0.1
ムッチャガラ 1 0.4 0.009 0.1 1 0.4 0.009 0.1 1 0.6 0.014 0.1
モッコク 5 2.0 0.067 0.9 10 4.4 0.089 0.8 8 4.5 0.035 0.3
ヤブニッケイ 1 0.6 0.053 0.4
ヤマヒハツ 1 0.6 0.003 0.0
ヤマビワ 1 0.4 0.003 0.0
ヤマモモ 1 0.4 0.033 0.4 1 0.4 0.033 0.3 1 0.6 0.035 0.3
ヤンバルミミズバイ 1 0.4 0.012 0.2
リュウキュウモチノキ 8 3.1 0.032 0.4 9 4.0 0.033 0.3 9 5.1 0.044 0.3
合計 256 100.0 7.875 100.0 227 100.0 10.959 100.0 178 100.0 13.814 100.0

 表Ⅵ2-17  樹種構成の遷移 （Plot44）

樹種 1980年 1995年 2005年
本数 材積 本数 材積 本数 材積
（本） （％） （㎥） （％） （本） （％） （㎥） （％） （本） （％） （㎥） （％）

アデク 2 1.1 0.013 0.1 3 1.9 0.025 0.2 5 3.1 0.035 0.3
アマシバ 2 1.1 0.013 0.1 1 0.6
イジュ 11 5.9 1.528 14.9 10 6.2 2.



Ⅶ 天然生常緑広葉樹林の資源植物 
 
１．主要島嶼の概要 
 主要島嶼の自然環境すなわち地域概要、地形・地質・土壌、気候、植生等については、多くの

文献があり、広く発表されている。しかし、面積については属島の取りあつかいの基準が一定で

なく差異があり必ずしも一致してない。そのため、本Ⅶにおいては本研究課題と関連が深い宮脇

昭編著(1989)の「日本植生誌 沖縄・小笠原」を引用することとした。 
 
１）沖縄島 
（１）地域概要 
 沖縄本島は南西諸島の中で最大で、属島である古宇利島、屋我地島、瀬底島、水納島、伊計島、

宮城島、平安座島、浜北嘉島、津堅島、久高島を除いた面積は 1182.5ｋ㎡に達する。 
（２）地形・地質・土壌 
 北東から南西方向に細長く伸びる沖縄本島は、その地形、地質、土壌的環境要素によって、本

島中南部の天願―知花―嘉手納―残波岬を結ぶ線で南北に２分される（鈴木 1979，宮脇他 1986）。
沖縄島北部は、琉球石灰岩や石灰岩を多く含む本部層を基盤とする本部半島を除けば、粘板岩、

砂岩など石灰岩をほとんど伴わない古生層を基盤とする地域で、起伏に富んだ山岳地形が発達し

ていることから山原地方とも称されている。非石灰岩の古生層を母材とする北部地域の土壌は、

一般に国頭マーヂと呼ばれる黄色土や赤色土によって覆われている。 
（３）気候 
 沖縄本島は長さ 160km と南北に長いことから気候環境も北部と南部では異なっている。すなわ

ち北部の奥の年降水量は 2,474.5mm(1971~2000)、年平均気温は 20.5℃(1971~2000)、中部の名

護では年降水量が 2,127.3mm(1971~2000)、年平均気温が 22.5℃(1971~2000)南部の那覇では年

降水量が 2036.9mm(1971~2000)、平均気温が 22.7℃(1971~2000)と、北部から南部に向って年降

水量は漸次低下するが、一方年平均気温は上昇する傾向が認められる。 
（４）植生 
 自然植生は、地形、地質、気候などの自然環境の質的な相違を反映して、本島の中南部で南北

に 2 分される（鈴木 1979、宮脇他 1986）。北部には国頭マーヂと呼ばれる非石灰岩質の黄色土や

赤色土が分布し、そこにはスダジイ、イジュ、ヤマモモなどいわゆる国頭要素の植物が広く育成

している。 
 
２）宮古島 
（１）地域概要 
宮古島はその中心地平良で沖縄本島那覇から約 290km の距離にある。陸地面積は 159ｋ㎡に達

し、沖縄県では本島、西表、石垣についで 4 番目の大きさとなる。 
（２）地形・地質・土壌 
 大部分が第三紀もしくは第四紀の石灰岩で覆われ、最高標高 108.5m（野原岳）の台地状の平坦

な島である。 
（３）気候 
 亜 熱 帯 海 洋 性 気 候 に 属 し 、 年 平 均 気 温 は 約 23.3 ℃ (1971~2000) 、 年 降 水 量 は
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2019.3mm(1971~2000)に達する。 
（４）植生 
 島の植生の中心はサトウキビの畑地で、島の約半分の面積を占めている。森林植生の多くはモ

クマオウ植林あるいはギンネム林が占められている。残存する、二次林を含めた常緑広葉樹林は

御獄林、海岸砂丘後背地、海岸断崖、断層断崖の肩部などにみられる。とくに島を北西―南東に

走る断層に沿った断崖にはヤブニッケイ、モクタチバナ、タブノキ、アカメガシワ、ショウベン

ノキ、ハマイヌビワなどの優占種とした常緑広葉樹二次林やモクマオウ植林が帯状にやや広い面

積でみられ、島内の植生景観の特徴となっている。 
 
３）石垣島 
（１）地域概要 
 石垣市は、那覇から 411km、鹿児島から 1,018km、東京から 1,952km 隣国の台湾（台北市）

から 278km の地点に位置している。 
（２）地形・地質・土壌 
 県下最高峰の於茂登岳（523m）を中心に、八重に重なる連山を背にし、南に平地が広がり、河

川が発達し、湾岸と半島、岬等により多様な地形をなしている。 
 地質はきわめて複雑で、沖縄県では珍しい火成岩や花崗岩をはじめ、各種地層が分布している。 
（３）気候 
 亜熱帯海洋性気候に属し、石垣島の気温の平年値は 24.0℃(1971~2000)と暖かく、湿度は 77％
と高い。八重山群島周囲を流れる黒潮の影響で一年中の気温変化は小さい。年間降雨量の平均値

は、2,061mm(1971~2000)と多く、特に梅雨期と台風時に集中し、その時期に降雨が少ないと干

ばつになりやすい。 
（４）植生 
 石垣島の植生は、スダジイ、オキナワウラジロガシなど常緑広葉樹からなる森林植生によって

大部分の面積が占められている。平久保半島には久宇良岳(234m)、安良岳（365m）などの峰々が

連なっており、東南側の斜面から山地上部にかけては大部分が常緑広葉樹林によって占められて

おり、北西側斜面下部には放牧地が広がっている。バンナ岳（石垣の市街地の北部）には、ケナ

ガエサカキ―スダジイ群集にまとめられる自然度の高いスダジイ林が残存生育し、石垣島を分布

北限としているツルアダン、タカサゴシラタマなどが生育している。また、オキナワウラジロガ

シ群集にまとめられるオキナワウラジロガシの自然林は、於茂登岳の南斜面の谷部に代表的な残

存林がみられる。 
 石垣島に生育している自然植生の多くは、面積が狭かったりするが、ヤエヤマヤシ林、ハスノ

ハギリ群集、マングローブ林など南方系の要素を多く有し、西側の西表島と類似した植生の構成、

配分が見られる。 
 
４）西表島 
（１）地域概要 
 特別天然記念物イリオモテヤマネコの生息で名高い西表島は山地に広がる亜熱帯性常緑広葉樹

林、海岸河口部に発達するマングローブ林などがみられ、南西諸島の中では最も自然性の高い島

である。面積は 287k ㎡。 

 - 124 -



（２）地形・地質・土壌 
 西表島の基盤を構成する地質は東部に一部古生層の結晶片岩や石灰岩が分布するものの、他の

大部分は第三紀の石灰岩を含む砂岩、礫岩で構成されている。土壌は高温多雨のため風化がはげ

しく、表層土は粘土質の赤黄色土が島の大部分を占めている。 
（３）気候 
 西表島は亜熱帯海洋性気候に属し、気温は年平均 23.4℃（1971～2000）であり、湿度は 81%と

高く、最冬期の 1 月においても月平均気温は 15.5℃(1971~2000)で霜及び雪はほとんど皆無であ

る。年間の降水量は島嶼としては比較的多く、2,342.3mm(1971~2000)である。 
（４）植生 
 西表島は亜熱帯性の気候条件を反映して植物相はきわめて多彩である。亜熱帯から熱帯に分布

する植物が広く生育し、豊富である。西表島の丘陵から山地にかけて最も広く生育する森林はケ

ナガエサカキ―スダジイ群集である。ツルアダンが高木層にまで達して他の樹木に巻きつき、大

型の着生植物とともに独特の景観を構成している。御座岳や古見岳などの山頂部にはリュキュウ

チク（ゴザダケササ）林が一面に生育しているが、とくに北ないし北東方向の尾根に広がってい

る。 
 西表島のマングローブ林にはヤエヤマヒルギ、オヒルギ、メヒルギ、ヒルギモドキ、ヒルギダ

マシ、マヤプシキなどが自生しており、我が国では最も多くマングローブ植物を産する。 
 海岸林として海岸砂丘地にはハテルマギリ群集が、また隆起サンゴ礁上にはガジュマル―クロ

ヨナ群集が分布している。海岸崖地の風衝地には常緑広葉樹低木林のアカテツ―ハマビワ群集が

生育する。 
 砂浜にはモンパノキ―クサトベラ群集が生育している。さらに前面にはハマアズキ―グンバイ

ヒルガオ群集の植分がひろがっている。 
 

引 用 文 献 
 1. 宮脇  昭編著 1989 日本植生誌 沖縄・小笠原 至文堂 
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２ 主要島嶼の天然生常緑広葉樹林の資源植物学的分類 
 本項では、島嶼別の天然生常緑広葉樹林の資源植物学的分類をこころみた。 
そのうち、宮古島については平成 15 年９月６日の台風 14 号による被害が甚大であるため、やむ

を得ず森林資源調査を中止した。 
そのため、まず宮古島について台風 14 号の概要を述べ、ついで台風の被害状況を示す。 
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１）宮古島 
 
（１）台風１４号の概要 
  沖縄県宮古支庁の平成１５年台風１４号災害記録誌（２００５）によると、平成１５年９月

６日１５時にマリアナ諸島近海で発生した台風１４号は、発達しながら北西に進み、１０月２１

時には、宮古島の南東海上で、中心付近の最大風速が５５m/s の「猛烈な台風」となった（図―Ⅶ

２－１）。また、１１日３時には中心気圧が９１０hPa まで下がった。 
 台風は、１０km/h の速さで北西に進み、１１日５時前に宮古島を通過した。台風はその後９km/h
以下の速さで北西に進んだ後、同日９時頃向きを北に変え、久米島の西海上を北上した。 
 宮古島地方は、１０日１７時頃から１１日１７日頃まで約２４時間暴風域に入り、宮古島で１

１日３時００分に最大風速北の風３８．４m/s、１１日３時１２分に最大瞬間風速北の風７４．１

m/s（沖縄県内で歴代４位、全国で歴代７位）、１１日４時１２分に最低気圧９１２．０hPa（沖縄

県内で歴代２位、全国で歴代４位）を観測した。また、宮古島では、１１日６時２１分に１時間

降水量５８．５mm を観測し、９日００時から１２日１５時までの総降水量は４７０mm に達し

た。１１日の日降水量は２８５mm は宮古島９月の第１位を更新した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅶ2－1 宮古島をおそった台風 14 号 
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（２）台風１４号による森林被害の状況（写真Ⅶ２－１） 
                                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森林被害（川満のり子氏撮影）       

倒木の処理作業                     海岸林の被害 
（宮古支庁土木建築課撮影）             （庁土木建築課撮影） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              街路樹の被害（宮古島地方気象台撮影） 
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２）資源植物学的分類（表Ⅶ2－１、２、３） 
宮古島を除いた、各調査地に出現した全植物について、資源植物学的分類を行った。 

資源植物分類は、Ⅰ類が植物器官（幹・茎、樹皮、葉、種実、根など）を人の生活（用材、薪炭、

家具、器具、農具、食用、薬用など）に利用しているもの、Ⅱ類が植物体を生活環境・効用（防

潮防風林、公園樹、庭園樹、緑陰樹、屋敷林など）に利用しているもの、Ⅲ類がⅠ類とⅡ類の両

類群に利用されているもの、および未経済植物の４類群に分類して、植物種の出現する５調査地

を表記した。表Ⅶ2－２、３は資源植物を構成植物群として植物の自然分類・生活形に類別し、そ

れらを統計表にまとめた。 
 利用率が高いのは木本植物で、Ⅰ類では全器官とも用材、薪炭材、家具材、器具材など幹の部

分がよく利用されている。Ⅱ類は台風や冬季の強風にさらされる沖縄の自然条件から、防潮防風

林、屋敷林、また夏季の強い日射に対する日陰樹として公園樹、庭園樹などに利用される木本植

物も多くなっている。未経済植物の比率は草本植物、シダ植物で高く、園芸種など熱帯植物が多

用される沖縄でこれらの自生種の利用が今後の一つの課題であろう。 
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Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

未
経
済

浦
内
川

仲
良
川

於
茂
登
山

野
底
山

与
那

表示記号 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 未 浦 仲 於 野 与

　○ヒカゲノカズラ科　Lycopodiaceae
ミズスギ Ⅰ 与
ミドリカタヒバ 未 浦 与

　○リュウビンタイ科　Marattiaceae
リュウビンタイ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 於 与

　○ウラジロ科　Gleicheniaceae
コシダ Ⅰ 与

　○ヘゴ科　Cyatheaceae
オニヘゴ 未 浦 仲 於 野 与
ヒカゲヘゴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与

　○スジヒトツバ科　Cheiropleuriaceae
スジヒトツバ 未 与

　○イノモトソウ科　Pteridaceae
タカワラビ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与
エダウチホングウシダ 未 野 与
エダウチクジャク 未 与
シンエダウチホングウシダ 未 於 与
フモトシダ Ⅱ 与
ホラシノブ Ⅰ 与
ヒリュウシダ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 仲 於 与

　○シノブ科　Davalliaceae
ホウビカンジュ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 仲

　○オシダ科　Aspidiaceae
ホソバカナワラビ 未 於 野
ホザキカナワラビ 未 浦 与
ヘツカシダ Ⅱ 浦 於
カツモウイノデ 未 浦 与
キノボリシダ 未 浦 与
ヨゴレイタチシダ 未 仲 於 野 与
コウモリシダ 未 浦 仲
ホシダ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与
コハシゴシダ 未 与
ケホシダ 未 与
ゴウシュウタニワタリ 未 浦
トラノオシダ Ⅰ 浦

　○ウラボシ科　Polypodiaceae
リュウキュウマメヅタ 未 浦 仲
ノキシノブ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 仲
ヒトツバ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与

シダ植物　Pteridophyta

Ⅶ2-1　　資 源 植 物 の 分 類 と 出 現 調 査 地

分　　　類 調　査　地

　　出　　現　　種
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裸子植物　Gymnospermae　　種子植物　Spermatophyta
　　　
　○ソテツ科　Cycadaceae

ソテツ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与

　○マキ科　Podocarpaceae
ナギ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与
イヌマキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 野 与

　
　○コショウ科　Piperaceae

フウトウカズラ Ⅰ 浦

　○センリョウ科　Chloranthaceae
センリョウ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 於 野 与

　○ヤマモモ科　Myricaceae
ヤマモモ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 仲 於 野 与

　○ブナ科　Fagaceae
イタジイ　（ｵｷﾅﾜｼﾞｲ） Ⅰ 浦 仲 於 野 与
マテバシイ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与
オキナワウラジロガシ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 与

　○ニレ科　Ulmaceae
ウラジロエノキ Ⅰ 与

　○クワ科　Moraceae
ホソバムクイヌビワ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 於
コウトウイヌビワ　（ｱｶﾒｲﾇﾋﾞﾜ） Ⅰ 浦 於 与
イヌビワ Ⅰ 仲 於
イタビカズラ Ⅰ 於 野
ハマイヌビワ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 与

　○ヤマモガシ科　Proteaceae
ヤマモガシ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与

　○ボロボロノキ科　Olacaceae
ボロボロノキ 未 野 与

　○ウマノスズクサ科　Aristolochiaceae
リュウキュウウマノスズクサ 未 与

　○ヒユ科　Amaranthaceae
ムラサキイノコヅチ　（ﾀﾞｲﾄｳｲﾉｺﾂﾞﾁ） 未 於

　○キンポウゲ科　Ranunculaceae
ヤエヤマセンニンソウ 未 浦

　○アケビ科　Lardizabalaceae
ムベ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与

　○モクレン科　Magnoliaceae
シキミ Ⅰ 於 与
ヤエヤマシキミ Ⅰ 野
サネカズラ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦
タイワンオガタマ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 於

被子植物　Angiospermae　　双子葉植物　Dictyledoneae　　古生花被区　Archichiamydeae
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　○

　○

　

　

　

　

　○

　

　

　

クスノキ科　Lauraceae
アカハダグス Ⅰ 於
クスノキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与
シバニッケイ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 野 与
ヤブニッケイ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 於 野 与
ニッケイ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与

バリバリノキ Ⅰ 浦 仲 与
イヌガシ Ⅰ 野 与
シロダモ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 仲 於 野 与
ホソバタブ　（ｱｵｶﾞｼ） Ⅰ 仲 於
タブノキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 於 野 与

ユキノシタ科　Saxifragaceae
カラコンテリギ
　 (ﾄｶﾗｱｼﾞｻｲ、ﾔｴﾔﾏｺﾝﾃﾘｷﾞ)

未 浦 於

リュウキュウコンテリギ 未 与
ヒイラギズイナ Ⅰ 於

○トベラ科　Pittosporaceae
トベラ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与

○マンサク科　Hamamelidaceae
イスノキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 於 与

○バラ科　Rosaceae
シマカナメモチ 未 与
インドシャリンバイ　（ｵｷﾅﾜｼｬﾘﾝﾊﾞ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 野 与
ホソバシャリンバイ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与
シャリンバイ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 野
リュウキュウイチゴ Ⅰ 与

○マメ科　Leguminosae
リュウキュウヌスビトハギ 未 仲
トキワヤブハギ 未 浦 於
ヌスビトハギ Ⅰ 仲
タマザキゴウカン　（ｱｶﾊﾀﾞﾉｷ） Ⅰ 浦 仲 於
タイワンクズ Ⅰ 浦 仲

ミカン科　Rutaceae
ハマセンダン Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 与
アワダン 未 浦 仲
リュウキュウミヤマシキミ 未 与
カラスザンショウ Ⅰ 於 与

○キントラノオ科　Malpighiaceae
ササキカズラ Ⅱ 野

○ユズリハ科　Daphniphyllaceae
ヒメユズリハ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 於 野 与

○トウダイグサ科　Euphorbiaceae
ヤマヒハツ 未 浦 仲 於 野 与
マルヤマカンコノキ Ⅰ 浦 於 野
ツゲモドキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦
ウラジロカンコノキ Ⅰ 与
キールンカンコノキ Ⅰ 仲
ヒラミカンコノキ Ⅰ 仲 於 野
カキバカンコノキ Ⅰ 浦 仲 於 与
アカメガシワ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 仲
ウラジロアカメガシワ Ⅰ 於
シラキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与
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　○ウルシ科　Anacardiaceae
ハゼノキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 於 野

　○モチノキ科　Aquifoliaceae
オオシイバモチ　（ﾜﾙﾌﾞﾙｸﾞﾓﾁ） Ⅰ 浦 仲 於 野
ツゲモチ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 仲 於 野
モチノキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 仲 野
リュウキュウモチノキ Ⅰ 浦 仲 於 野
ナガバイヌツゲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 於 野
ムッチャガラ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 野
クロガネモチ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲

　○ニシキギ科　Celastraceae
リュウキュウマユミ Ⅰ 浦 仲 於 野
ヤンバルマユミ 未 於
モクレイシ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 於 野

　○ミツバウツギ科　Staphyleaceae
ゴンズイ Ⅰ Ⅱ Ⅲ
ショウベンノキ Ⅰ 浦

　○アワブキ科　Sabiaceae
ナンバンアワブキ Ⅰ
ヤンバルアワブキ Ⅰ 浦 於
ヤマビワ Ⅰ

　○ホルトノキ科　Elaeocarpaceae
コバンモチ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 於
ナガバコバンモチ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 野
ホルトノキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 於 野

　○ツバキ科　Theaceae
リュウキュウナガエサカキ Ⅰ
ケナガエサカキ Ⅰ 仲
ヤブツバキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 於
ヒメサザンカ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 於
サザンカ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 野
サカキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ
ハマヒサカキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 於 野
ヒサカキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 於
オキナワヒサカキ 未 野
ヤエヤマヒサカキ 未 於
イジュ Ⅰ Ⅱ Ⅲ
ヒサカキサザンカ Ⅰ 野
モッコク Ⅰ Ⅱ Ⅲ 仲 野

　○オトギリソウ科　Guttiferae
フクギ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 野

　○グミ科　Elaeagnaceae
タイワンアキグミ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 於

　○フトモモ科　Myrtaceae
アデク Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 於

　○ノボタン科　Melastomataceae
コバノミヤマノボタン 未
ノボタン Ⅰ Ⅱ Ⅲ

　○ウコギ科　Araliaceae
カクレミノ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 仲 於
フカノキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 於 野

　○ミズキ科　Cornaceae
ヤエヤマヤマボウシ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 於

与

与
与
与
与

与

与
与
与

与
与

与

与

与

与

与

与
与
与
与

与
与

与
与
与

与

与
与

与
与

 - 133 -



後

　

　○

　○

　○

　

　○

　○

　○

　○

　

　○

　

　○

生花被区　Metachlamydeae

○ツツジ科　Ericaceae
タイワンヤマツツジ Ⅱ 野
サクラツツジ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与
シャシャンポ 未 野
ギーマ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 野 与

ヤブコウジ科　Myrsinaceae
マンリョウ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 於 野 与
シシアクチ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 於 野 与
モクタチバナ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦
タイミンタチバナ Ⅰ 仲 於 野 与

アカテツ科　Sapotaceae
アカテツ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 於

カキノキ科　Ebenaceae
リュウキュウコクタン Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦
リュウキュウガキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 於
トキワガキ Ⅰ 与

○ハイノキ科　Symplocaceae
リュウキュウハイノキ　（ﾆｲﾀｶﾊｲﾉｷ） Ⅰ 与
アオバノキ Ⅰ 浦 仲
ミヤマシロバイ Ⅰ 与
ミミズバイ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 仲 於 野 与
クロキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与
ナカハラクロキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 於 与
アマシバ Ⅰ 与
クロバイ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 於 野 与
ヤンバルミミズバイ Ⅱ 与
ソウザンハイノキ　（ﾔｴﾔﾏｸﾛﾊﾞｲ） Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 野
アオバナハイノキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 野

エゴノキ科　Styracaceae
エゴノキ　（ｺｳﾄｳｴｺﾞﾉｷ） Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 於 野 与

モクセイ科　Oleaceae
リュウキュウモクセイ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 於 野 与
ヤナギバモクセイ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与

リンドウ科　Gentianaceae
サカキカズラ Ⅱ 浦 仲 於 野 与
リュウキュウテイカカズラ 未 浦 仲 与

ガガイモ科　Asclepiadaceae
リュウキュウガシワ 未 浦 仲 於
サクララン Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲
トキワカモメヅル 未 於 野 与

○ヒルガオ科　Convolvulaceae
ホルトカズラ 未 与

クマツヅラ科　Verbenaceae
オオムラサキシキブ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 於 与
イリオモテムラサキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 仲 於

○ゴマノハグサ科　Scrophulariaceae
トキワハゼ 未 与

イワタバコ科　Gesneriaceae
ヤマビワソウ Ⅰ 浦
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　○キツネノマゴ科　Acanthaceae
アリモリソウ 未 仲 於

　○アカネ科　Rubiaceae
ヒョウタンカズラ 未 於 野 与
リュウキュウアリドウシ
　（ｵｷﾅﾜｼﾞｭｽﾞﾈﾉｷ）

未 与

アリドウシ Ⅰ 与
ビシンジュズネノキ 未 与
ヒメアリドウシ 未 与
シロミミズ Ⅰ 浦 仲 於 野 与
クチナシ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 野 与
タシロルリミノキ 未 仲 於 野 与
ケハダルリミノキ 未 仲 与
オオバルリミノキ 未 浦 仲
マルバルリミノキ 未 浦 於 野 与
ハナガサノキ Ⅰ 浦 与
コンロンカ 未 浦 仲 野 与
サツマイナモリ Ⅰ 浦
リュウキュウイナモリ 未 浦 於
ナガミボチョウジ 未 仲
ボチョウジ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 於 野 与
シラタマカズラ 未 浦 仲 於 野 与
シマミサオノキ Ⅰ 浦 仲 於 与
ギョクシンカ 未 浦 仲 於 野 与
アカミズキ Ⅰ 浦 仲 於 野 与
オキナワアリドウシ 未 与

　○スイカズラ科　Caprifoliaceae
ハクサンボク Ⅰ Ⅱ Ⅲ 野 与

　○キク科　Compositae
ツワブキ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 於

　○タコノキ科　Pandanaceae
ツルアダン Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 仲 於

　○イネ科　Gramineae
ササクサ Ⅰ 浦 於 野 与
エダウチチヂミザサ 未 於 与
オオバチヂミザサ 未 浦 於 野 与
リュウキュウチク
　（ﾀｲﾐﾝﾁｸ、ｺﾞｻﾞﾀﾞｹｻﾞｻ）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与

イタチガヤ Ⅰ 仲

　○カヤツリグサ科　Cyperaceae
タシロスゲ 未 於 野 与
クロガヤ 未 与
オオシンジュガヤ 未 於 与

　○ヤシ科　Palmae
コミノクロツグ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦

　○サトイモ科　Araceae
クワズイモ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦 於
ハブカズラ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 浦

　○トウツルモドキ科　Flagellariaceae
トウツルモドキ Ⅰ 浦 仲

単子葉植物　Monocotyledoneae
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　○

　○

　○

　

　

ツユクサ科　Commelinaceae
コヤブミョウガ 未 与

ユリ科　Liliaceae
カラスキバサンキライ　（ｸﾆｶﾞﾐｻﾝｷﾗ 未 浦 仲 於 与
サツマサンキライ 未 仲 与
オキナワサルトリイバラ Ⅰ 浦 仲 野 与
ササバサンキライ 未 於 与
ハマサルトリイバラ　（ﾄｹﾞﾅｼｶｶﾗ） 未 浦

ヤマノイモ科　Dioscoreaceae
ナガイモ　（ｷｰﾙﾝﾔﾏﾉｲﾓ） Ⅰ 浦
ソメモノイモ Ⅰ 浦

○ショウガ科　Zingiberaceae
アオノクマタケラン 未 浦 仲 於 野 与
ゲットウ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 与

○ラン科　Orchidaceae
レンギョウエビネ 未 与
ツルラン Ⅱ 浦 仲 於 与
トクサラン 未 於 与
オキナワセッコク Ⅱ 与
ツユクサシュスラン 未 浦 与
カゴメラン 未 浦 於
オキナワムヨウラン 未 仲
ユウコクラン 未 浦 与
ヒメトケンラン 未 与
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3 著・天野鉄夫、写真・澤岻安喜：　“図鑑　琉球列島有用樹木誌” 、　巧美堂印刷株式会社　（1989）
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5

Ⅰ類 ：樹幹、樹皮、枝条、葉、種実を利用するもの
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Ⅲ
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構成植物群 植物数

シダ植物 11 9 7 15 28
（ 39% ） （ 32% ） （ 25% ） （ 54% ）

木本植物 116 78 76 22 140
（ 83% ） （ 56% ） （ 54% ） （ 16% ）

木本蔓植物 12 7 5 11 25
（ 48% ） （ 28% ） （ 20% ） （ 44% ）

草本蔓植物 2 1 1 2 4
（ 50% ） （ 25% ） （ 25% ） （ 50% ）

草本植物 8 6 4 19 29
（ 28% ） （ 21% ） （ 14% ） （ 66% ）

合計 149 101 93 69 226

構成植物群

シダ植物 10 6 6 3 20
（ 7 ） （ 3 ） （ 3 ） （ 3 ） （ 11 ）

木本植物 51 52 63 56 101
（ 7 ） （ 8 ） （ 8 ） （ 8 ） （ 16 ）

木本蔓植物 15 10 8 7 13
（ 6 ） （ 5 ） （ 4 ） （ 3 ） （ 9 ）

草本蔓植物 3 2 2 1 1
（ 1 ） （ 1 ） （ 2 ） （ 1 ） （ 1 ）

草本植物 13 7 16 5 18
（ 7 ） （ 4 ） （ 11 ） （ 3 ） （ 13 ）

合計 92 （ 28 ） 77 （ 21 ） 95 （ 28 ） 72 （ 18 ） 153 （ 50 ）

Ⅱ類 Ⅲ類 未経済

※（　　）は全構成植物のうちの未経済植物数

Ⅶ2-2　　構 成 植 物 群 に よ る 資 源 植 物 分 類 別 の 種 数

Ⅶ2-3　　構  成  植  物  群  に  よ  る  調  査  地  別  の  種  数

与那

Ⅰ類

仲良川 於茂登岳浦内川 野底岳

 
２）資源植物の器官別分類（表Ⅶ2－４） 
沖縄県における資源植物を、幹、樹皮、枝、葉、花、根（塊茎・根茎）、種実、新芽、全草、全植

物体（主としてⅡ類）の器官別に分類して表記した。沖縄県の自然林を構成している植物が、器

官別あるいは２器官以上にわたって利用されている。例えば自然林の優占種であるイタジイは幹

（用材、薪炭材、器具材、シイタケの榾木など）、樹皮（漁網の染料）、種子（食用）など多岐の

用途がある。イスノキも幹（建築、器具、櫛、楽器、黒檀の代用、薪炭）、樹皮（染料）、Ⅱ類（耕

地防風林、屋敷林、公園樹、街路樹、生垣）などの多くの活用がある。 
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器官

幹

樹皮

枝

葉

花 クチナシ

茎

根

Ⅶ2-4　　資　源　植　物　の　器　官　別　分　類

出　　現　　種

アオバナハイノキ、　アオバノキ、　アカテツ、　アカハダグス、　アカミズキ、　アカメガシワ、　アデ
ク、　アデク、　イジュ、　イスノキ、　イタジイ　（ｵｷﾅﾜｼﾞｲ）、　イヌガシ、　イヌビワ、　イヌマキ、　イリ
オモテムラサキ、　インドシャリンバイ　（ｵｷﾅﾜｼｬﾘﾝﾊﾞｲ）、　ウラジロアカメガシワ、　ウラジロエノ
キ、　ウラジロカンコノキ、　エゴノキ　（ｺｳﾄｳｴｺﾞﾉｷ）、　オオシイバモチ　（ﾜﾙﾌﾞﾙｸﾞﾓﾁ）、　オオムラ
サキシキブ、　オキナワウラジロガシ、　カキバカンコノキ、　カクレミノ、　カラスザンショウ、　ギー
マ、　キールンカンコノキ、　クスノキ、　クチナシ、　クロガネモチ、　クロキ、　クロバイ、　ケナガエ
サカキ、　コウトウイヌビワ　（ｱｶﾒｲﾇﾋﾞﾜ）、　コバンモチ、　ゴンズイ、　サカキ、　サクラツツジ、　サ
ザンカ、シキミ、　シバニッケイ、　シマミサオノキ、　シャリンバイ、　ショウベンノキ、　シラキ、　シロ
ダモ、　シロミミズ、　ソウザンハイノキ　（ﾔｴﾔﾏｸﾛﾊﾞｲ）、　ソテツ、　タイミンタチバナ、　タイワンアキ
グミ、　タイワンオガタマ、　タブノキ、　タマザキゴウカン　（ｱｶﾊﾀﾞﾉｷ）、　ツゲモチ、　ツゲモドキ、
トキワガキ、　トベラ、　ナガバイヌツゲ、　ナガバコバンモチ、　ナカハラクロキ、　ナギ、　ナンバン
アワブキ、　ニッケイ、　ハクサンボク、　ハゼノキ、　ハマイヌビワ、　ハマセンダン、　ハマヒサカキ、
バリバリノキ、　ヒイラギズイナ、　ヒカゲヘゴ、　ヒサカキ、　ヒサカキサザンカ、　ヒメサザンカ、　ヒメ
ユズリハ、　ヒラミカンコノキ、　フカノキ、フクギ、　ホソバシャリンバイ、　ホソバタブ　（ｱｵｶﾞｼ）、　ホ
ソバムクイヌビワ、　ホルトノキ、　マテバシイ、　マルヤマカンコノキ、　ミミズバイ、　ミヤマシロバイ、
ムッチャガラ、　モクタチバナ、　モクレイシ、　モチノキ、　モッコク、　ヤエヤマシキミ、　ヤエヤマヤ
マボウシ、　ヤナギバモクセイ、　ヤブツバキ、　ヤブニッケイ、　ヤマビワ、　ヤマモガシ、　ヤマモ
モ、　ヤンバルアワブキ、　リュウキュウガキ、　リュウキュウコクタン、　リュウキュウチク、　リュウキュウ
ナガエサカキ、　リュウキュウハイノキ（ﾆｲﾀｶﾊｲﾉｷ）、　リュウキュウマユミ、　リュウキュウモクセイ、
リ ウキ ウモチノキ

アカメガシワ、　イジュ、　イスノキ、　イタジイ（ｵｷﾅﾜｼﾞｲ）、　イヌガシ、　インドシャリンバイ（ｵｷﾅﾜ
ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ）、　ウラジロエノキ、　オオシイバモチ(ﾜﾙﾌﾞﾙｸﾞﾓﾁ）、　クロガネモチ、　クロキ、　ゴンズ
イ、　サネカズラ、　シキミ、　シャリンバイ、　タイミンタチバナ、　タイワンアキグミ、　タブノキ、　ナ
カハラクロキ、　ナギ、　ニッケイ、　バリバリノキ、　フクギ、　ホソバシャリンバイ、　ホソバタブ（ｱｵｶﾞ
ｼ）、　ホルトノキ、　ミヤマシロバイ、　モチノキ、　モッコク、　ヤエヤマシキミ、　ヤマモモ

イヌマキ、　ウラジロアカメガシワ、　オオムラサキシキブ、　サカキ、　シキミ、　シロダモ、　センリョ
ウ、　ハマヒサカキ、　ヒサカキ、　ホソバムクイヌビワ、　ボチョウジ、　ヤエヤマシキミ、　リュウキュウ
チク（ﾀｲﾐﾝﾁｸ・ｺﾞｻﾞﾀﾞｹｻﾞｻ）

アカテツ、　アカメガシワ、　イヌビワ、　イヌマキ、　ウラジロアカメガシワ、　カラスザンショウ、　クス
ノキ、　クロバイ、　ゲットウ、　コウトウイヌビワ(ｱｶﾒｲﾇﾋﾞﾜ）、　コシダ、　コミノクロツグ、　ゴンズイ、
サカキ、　ササクサ、　シキミ、　ショウベンノキ、　シロダモ、　センリョウ、　ソテツ、　タカワラビ、　タ
ブノキ、　ツワブキ、　トウツルモドキ、　トベラ、　ハゼノキ、　ハブカズラ、　ハマイヌビワ、　ハマヒサ
カキ、　ヒサカキ、　ヒトツバ、　ヒメユズリハ、　ホソバムクイヌビワ、　ボチョウジ、　モクタチバナ、
ヤエヤマシキミ、　リュウキュウチク　（ﾀｲﾐﾝﾁｸ、ｺﾞｻﾞﾀﾞｹｻﾞｻ）

ゲットウ、　サネカズラ、　ソメモモニモ、　タイワンクズ、　タカワラビ、　トウツルモドキ、　ナガイモ
（ｷｰﾙﾝﾔﾏﾉｲﾓ）、　ハブカズラ、　フウトウカズラ、　フカノキ、　ムベ、　リュウキュウチク　（ﾀｲﾐﾝﾁｸ、
ｺﾞｻﾞﾀﾞｹｻﾞｻ）

アリドウシ、　オキナワサルトリイバラ、　クスノキ、　クロガネモチ、　ササクサ、　シラキ、　タイワンア
キグミ、　タイワンクズ、　タカワラビ、　タブノキ、　ツルアダン、　ニッケイ、　ノボタン、　ハゼノキ、
ハナガサノキ、　ヒカゲヘゴ、　フカノキ、　ボチョウジ、　ムベ
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草 ノボタン

種実

新芽

アカメガシワ、　イジュ、　イタジイ（ｵｷﾅﾜｼﾞｲ）、　イタビカズラ、　イヌビワ、　インドシャリンバイ（ｵｷ
ﾅﾜｼｬﾘﾝﾊﾞｲ）、エゴノキ（ｺｳﾄｳｴｺﾞﾉｷ）、　オキナワウラジロガシ、　ギーマ、　クチナシ、　クロキ、
コバンモチ、　ゴンズイ、　サザンカ、　シキミ、　シシアクチ、　シャリンバイ、　シラキ、　シロダモ、
シロミミズ、　センリョウ、　ソテツ、　タイミンタチバナ、　タイワンアキグミ、　ツルアダン、　トウツルモ
ドキ、　トキワガキ、　ナガバコバンモチ、　ナカハラクロキ、　ナギ、　ノボタン、　ハゼノキ、　ハマヒ
サカキ、　ヒサカッキ、　ヒサカキサザンカ、　ヒメサザンカ、　フクギ、　ホソバシャリンバイ、　マテバ
シイ、　マンリョウ、　ムベ、　モクタチバナ、　ヤエヤマシキミ、　ヤエヤマヤマボウシ、　ヤブツバ
キ、　ヤブニッケイ、　ヒメサザンカ、　ヤマビワ、　ヤマモガシ、　ヤマモモ、　リュウキュウイチゴ、
リュウキュウガキ、　リュウキュウコクタン、

アカメガシワ、　イヌビワ、　ウラジロエノキ、　コミノクロツグ、　ゴンズイ、　ヌスビトハギ、　ヒカゲヘ
ゴ、　ホウビカンジュ、　ヤマビワソウ、　ヤマモガシ、　リュウビンタイ

 
３）植物器官の用途別分類（表Ⅶ2－5） 
沖縄県における資源植物を主としてその利用法から、Ⅰ類―用材、薪炭材、家具・装具材（彫刻、

下駄、櫛など家財や身につけるもの）、工芸材（主として三味線などの伝統工芸）、器具・装飾材

（小物、指物、玩具などの小品用材）、農用材（農具、漁具、大工用の仕事に供する道具材）、染

料、緑肥・飼料、食用（山菜、果実酒、救荒食、包装葉など）、薬用（民間療法、魚毒を含めた）、

その他（生花、供花、編物、製紙、香水など）、Ⅱ類―防潮・防風林、公園樹・街路樹・庭園樹（校

庭、緑陰、グリーンベルト）、屋敷林・風致林・生垣、鑑賞・盆栽（庭園下木、刈込み、鉢物、観

葉）、の用途別に分類して表記した。 
表Ⅶ2－１～５で参考・引用した資源植物に関する文献の説明内容を付録としてまとめた。 
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Ⅰ類

1.用材
アオバナハイノキ、　アオバナノキ（下級）、　アカテツ、　アカハダグス、　アカミズキ、　アカメガシ
ワ、　アデク、　イジュ、　イスノキ（紫壇黒壇）、　イタジイ、　イヌガシ、　イヌマキ（一等建築材）、　ウ
ラジロアカメガシワ、　ウラジロエノキ、　ウラジロカンコノキ、　エゴノキ、　オオシイバモチ（下級）、
オキナワウラジロガシ、　カキバカンコノキ、　キールンカンコノキ、　クスノキ、　クロガネモチ、　クロ
キ、　クロキ（小用材）、　クロバイ（下級）、　ケナガエサカキ（二級建築用材）、　コバンモチ、　サカ
キ（下級）、　サクラツツジ（床柱、支柱）、　シバニッケイ、　シマミサオノキ（杭材・茅屋根の垂木）、
シロダモ、　ソウザンハイノキ、　タイミンタチバナ（枕木、垂木）、　タイワンオガタマ、　タブノキ、　ツ
ゲモチ（下級）、　トキワガキ（下級）、　ナガバコバンモチ、　ナカハラクロキ、　ナギ、　ナンバンアワ
ブキ、　ハマセンダン、　ヒサカキサザンカ（下級）、　ヒメユズリハ、　ヒラミカンコノキ、　フカノキ、　フ
クギ（二級建築材）、　ホソバタブ、　ホソバムクイヌビワ（下級）、　ホルトノキ（下級）、　マルヤマカン
コノキ、　ミミズバイ（下級）、　ミヤマシロバイ（柱・けた・床柱・盤類）、　モクタチバナ（下級）、　モッ
コク（優、床柱）、　ヤエヤマボウシ（カシ材代用）、　ヤブニッケイ、　ヤマビワ、　ヤマモガシ、　ヤマ
モモ（下級）、　ヤンバルアワブキ、　リュウキュウガキ（黒壇の代用）、　リュウキュウコクタン（支柱）、
リュウキュウチク（建築補助材）、　リュウキュウナガエサカキ（二級建築用材）、　リュウキュウチク（枝
葉・屋根ふき）、　リュウキュウハイノキ（下級）、　リュウキュウモクセイ、

2.薪炭材
アオバナノキ、　アカテツ（一級）、　アマシバ、　イスノキ（一級、木炭は陶磁器の製造に利用）、イ
タジイ、　イヌガシ、　イヌビワ、　オキナワシャリンバイ（一級）、　エゴノキ、　オオシイバモチ、　オキ
ナワウラジロガシ（一級）、　カキバカンコノキ、　カクレミノ、　ギーマ、　クロガネモチ、　クロキ、　ク
ロバイ、　ケナガエサカキ、　コシダ、　コバンモチ、　サカキ、　サクラツツジ、　サザンカ、　シキミ、
シバニッケイ、　シャリンバイ（一級）、　シラキ、　シロダモ、　タイミンタチバナ（一級）、　タブノキ、
ツゲモチ（一級）、　ツゲモドキ、　トキワガキ、　トベラ、　ナガバイヌツゲ、　ナガバコバンモチ、　ナ
カハラクロキ、　ニッケイ、　ハマイヌビワ、　ハマヒサカキ、　ヒサカキ、　ヒサカキサザンカ、　ヒメサ
ザンカ、　ホソバシャリンバイ（一級）、　ホソバタブ、　ホルトノキ、　マテバシイ、　ミミズバイ、　ミヤ
マシロバイ、　ムッチャガラ、　モクタチバナ、　モクレイシ、　モチノキ、　ヤエヤマシキミ、　ヤブニッ
ケイ、　ヤマビワ、　ヤマモガシ、　ヤマモモ、　リュウキュウナガエサカキ、　リュウキュウハイノキ、
リュウキュウモクセイ、　リュウキュウモチノキ（木炭、薪・中級）、

3.家具・装具
アカテツ、　アカメガシワ（下駄）、　イジュ、　イスノキ（木櫛）、　イタジイ、　イヌマキ、　ウラジロアカ
メガシワ（下駄）、　ウラジロエノキ（下駄）、　カクレミノ（樹液、家具などの塗料）、　カラスザンショウ
（下駄、摺りこ木）、　クスノキ（仏像の彫刻・木魚）、　コバンモチ（下駄）、　サザンカ（櫛材）、　シキ
ミ（寄木細工）、　シラキ（小細工物）、　タブノキ、　ナガバコバンモチ（下駄）、　ナギ（彫刻）、　ナン
バンアワブキ（下駄）、　ニッケイ（下駄）、　ハクサンボク（箸材）、　ハゼノキ（装飾用寄木細工の黄
色材）、　ハマセンダン（下駄）、　ヒメサザンカ（彫刻）、　モチノキ（ろくろ細工、櫛、印材）、　モッコ
ク（寄木細工の赤色材）、　ヤエヤマシキミ（寄木細工）、　ヤエヤマヤマボウシ（下駄・櫛材）、　ヤ
ブツバキ（彫刻）、　ヤンバルアワブキ（下駄）、　リュウキュウコクタン、　リュウキュウマユミ（ジー
ファー、箸、鞭）、

4.工芸（伝統）

アカテツ（葉を漆器の糊に利用）、　イヌガシ（線香材料）、　エゴノキ（漆器の素材、傘の柄・ステッ
キ・木製玩具）、　ナギ（手工芸芸）、　ハマセンダン（指物材、漆器材）、　ホソバタブ（樹皮・線香材
料）、　モクタチバナ（灰・藍染の添加剤）、　ヤブニッケイ、　リュウキュウコクタン（三味線のさお）、

5.器具・装飾

アカミズキ、　イジュ、　イスノキ（楽器）、、　イヌガシ、　イヌマキ、　ウラジロアカメガシワ（箱）、　オ
キナワシャリンバイ、、　オオムラサキシキブ、　カキバカンコノキ、　カクレミノ、　クロガネモチ、　クロ
キ、　　サカキ、　サクラツツジ、　サザンカ、　シキミ（材・念珠、傘の柄）、　シバニッケイ（小器具）、
シマミサオノキ（杖材）、、　シロダモ、　タイミンタチバナ、　タブノキ、　ツゲモドキ、　ナカハラクロ
キ、、　ハクサンボク（パイプ工芸、杖材）、　ハマヒサカキ、　ヒサカキ、　ヒサカキサザンカ、　ヒメサ
ザンカ、　ホソバタブ、　ホソバムクイヌビワ、　ホルトノキ、　マテバシイ、　モチノキ（材・玩具）、
モッコク、　ヤエヤマシキミ（材・念珠、傘の柄）、　ヤエヤマボウシ、　ヤナギバモクセイ、　ヤブツバ
キ、　ヤマビワ（小器具材）、　ヤンバルアワブキ（箱）、　リュウキュウガキ（指物細工）、

Ⅶ2-5　　資　源　植　物　の　用　途　別　分　類
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6.農用具・大工・漁具
アカメガシワ（キクラゲの榾木、縄）、アデク（把柄材）、イタジイ（シイタケの榾木）、　イヌマキ（把柄
材）、　イリオモテムラサキ（木釘）、　オキナワウラジロガシシイタケの榾木、櫓・櫂などの船舶材）、
カラスザンショウ（魚網の浮材）、　クスノキ（丸太舟の製作）、　クチナシ（木釘・鋤）、　コウトウイヌビワ
（キクラゲの榾木）、　コバンモチ（シイタケ・キクラゲの榾木）、　コミノクロツグ（船の網）、　ゴンズイ
（キクラゲの榾木、牛王杖）、　シキミ（把柄材）、　シマミサオノキ（把柄材・漁具・ヤマ）、　シャリンバ
イ（把柄材）、　　ショウベンノキ（キクラゲの榾木）、　シロミミズ（特に荷棒）、　タイミンタチバナ（樹皮・
魚網の染料）、　タイワンアキグミ（農具・大工道具の柄）、　トウツルモドキ（茎結束用）、　　トベラ（櫓
臍・ろべそ）、　ナガバコバンモチ（シイタケ・キクラゲの榾木）、　ホソバシャリンバイ（把柄材）、　ホル
トノキ（シイタケの榾木）、　マテバシイ（材・シイタケの榾木、種子・醸造酒）、　ヤエヤマシキミ（把柄
材）、　ヤエヤマボウシ（農耕具の柄・把柄類）、　ヤナギバモクセイ（農具の柄）、　ヤマモガシ、　ヤ
マモモ（漁網の染料）、　リュウキュウチク（農業資材）

7.染料

アカメガシワ（果実と葉から赤色染料）、　イスノキ（虫こぶ・樹皮）、　イタジイ（樹皮、魚網）、　オキナ
ワシャリンバイ（樹皮・材、芭蕉布・久米島ツムギの染料）、　オキナワサルトリイバラ（根茎、久米島ツ
ムギ）、　クチナシ（実・黄染料）、　クロバイ（葉、黄色染料）、　シャリンバイ（樹皮・材、大島ツムギ）、
ソメモノイモ（塊茎・暗赤色）、　タブノキ（樹皮・褐色の染料、八丈島）、　ナギ（樹皮）、　ハマヒサカキ
（チラシャゲ染）、　ヒサカキ（チラシャゲ染）、　フクギ（樹皮・黄色の染料）、　ホソバシャリンバイ（大
島ツムギ、芭蕉布、久米島ツムギ）、　ホルトノキ（樹皮・大島ツムギのねずみ色染料）、　モッコク（樹
皮・茶褐色の染料、八丈島、三宅島）、

8.緑肥・飼料

イヌビワ（牛・ヤギの飼料）、　ウラジロアカメガシワ（枝葉）、　オキナワウラジロガシ（豚の飼料）、　コ
ウトウイヌビワ、　ショウベンノキ（葉・緑肥）、　ソテツ、　タイワンクズ（飼料）、　トベラ（葉・飼料）、　ハ
マイヌビワ（葉）、　ホソバムクイヌビワ（緑肥）、　ホソバムクイヌビワ（枝葉）、　マテバシイ（種子・飼
料）、　モクタチバナ（葉・緑肥）、

9.食用
アカメガシワ（新芽）、　イタジイ（種子）、　イタビカズラ、　イヌビワ（果嚢・若芽）、　イヌマキ（果托）、
オキナワシャリンバイ（実、救荒食料）、　ウラジロエノキ（若芽）、　オキナワウラジロガシ（種子）、
ギーマ（果実　、果物酒）、　クチナシ（花、茶や食べ物に香りや色を染める）、　クロキ（果実）、　コバ
ンモチ（果実）、　コミノクロツグ（新芽・若葉）、　ゴンズイ（若葉・新芽）、　ササクサ（塊根・汁を麴に混
ぜる）、　サザンカ（種子）、　シシアクチ（実・救荒食料）、　シャリンバイ（救荒食料）、　シラキ（種子・
油）、　シロミミズ（コーヒーの代用）、　センリョウ（ゴマの代用）、　ソテツ（種子及び幹を澱粉にして）、
タイミンタチバナ（救荒食料）、　タイワンアキグミ（実）、　タカワラビ、　ツルアダン（果実）、　ツワブキ
（若い葉柄）、　トキワガキ（救荒食料）、　ナガイモ、　ナガバコバンモチ（果実）、　ノボタン（実）、　ヒ
メサザンカ（種子・食用油）、　ヒリュウシダ（若芽・マレーシア）、　ホウビカンジュ（若芽）、　ホソバシャ
リンバイ（救荒食料）、　マテバシイ（種子）、　　マンリョウ（実）、　ムベ（果実）、　モクタチバナ（実・救
荒食料）、　ヤエヤマボウシ（実）、　ヤブツバキ（種子・食用油）、　ヤブニッケイ（種子・ゴマの代用、
ココアの代用）、　ヤマビワソウ（若芽を野菜に）、　ヤマモガシ（若芽・ジャワ島で野菜に）、　ヤマモ
モ（果実、楊梅酒）、　リュウキュウイチゴ（果）、　リュウキュウコクタン（救荒食料）、　リュウビンタイ（食
料不足のときに南西諸島にて）、

10.薬用

アカメガシワ（樹皮・葉）、　アリドウシ（全草・葉、中国）、イジュ（樹皮を粉末にして魚毒に、花・インド
ネシア）、　イタチガヤ（中国）、　エゴノキ（種子・魚毒）、　カラスザンショウ（葉）、　クスノキ（樟脳
油）、　クチナシ、　クロガネモチ（樹皮や根皮、中国）、　ゲットウ（葉で食べ物を包む、偽茎のやわら
かい部分は野菜に）、　ゴンズイ（果実・種子、中国）、　サクララン（中国）、　ササクサ（葉・中国）、
サツマイナモリ（中国）、　サネカズラ、　シキミ（実）、　シラキ（根・皮、中国）、　センリョウ（枝や葉、中
国）、　ソテツ（種子の煎汁）、　ソメモノイモ（中国）、　タイワンアキグミ（樹皮・根皮）、　タカワラビ（根
茎）、　ツワブキ（中国）、　トラノオシダ（中国）、　ナガイモ（塊茎・中国）、　ニッケイ（樹皮・根皮）、
ノキシノブ（中国）、　ノボタン（中国）、　ハゼノキ（中国）、　ハナガサノキ（中国）、　ハブカズラ（茎
葉）、　ヒトツバ（中医方）、　フウトウカズラ（沖縄・中国）、　フカノキ（根皮や茎皮、中国）、　ホシダ
（中国）、　ボチョウジ（若枝と葉・中国）、　ホラシノブ（中国）、　マンリョウ（中国）、　ミズスギ（中国）、
ムベ（日本、中国）、　ヤエヤマシキミ（実）、　ヤマビワ（果実・中国）、　リュウキュウガキ（果肉・魚毒
消し）、
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11.その他
イヌマキ（枝葉、生花）、　ウラジロエノキ（パルプ・製紙原料、樹皮・ロープ）、　エゴノキ（果皮を洗濯
に利用）、　オオシイバモチ（樹皮、トリモチ）、　オオムラサキシキブ（枝、生花）、　クチナシ（花飾り、
香水）、　クロガネモチ（樹皮。トリモチ）、　クロキ（樹皮、縄・製紙原料）、　ゲットウ（偽茎は繊維料）、
コシダ（葉柄を編物材料に）、　サカキ（神前・仏前に供える、切枝）、　　ササクサ（塊根・汁を麴に混
ぜて芳香をだす）、　サザンカ（種子・上質の頭髪油）、　サネカズラ（茎や樹皮・整髪料、樹皮・製紙
用糊、繊維押花）、　シキミ（樹皮・抹香の原料、実・香水原料、枝葉・仏前に供える）、　シラキ（種子
からとれる油・塗料、灯用、整髪）、　シロダモ（枝葉・挿花、種子・つづ蠟や灯油）、　センリョウ（生
花、押花）、　ソテツ（外殻・玩具）、　タイミンタチバナ（樹皮・駆虫剤）、　タイワンクズ（繊維）、　タカワ
ラビ（根茎と葉柄・民芸品）、　タブノキ（樹皮・葉、線香の原料、瘤塊・玉李板）、　ツルアダン（気根・
編物）、　　トウツルモドキ（茎・編物、馬鞭、茎葉・香油）、　ナカハラクロキ（樹皮、縄・製紙原料）、
ナギ（樹皮・なめし剤、種子からとれる油・灯用）、　ナンバンアワブキ（戦前は黒糖のたる材）、　ニッ
ケイ（香味料、桂皮の代用品）、　ハゼノキ（果実・木蝋、和ろうそく、ポマード、光沢材料）、　ハマヒサ
カキ（神前・仏前に供える）、　ヒサカキ（神前・仏前に供える）、　ヒサカキサザンカ（種子・頭髪油）、
ヒメサザンカ（種子・頭髪油、機械油、切花）、　ヒメユズリハ（正月飾り用）、　ホソバムクイヌビワ（葉・
研磨）、　マンリョウ（生花）、　モクタチバナ（種子・水鉄砲の弾丸に使う）、　モチノキ（樹皮・トリモチ、
包帯液、絆創膏の添加物）、　ヤエヤマシキミ（樹皮・抹香の原料、実・香水原料、枝葉・仏前に供え
る）、　ヤブツバキ（種子・製油原料・頭髪油・機械油、切花、）、　ヤブニッケイ（搾油して・蝋油、石
鹸、カカオ油の代用）、　ヤマビワ（沖縄ではふるいの側に使用、伊勢神宮で古式で発火する場合の

1.防風防潮林
アカテツ（一級）、　イスノキ、　イヌマキ、　オキナワシャリンバイ、　クロキ（山地）、　シバニッケイ、
シャリンバイ、　ソテツ、　タブノキ、　ツゲモドキ、　ツルアダン（護岸防垣）、　ナカハラクロキ（山地）、
ハマイヌビワ、　ヒメサザンカ、　フクギ（一級）、　ホルトノキ、　マテバシイ（山地防風林）、　モクタチ
バナ、　ヤブツバキ、　ヤブニッケイ、　ヤマモモ、　リュウキュウガキ、　リュウキュウモクセイ（海岸）、

2.公園・街路・庭園樹
アオバナハイノキ、　アカテツ、　アデク、　イジュ、　イスノキ、　イヌマキ、　イリオモテムラサキ、　エゴ
ノキ、　オキナワウラジロガシ、　カクレミノ、　ギーマ、　クスノキ、　クロガネモチ、　クロキ、　クロバイ、
コバンモチ、　ゴンズイ、　サカキ、　サクラツツジ、　サザンカ、　シシアクチ、　シャリンバイ、　　シロ
ダモ、　センリョウ、　ソウザンハイノキ、　ソテツ、　タイワンアキグミ、　タイワンオガタマ、　タイワンヤ
マツツジ、　タブノキ、　ツゲモチ、　トベラ高速道路のｸﾞﾘｰﾝﾍﾞﾙﾄ）、　ナガバイヌツゲ、　ナガバコバ
ンモチ、　ナカハラクロキ、　ナギ、　ニッケイ、　ハクサンボク、　ハマイヌビワ（校庭樹）、　ハマセンダ
ン（庇陰樹）、　ハマヒサカキ、　ヒサカキ、　ヒメサザンカ、　フカノキ（台湾）、　フクギ（防火用）、　ホシ
ダ（庭園に）、　ホソバシャリンバイ、　ホソバムクイヌビワ、　ボチョウジ（樹陰の植栽樹）、　ホルトノキ、
マンリョウ、　ミミズバイ、　モクレイシ、　モチノキ、　モッコク、　ヤエヤマボウシ、　ヤナギバモクセイ、
ヤブニッケイ、　ヤマモモ、　ヤンバルミミズバイ、　リュウキュウガキ、　リュウキュウコクタン、　リュウ
キュウモクセイ

3.屋敷林・風致林・生垣林

イスノキ、　イヌマキ、　オキナワシャリンバイ、　クチナシ、　コミノクロツグ、　シラキ、　センリョウ、　ト
ベラ、　ナギ、　ハマヒサカキ、　ヒサカキ、　フクギ（防火用）、　ホソバムクイヌビワ（宅地防風樹）、　モ
クタチバナ、　モッコク（庭木）、

4.観賞・盆栽
アカメガシワ（欧米）、　アデク、　イジュ、　イヌマキ、　イリオモテムラサキ、　オキナワシャリンバイ、
オオムラサキシキブ、　オキナワセッコク、　カクレミノ、　ギーマ、　クチナシ、　クロガネモチ、　クワズ
イモ、　ゲットウ、　コミノクロツグ、　ゴンズイ、　サカキ、　サカキカズラ（鉢物）、　サクラツツジ、　サク
ララン、　サカキカズラ、　サザンカ、　サネカズラ、　シシアクチ、　シャリンバイ、　センリョウ、　ソテ
ツ、　タイワンアキグミ、　タイワンヤマツツジ、　タカワラビ、ツルアダン（庭園樹木に這わせて観葉植
物に）、　ツルラン、　ツワブキ、　ナギ、　ノキシノブ、　ノボタン、　ハゼノキ、　ハブカズラ、　ハマヒサ
カキ、　ヒサカキ、　ヒトツバ（観葉植物）、　ヒメサザンカ、　ヒメユズリハ、　ヒリュウシダ、　フモトシダ、
ヘツカシダ、　ホウビカンジュ、　ホソバシャリンバイ、　マテバシイ、　マンリョウ、　ムッチャガラ、　ム
ベ、　モチノキ、　モッコク、　ヤナギバモクセイ、　ヤブツバキ、　リュウキュウコクタン、　リュウキュウチ
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シダ植物　Pteridophyta

　○ヒカゲノカズラ科　Lycopodiaceae
ミズスギ 全草は止渇・利尿・鎮痛、胞子は散布薬に用いる。中国では、全草（鋪地鋘鈆）を肝炎や下痢・各種の出血・火傷などに用いる。

　○リュウビンタイ科　Marattiaceae
リュウビンタイ 観賞用に栽培されることがある。また南西諸島では、食料不足のときに若芽や株の軟らかい部分を食用にした。

　○ウラジロ科　Gleicheniaceae
コシダ 一部の地域では、薪炭原料にされる。また、葉柄を編物材料にする。

　○ヘゴ科　Cyatheaceae
ヒカゲヘゴ 木は、観賞用として庭園樹に好適である。新芽・若葉は食用に適する。気根材は湿気を保持し、腐朽し難いからラン類・羊歯類の栽培に

賞用される。材は門柱・垣塀・額縁・漆器・植木鉢・造形材に用いられ、印紋材は木釘及び加工して筆筒・床柱などに用いる。

　○イノモトソウ科　Pter idaceae
タカワラビ 漢方では根茎を狗脊の名で薬用とし、腰や背中の痛みや関節痛・頻尿・遺精などに用いられる。根茎と葉柄の基部を細工するとヒツジの

形をした玩具がつくれ、世界各地で民芸品となる。観賞用に栽培されることもある。

フモトシダ 観賞用に利用されるが、温室植物である。

ホラシノブ 中国では解毒作用があるとして、民間薬となる。

ヒリュウシダ マレーシアでは、若芽が食用にされることがある。観賞用に温室で栽培される。

　○シノブ科　Daval l iaceae
ホウビカンジュ 観賞用。若芽が食用にされることがある。

　○オシダ科　Aspidiaceae
ヘツカシダ 観賞用に利用される。
ホシダ 庭園に栽植されることがある。中国では狂犬にかまれたときの治療に、民間薬として用いられることがある。

トラノオシダ 中国では、地柏葉の名で薬用（解毒・結核性の咳）にされる。

　○ウラボシ科　Polypodiaceae
ノキシノブ 観賞用に栽培されることがある。中国では、ノキシノブや近縁種を利尿・止血・痢疾・淋病の薬用にする。・

ヒトツバ 観葉植物として愛好されている。中医方ではヒトツバや近縁種の葉を石韋とよび、鎮咳去痰作用があり、利尿や腎炎・結石などの泌尿器
の病気、下痢・気管支炎などの呼吸器の病気に対して用いられる。

裸子植物　Gymnospermae
　　　種子植物　Spermatophyta

　○ソテツ科　Cycadaceae
ソテツ 木は、庭園樹・盆栽・防風防潮・土砂扞止樹として活用される。種子の胚乳と幹の髄にはデンプンを含み、救荒植物としては古くから利用

されてきたが、0.005％のホルムアルデヒドを含むので、じゅうぶん水洗いしないと中毒しする。種子及び幹の切片の乾燥品は貯蔵食料、
生品は一般食料とし、磨砕してとれた澱粉は菓子原料又は味噌・醤油・泡盛などの原料にする。葉は花輪その他の装飾用の他、緑肥・
燃料に利用される。房総半島南部より西の暖地では裁植して葉を出荷するところもある。葉は生花や種子の煎汁を、本土においては肋膜
炎・肺尖カタル・腎臓炎・中風・リューマチの薬として用いられた。近時種子の外殻を加工して、種々の観光土産用の玩具が作られてい
る。

付　　　　　　　　　　録
　　出　　現 　種

 

-47-
-48-
-143- 



　○モクレン科　Magnoliaceae
シキミ 材は念珠・寄木細工・把柄材象・嵌細工(傘の柄）・薪炭材等にする。樹皮は厚く香気を有するので線香、

抹香の原料に供し、繊維がとれる。実は香水原料、または薬品になる。枝葉は仏前に供える。山採りした
ものが仏事用に売られているため、最近になって絶滅した山地が多い。シキミは全木有毒で、果実はとく
に毒性が強く、甘いが食べると死亡することすらある。殺虫剤としても使われる。

ヤエヤマシキミ シキミに準ずる。
サネカズラ 古くは茎を煮て得た粘液を整髪に用いたので、美男葛の別名がある。樹皮にキシログルクロニドを含む粘

質物があり、水で抽出して整髪に用いたり製紙用糊に使ったりした。樹皮からは繊維をとる。庭園樹や生
垣によく裁植され、斑入りなどの園芸品種も育成されている。
鎮静・鎮痛、鎮咳・去痰、胃潰瘍抑制、肝臓障害改善、強壮に作用があることが知られている。　漢方では
喘息・咳・暑気あたり・痰を伴う咳・病後の体力回復・疲労倦怠に効く。

タイワンオガタマ 木は庭園樹としてよい。材は琉球では貴重な建築材で、各種の用材に利用される。

　○クスノキ科　Lauraceae
アカハダグス 用材に利用される。
クスノキ 木は、潮害の少い適湿肥沃な環境の庭園樹・公園樹・街路樹によい。大木が得られ保存性が高いことか

ら、社寺建築の柱や土台に用いられた。ほかに家具、彫刻欄間、建築壁板、仏像などの彫刻、木魚、細
工物、器具、古くは丸木舟の製作など、広い用途がある。木・葉・根からは樟脳・樟脳油がとれ、戦前は盛
んに製造された。

シバニッケイ 木は、防潮防風林に適する。材は薪炭材として賞用され、ヤブニッケイに準じ小器具に利用される。

ヤブニッケイ 木は防風防潮林に適し、庭園樹･公園樹にもよい。材はやや密で硬く、建築材･家具材･装飾材･薪炭材
等にする。種子は炊いて胡麻の代用となり、また搾油して工芸原料[蝋油･石鹸]･薬用[カカオ脂の代用]･
ココアの代用とされたことがある。

ニッケイ 木は庭園樹によい。材は器具材・下駄材・薪炭材に利用される。根または根の皮、樹皮は特有の芳香と
辛味および甘味を有し、中国の桂皮の代用品とされ、粉末、水溶液、アルコールエキスなどにして芳香性
健胃剤とし、また発熱、頭痛、腹痛、抗炎症、抗アレルギーなどに用いられた。また飲料や菓子の香味
料、セッケンの香料とする。京都の菓子（八橋）には桂皮が用いられる。細い根を赤紙で束ねたものを<
にっき>と称して、昔は子供の菓子として駄菓子屋や縁日でよく売られていた。漢方では風邪の初期、神
経性胃炎、感冒、じんましん、気管支炎、咳、しぶり腹、腹痛、頭痛、胃腸炎等多数に効く。

バリバリノキ 材は器具材･薪材にする。樹皮は線香材料にする。

イヌガシ 材は、建築材･器具材･薪炭材などにする。樹皮は線香材料にする。

シロダモ 木は庭園樹にする。材は建築材･器具材･薪炭材にし、枝葉は挿花にする。種子から取れる油は白蟻を防
ぐ。ろうそく用のつづ蠟や灯油に用いた。

ホソバタブ　（ｱｵｶﾞｼ） 材は建築材･器具材･薪炭材等に利用される。樹皮は重要な線香材料で、戦前西表島国有林の重要産
物として大阪に移出されていた。

タブノキ 木は、庭園樹･公園樹･街路樹･防風樹として植栽される。材は建築材･器具材・建築造作・家具・細工物・
薪炭材等に広く利用される。樹皮及び葉を乾燥し、粉末にしたものを水で練ると粘稠となるので、漆喰及
び線香の原料になる。また線香などの製造に用いる。老大木の根部に生ずる瘤塊は美欄といい、玉李板
として重用される。樹皮にはタンニンが含まれ、八丈島では褐色の染色に利用していた。

　○ユキノシタ科　Saxifragaceae
ヒイラギズイナ 薪炭材以外には特に利用されていない。

　○トベラ科　Pittosporaceae
トベラ 暖地の海岸照葉樹林の代表的な種類。また乾燥や病虫害に強いので、庭園樹や公園樹、高速道路のグ

リーンベルトに裁植され、いくつかの園芸品種がある。材は艫臍（ろべそ）・薪炭等に利用される。葉は飼
料にする。

　○マンサク科　Hamamelidaceae
イスノキ 木は屋敷林及び防風林として広く用いられている他、公園樹･街路樹･生垣にする。材は国産材中最も重

硬なものの一つで、建築材･器具材・木櫛材・楽器材・紫檀黒檀の模擬材として、九州紫壇の名がある。
薪炭材として一級木である。大きな虫こぶは5～10％のタンニンを含有し、また樹皮にもタンニンを含むの
で、染色などに用いられる。木灰は陶磁器の製造に利用される。

　○バラ科　Rosaceae
インドシャリンバイ　（ｵｷﾅﾜｼｬﾘﾝﾊﾞ
ｲ）

木は防風潮林・庭園樹･生垣に適する。材は薪炭材として一級で、把柄材・器具材にもよい。樹皮及び材
（特に根材）はタンニンを含み、芭蕉布･久米島ツムギの染料として重要である。実は救荒食料に価する。
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ホソバシャリンバイ 木は庭園樹に適する。材は薪炭材として一級で、把柄材、器具材にもよい。樹皮及び材（特に根材）はタ
ンニンを含み、大島ツムギ・芭蕉布・久米島ツムギの染料として重要である。実は救荒食料に価する。

シャリンバイ 木は、防風潮林・庭園樹･生垣に適する。また近年は街路沿いに栽培されているところも多い。材は薪炭
材として一級で、把柄材・器具材にもよい。樹皮及び材（特に根材）はタンニンを含み、大島ツムギの重要
な染料である。実は救荒食料に価する。奄美大島では国庫補助金で積極的に造林を行っている。

リュウキュウイチゴ 果は可食である。

　○マメ科　Leguminosae
タイワンクズ 繊維、飼料に利用される。

　○ミカン科　Rutaceae
ハマセンダン 木は庇陰樹･街路樹、材は建築材･家具材･指物材･漆器材･下駄材などに賞用される。

カラスザンショウ 材は、器具材･下駄材･摺木・魚網の浮材によい。葉は、悪寒や風邪の薬として用いられる。

　○キントラノオ科　Malpighiaceae
ササキカズラ 観賞用として利用されている。

　○ユズリハ科　Daphniphyllaceae
ヒメユズリハ 木は庭園樹にする。材は器具材（小細工・漆器の素材など）･鏇作材・薪炭材などに使われる。葉は正月

の飾りに用いる。

　○トウダイグサ科　Euphorbiaceae
マルヤマカンコノキ 用材として利用される。

ツゲモドキ 木は耐潮力が大きいので、防風防潮林植栽によい。材は、器具材･薪炭材に使用される。

ウラジロカンコノキ 用材として利用される。

キールンカンコノキ 用材として利用される。

ヒラミカンコノキ 用材として利用される。

カキバカンコノキ 材は、薪炭材･器具材にする。

アカメガシワ 材は淡黄色で軟らかく、薪炭材のほか下駄材・薪炭材・キクラゲの榾木にする。果実と葉から赤色染料が
とれる。欧米では観賞樹として栽培されることもある。赤芽柏あるいは将軍木皮とよばれる樹皮には、苦味
質のベルゲニン、フラボン配糖体、タンニンなどが含まれ、胃潰瘍、十二指腸潰瘍など胃腸疾患、胆石症
などに用いる。製剤もある。また縄にも用いられ、条虫駆除作用がある。。葉の煎汁を痔に外用し、また新
鮮な葉汁をはれものの吸出しや痛みどめとして外用する。新芽は山菜として用いる。

ウラジロアカメガシワ 材は、下駄材・箱材になる。枝葉は緑肥及び飼料にする。

シラキ 和名のもととなった白い材は細工物や薪炭材とする。種子は炒って食用となり、油がとれる。シラキ油とい
い、塗料、灯用、髪油として用いられた。中国では根皮を利尿薬とする。また深紅色の紅葉が美しいの
で、庭木として植栽される。

　○ウルシ科　Anacardiaceae
ハゼノキ 材は桑材に似て、装飾用寄木細工につかわれる。果実から木蠟をとるため、古来日本南部で広く栽培さ

れ、沖縄でも植栽されたが、今は製蝋するものはいない。木蠟は和ろうそく、ポマード、光沢材料として、
織物のつや出しなどに利用する。また、材は鮮黄色の心材をもち、寄木細工の黄色材として用いられ、木
は盆栽にもされる。中国では根は林背子と称し、解毒・止血・血尿の治療に、葉は止血やカイチュウの駆
虫に用いられる。

　○モチノキ科　Aquifoliaceae
オオシイバモチ　（ﾜﾙﾌﾞﾙｸﾞﾓﾁ） 材は薪炭、及び下級用材にする。樹皮からトリモチを製し得るが、皮はうすく量質共にモチノキに及ばな

い。

ツゲモチ 木は庭園樹によく、材は薪炭として一級。また下級用材として建築材に用いる。

モチノキ 木は庭園樹に使われる。材は薪炭･玩具材にする。樹皮を、小鳥や虫を捕るとりもちや包帯液・絆創膏の
添加物などに使われた。材は淡緑白色で硬く緻密均質で光沢があるので、ろくろ細工、櫛、印材とする。

リュウキュウモチノキ 材は木炭によく、薪としては中級に属し、用材には不向である。
ナガバイヌツゲ 木は庭園樹によい。材は薪炭材にする。
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ムッチャガラ 木は庭園樹によい。材は薪炭材以外に利用されない。

クロガネモチ 暖地では庭園樹や街路樹として重宝がられる。すす病に強い。材は薪炭材･器具材にする。樹皮からはト
リモチを製する。中国では樹皮や根皮を救必応と称し、薬用にする。止血・平滑筋の収縮などの作用があ
り、解毒・止痛・風邪・桃腺などの痛みに用いられる。

　○ニシキギ科　Celastraceae
リュウキュウマユミ 旧時平民百姓の簪（ジーファー）に用いられた他、箸･鞭に利用された。

ヤンバルマユミ

モクレイシ 庭園樹として裁植され、薪炭材として利用される。

　○ミツバウツギ科　Staphyleaceae
ゴンズイ 木は庭園樹によい。果実を観賞用するために裁植されることがある。材は用材として価値はないが、キクラ

ゲの原木に適する。樹皮と葉に臭気があり、材を熊野権現の守札をつける牛王杖か、まれに小細工物に
使う。若葉・新芽は食用になる。中国では果実または種子を腹痛・下痢・脱肛・子宮下垂・睾丸のはれや
痛みに対する薬用として用いる。

ショウベンノキ 材は用材としては価値はないが、キクラゲの榾木として優良。葉は緑肥に適する。

　○アワブキ科　Sabiaceae
ナンバンアワブキ 材は下駄材・器具材に利用される。戦前は、黒糖のたる材として賞用された。

ヤンバルアワブキ 材は下駄材･箱材によい。

ヤマビワ 材は紅色をおび、やや緻密で小器具材・棒材・薪炭材に使われる。また伊勢神宮で古式で発火する場
合、火切板にはヒノキ、火切板の先端にはヤマビワの材を利用する。沖縄ではふるいの側に使用する。中
国では果実（筆羅子）を風邪や咳の民間薬にする。

　○ホルトノキ科　Elaeocarpaceae
コバンモチ 木は庭園樹･公園樹によい。材は下駄材･家具材･薪炭にする外、椎茸･キクラゲの榾木に用いる。果実は

食べられる。材は白く、鹿児島ではシラキとよんで木工に使った。

ナガバコバンモチ 用材に利用される。
ホルトノキ 木は、庭園樹･緑陰樹･街路樹･防風林によい。材は下級用材として建築材･器具材･薪炭材にする他、シ

イタケの榾木として良好である。樹皮を染料にし、大島紬のねずみ色を染め出す。

　○ツバキ科　Theaceae
リュウキュウナガエサカ 二級建築用材・薪炭材にする。

ケナガエサカキ リュウキュウナガエサカキに同じ。

ヤブツバキ 木は庭園樹･生垣･盆栽･切花などに賞用される他、防風林として植栽される。材は器具材・彫刻材･鏇作
材・薪炭材にする。種子は搾って高級な食用油･頭髪油･機械油を得る。

ヒメサザンカ ツバキに準ずる。木は庭園樹・生垣・盆栽・切花などに賞用される他、防風林として植栽される。材は器具
材・彫刻材・鏇作材・薪炭材にする。種子は搾って高級な食用油・頭髪油・機械油を得る。

サザンカ 木は、庭木、生垣のほかに鉢物としても利用され、ときには盆栽としても仕立てられる。材は棒材・櫛材・器
具材・薪炭材によい。種子からとれる油は食用となり、ツバキ油と同様の用途があるが、現在はほとんど利
用されていない。材は淡紅褐色、緻密、重硬で、ツバキに似ており、同様に器具類に用いられる。

サカキ 木は庭園樹・生垣、盆栽、切枝に利用される。枝葉は神前・仏前に供える。材は下級用材、器具材、薪炭
材にする。民間療法でも夜泣きやものもらいを治すのにサカキが使われた。魔物除け

ハマヒサカキ 観賞用に利用される。

ヒサカキ 木は、庭園樹･生垣用にする。材は灰褐色から淡紅褐色、緻密でやや重く、器具類･薪炭材などにする。
実はチラシャゲ染の染料にする。
枝葉はサカキのように神前や墓に供する。果実は染料とする。庭木としても広く用いられ、斑入りの品種は
鉢植えの観葉植物になる。

イジュ 木は庭園樹、公園樹・街路樹に適する。材はイヌマキ・モッコクに劣るがイタジイより良材として各種の用材
に利用される。淡桃褐色の心材をもち、現地（南方）では建築、家具、器具などに用いられる。樹皮は粉
末にして魚毒（ササ）に用いられる。インドネシアでは花をKembang Cangkok、果実をBuah Cangkokと称
し、婦人病、産後、ヒステリーなどに用いる。
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ヒサカキサザンカ 材は薪炭材の他に、下級用材に利用される。挽物材によいと考えられる。種子から頭髪油を得る。

モッコク 樹形は手入れしなくとも維持でき、葉に光沢があって美しいことから、日本の暖地ではごく普通の庭木とし
て、庭園樹･鑑賞樹として重宝がられる。材は材と心材の区別がなく、鮮やかな紫褐色を示し、やや重硬。
耐白蟻性があって、用材の優として琉球王朝時代に重用された。器具、建築の床柱などに用い、寄木細
工の赤色材とする。八丈島、三宅島ではタンニンを含む樹皮から茶褐色の染料をとる。

　○オトギリソウ科　Guttiferae
フクギ 木は生長は遅いが、防潮防風樹として一級であって又防火用として屋敷林に植栽され、街路樹・風致林

生垣、日除け樹などに広く利用される。材は2級の建築材になる。樹皮から黄色の染料がとれる。果は辛う
じて食える

　○グミ科　Elaeagnaceae
タイワンアキグミ 木は庭園樹、又は盆栽にする。樹皮と根皮は風･疝気･破傷風の薬になる。実は食用になる。材は農具･

大工道具の柄などに利用される。

　○フトモモ科　Myrtaceae
アデク 木は庭園樹･盆栽によい。材は把柄材によく、大材は床の間の装飾用柱材にする。萌芽を整理し天然扶

育により良材が得られる。

　○ノボタン科　Melastomataceae
ノボタン 木は観賞用として植栽するとよい。実は子供がよく食べた。中国では全草や根を薬用にし、消炎、解毒、

打身、乳汁不足に対して用いる。

　○ウコギ科　Araliaceae
カクレミノ 本土では木は庭園樹･盆栽にするが、特に茶庭・神社の境内に植えられる。材は器具材・薪炭材に用いら

れる。近縁のチョウセンカクレミノからとれる樹液は、黄色の漆上黄漆で、家具などの塗料にする。日本産
のカクレミノからも同様の樹脂がとれる。

フカノキ 台湾では庭園樹として利用される。材は器具材･下駄材にする。薪炭材としては下等である。また中医方
では鴨脚皮の名で、根皮や茎皮が風邪やのどの痛み、関節痛、骨折などに使われる。

　○ミズキ科　Cornaceae
ヤエヤマヤマボウシ 木は庭園樹として良い。材は器具材（農耕具の柄・把柄類）･機械材･櫛材･下駄材・カシ材代用にする。

実は食用になる。

後生花被区　Metachlamydeae

　○ツツジ科　Ericaceae
タイワンヤマツツジ 木は庭園樹・盆栽として焦眉される。茎葉・花などは山羊に有毒である。

サクラツツジ 木は庭園樹・盆栽・観賞用として利用される。材は床柱・支柱、その他器具材・薪炭材に利用される。

ギーマ 木は庭園樹・盆栽にする。材は薪炭材によい。果実は食用になる。果実を泡盛に漬けブドウ酒の様な上
質の果物酒を製する。

　○ヤブコウジ科　Myrsinaceae
マンリョウ 赤い果実と常緑の葉が美しいので、本土では観賞用として庭園樹･盆栽にする。生花、特に「万両」とし

て、正月には重宝がる。実は甘く食用になる。中国では薬用にされ、解毒の効があり、扁桃炎、打身など
用 られシシアクチ 観賞用として庭園樹によい。実は救荒食料。

モクタチバナ 木は防風林、防潮林及び宅地林として良い。材は下級用材、薪炭材にする。生木を焼いた灰は藍染の
添加剤として重宝である。葉は緑肥とし、実は救荒食料になる。種子は水鉄砲の弾丸に使う。

タイミンタチバナ 材は杭材･垂木･枕木・器具材にし、薪炭材としては一級に属する。実は救荒食料になる。樹皮は駆虫剤
または魚網の染料にする。

　○アカテツ科　Sapotaceae
アカテツ 木は、防潮防風樹木として一級に属する。公園樹･庭園樹にもよい。材は赤色をおび、硬くて長質で家具

などに用いられ、薪炭材として一級である。用材として利用する場合は工作は稀困難である。葉はゴムを
含み、漆器の朔に利用したという。
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　○カキノキ科　Ebenaceae
リュウキュウコクタン 木は観賞用として、庭園樹・盆栽に広く用いられる。材は黒檀の一種として称せられ、床柱･家具･装

飾･三味線のさおとして重宝がられる。実は救荒食料となる。
リュウキュウガキ 木は防潮林･防風林に適し、公園樹にもよい。材は指物細工用･黒檀の代用にする。実は有毒で、

果肉は黒褐色で口に入ると燃えるような劇しい辛味を有する。果肉を魚毒消し用に供する。

トキワガキ 材は下級用材、薪炭材になる。実は救荒食料になる。

　○ハイノキ科　Symplocaceae
リュウキュウハイノキ
（ﾆｲﾀｶﾊｲﾉｷ）

材は下級用材、薪炭材にする。

アオバノキ 材は下級用材、薪炭材に供する。

ミヤマシロバイ 材は柱・けた・床板・盤類によく、薪炭としてもよい。

ミミズバイ 木は庭園樹としてよい。材は下級用材･棒･薪炭材などに利用される。

クロキ 木は山地防風林、又は庭園樹としてよい。材は小用材・器具材・経木・杭材・薪炭材にする。樹皮か
らは縄・製紙原料を得る。果実は食用にされることもある。

ナカハラクロキ 用途はクロキに同じ。
アマシバ 薪炭材に利用価される。

クロバイ 木は庭園樹によい。材は下級用材･薪炭材にする。葉は黄色染料に使われる。

ヤンバルミミズバイ 木は庭園樹としてよい。

ソウザンハイノキ　（ﾔｴ
ﾔﾏｸﾛﾊﾞｲ）

ｱｵﾊﾞﾅﾊｲﾉｷと同じ。木は公園樹･庭園樹によい。材は杭材･棒材･垂木によく、模擬材の資材にも利
用するとよい。

アオバナハイノキ 木は公園樹･庭園樹によい。材は杭材･棒材･垂木によく、模擬材の資材にも利用するとよい。

　○エゴノキ科　Styracaceae
エゴノキ　（ｺｳﾄｳｴｺﾞﾉ
ｷ）

春に白い花が小枝から垂れて咲く姿が美しいので、庭園樹･公園樹に適する。材は散孔材で辺材と
心材の区別がなく、ほぼ一様な淡黄から淡黄褐色を示す。粘り強く、器具類や木製玩具・漆器の素
材・把柄材・ステッキ･薪炭材など、小材・大材とも用途が多い。かつては傘の柄に多用された。ま
た、皮付きの幹を床柱にする。種子は魚毒に使用する。果皮を洗濯に利用したり、川に流してウナギ
などの魚をとるのに用いられたのでセッケンノキやドクノミなどとよぶち方もある。

　○モクセイ科　Oleaceae
リュウキュウモクセイ 木は、海岸防風防潮林･庭園樹としてよい。大材は用材となり、小材は把柄材･薪炭材にする。
ヤナギバモクセイ 木は庭園樹、盆材に適する。材は器具や農具の柄にする。

　○リンドウ科　Gentianaceae
サカキカズラ 鉢物にして鑑賞されることがある。（4）

　○ガガイモ科　Asclepiadaceae
サクララン 観賞用として利用される。中国では民間薬として使われ、肺炎、咳、関節痛に効果があるという。

　○クマツヅラ科　Verbenaceae
オオムラサキシキブ 木は観賞用として庭園樹によい。熟果のついた枝は生花によい。材は木刀に使う。

イリオモテムラサキ 木は観賞用として庭園樹･盆栽によい。材は木釘に用いる。

　○イワタバコ科　Gesneriaceae
ヤマビワソウ 若芽を野菜として利用することがある。
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　○アカネ科　Rubiaceae
アリドウシ 中国では全植物体あるいは根を、痛風、水腫などの利尿剤として利用する。

シロミミズ 材は極めて硬く、棒材･特に荷棒として賞用する。種子はコーヒーの代用にする。

クチナシ 木は花冠の美しさと芳香を発するため庭園樹にする。また刈込んで生垣にする。材は鋤･彫刻･木釘･
杭木などに使用される。花は美しく香りがよいのて、花飾や香水とし、三杯酢にして食べたり、乾かし
て茶に香りをつける。果実は古来、黄色染料とされ、布をクチナシ染とし、無毒なので栗飯などに入れ
たり、きんとん、沢庵漬、クワイを染める。胆汁分泌促進・肝障害予防・抗動脈硬化・消炎、鎮痛・利
尿、血圧降下等の薬用作用がある。漢方では黄疸・肝炎・生理不順・吐血・高血圧・冷え性等多数に
効果があるハナガサノキ 中国では根や根皮を薬用にし、間接や腰の痛みに対して用いる。

サツマイナモリ 中国の南部では全草を、咳どめ、吐血、月経不順などに用いる。

ボチョウジ 樹陰の植栽木とすることがある。また中国では山大刀の名前で、若枝と葉を薬用にする。扁桃炎やの
どの炎症に効果があるという。また根を解毒・解熱剤とする。

シマミサオノキ 材は、把柄材・杭材･茅屋根の垂木・特に杖材に賞用される。耐久力が強く旧時は漁具（ヤマ）に利用
したアカミズキ 材は小用材･棒材･杭材・小丸太・挽物材などに用いられる。

　○スイカズラ科　Caprifoliaceae
ハクサンボク 木は庭園樹によい。材は箸材、パイプ工芸、杖材としてよい。まれに庭園に栽植される。

　○キク科　Compositae
ツワブキ 多くの園芸品種がある。西南日本の海岸地域では<つわ>の名前で、若い葉柄をフキと同じように食

用にする、中国では全草を蓮蓬草の名で風邪、のどの痛みなどに用い、日本でも生葉の搾汁を魚肉
中毒に、あぶった葉を化膿や湿疹の治療に用いた。

単子葉植物 Monocotyledoneae

　○タコノキ科　Pandanaceae
ツルアダン 元来森林の有害植物であるが護岸防垣になる。木は庭園樹木に這わせば観葉植物として奇観を呈

する。気根は編物に用い、果実は一部食用になる。若い花序を子供が食べることがある。

　○イネ科　Gramineae
ササクサ 葉（淡竹葉）は中国で利尿、解熱剤として用いられ、塊根は搗いてその汁を米に混ぜて麴をつくると

芳香りが出るという。

リュウキュウチク
　（ﾀｲﾐﾝﾁｸ、ｺﾞｻﾞﾀﾞｹ
ｻﾞｻ）

木は葉が細長く立派で美しいので本土（関西）で観賞用として栽培される。稈は建築補助材・垣根
材・編物・農業資材として利用され、枝葉は屋根ふきに用いられ70～80年も保ち重宝がられた。

イタチガヤ 全草（筆仔草）を中国では薬用とし、利尿、解熱、止瀉などに用いる。

　○ヤシ科　Palmae
コミノクロツグ 木は観賞用として庭木･盆栽に良い。新芽･若葉は山菜にする。葉鞘の黒いろ繊維は、耐久力が強く

船の網にして年保つという。

　○サトイモ科　Araceae
クワズイモ 温室鑑賞植物として栽培される。芽がえぐくて食用にならないのでクワズイモの名前があるが、一部の

種は食用にされている。

ハブカズラ 茎葉は打身などに薬用として用いられることがある。また観葉植物として温室で栽植される。

　○トウツルモドキ科　Flagellariaceae
トウツルモドキ 編物、。太い稈は馬鞭に利用する。茎はさいて、結束料やバスケット・マット編みに使う。またココヤシ

の内果皮を携帯泡盛容器にするため、巻き編みに用いる。茎葉に一種の芳香があり、マレーシアで
はココヤシ油の中でつき砕いて香油をつくる。

　○ユリ科　Liliaceae
オキナワサルトリイバ
ラ

根茎は久米島ツムギの重要な染料にする。最近は原料不足で、県林務課でその増殖方法を研究中
である。

ササバサンキライ

ハマサルトリイバラ
（ﾄｹﾞﾅｼｶｶﾗ）  
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　○ヤマノイモ科　Dioscoreaceae
ナガイモ　（ｷｰﾙﾝﾔﾏﾉｲﾓ） 中医方では山薬の名で塊茎を薬用にし、滋養強壮、強精に用いる。食用。

ソメモノイモ 暗赤色の大きな塊茎にはタンニンを含有し、染色に利用される。また中医方で、止血、産後の腹

　○ショウガ科　Zingiberaceae
ゲットウ 葉は食品の香り付けや包むのに用い、また偽茎は繊維料にされ裂いてマットなどを編む。偽茎

の中心の柔らかい部分は野菜にされる。花が美しいので広く観賞用に利用される。またキフゲッ
トウはゲットウの斑入品種で、この葉は生け花用に八丈島で栽培されている。

　○ラン科　Orchidaceae
ツルラン 観賞用に利用される。
オキナワセッコク 観賞用に利用される。
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Ⅷ 天然生常緑広葉樹林の天然更新 
 
１． 沖縄の照葉樹林における帯状伐採施業 7 年後の保存区残存木の生育状態 
２． 沖縄の亜熱帯常緑広葉樹林における択伐施業林初期遷移の再生ソースの寄与 
３． 西表島の亜熱帯常緑広葉樹林における皆伐火いれ 18 年後の林分構造と種多様性 
４． 亜熱帯広葉樹林皆伐後樹種の胸高直径による根株の枯死率 
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Surviving States of Primary Trees in Residual Areas Seven Years

after Strip Clear-cutting in a Natural Laurel Forest in Okinawa, Japan
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ISubtropical Field Science Center, Faculty of Agriculture, University 0/ the Ryukyus,
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Central South Forestry University, 412006, Zhuzhou, Hunan, China)

3Iriomote Tropical Biosphere Research Center, University 0/ the Ryukyus, Uehara 870,
Taketomi-cho, Okinawa. 907-1541, Japan.

Abstract: The effect of strip clear-eutting on surviving states of the primary trees 7 years post-cut in a

subtropical laurel forest in Okinawa was studied. In the 3,600 m' study area, six permanent plots named

A to F were established by sequence in January 1995. A tree census was conducted; all trees with height

equal to or higher than 1.2 m in the study plots were numbered and recorded with species name, height,

and diameter at breast height (DBH). Strip clear-eutting was conducted after the tree census in February;

the trees in plots A, C, E were clear-felled at the base at 20 em height above the ground, versus the other

trees in plots B, D and F, which remained. In the present study, a new tree census was performed in

December 2002. The primary trees consisted of 51 tree species 550 tree stems in plots B, D and F were

checked. Examined and measures were the surviving state, DBll and height. The current state of the pri

mary trees was divided into seven types. The results showed the majority of stems (64.7%) remained in

regular state without obvious damage, while 35.3% of them were in disturbance, i.e. 15.8% of them were

dead, 12.9 % of them were living in standing state with breakdown at treetop or with withered tops, and

6.6% of them were living in falling state. The surviving states of primary trees differed by DBHs, life

forms and tree species. The smallest DBH group (I-2 em) had the highest mortality rate, versus the big

DBH group (>12 em) which had the highest rate of breakdown at treetop. ArdilJia quinquegona, a kind of

nanophanerophyte species, had the majority of the dead stems, while the dominant species, Cuslanopsis

sieboidii, had the low mortality (6.3%), with most stems (71.9") in regular state.

Key words: strip clear-eutting, surviving state of primary tree, seven types of trees, subtropicalla.urel for

est, natural regeneration

Introduction

Laurel forest dominated by Castanopsis sieboldii is

widely distributed in the northern part of Okinawa

Island, Japan.'·l1 Unfortunately, this type of forest had

largely been destroyed during the Second World War. and

has been deformed by excessive cutting and land use in

recent decades". Thus. great concerns regarding harmoni

zation between utilization and conservation of this kind

forest have been raised. Natural regeneration is regarded

as the basic means of regeneration for natural forest in

Okinawa." To explore the feasible regenerating methods

related to this kind of laurel forest, several field experi

ment utilizing measures including clear·cutting, selective

·Corresponding author (E·mail:akahige®agr.u-ryukyu.ac.jp)

cutting and strip clear-cutting, have been carried out by

our research group.~tl In this paper, we examine the strip

clear-cutting system 7 years after such a technique was

tried. Since the strip-cutting system is relatively new, and

the surviving state of primary trees after strip clear

cutting remains unclear in Okinawa, the objectives of this

study were to (1) check the states of the primary trees by

diameter breast height (DBH); (2) probe into the surviv·

ing states of the primary trees for different life forms and

(3) investigate the surviving states of the primary trees

changed by tree species 7 years after strip clear·cutting.
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Study Site and Methods

I. StUdf/3itf!

The study was carried out in a subtropical laurel forest

at Yona Field, Subtropical Field Science Center, Faculty

of Agriculture, University of the Ryukyus, located in the

northern part of Okinawa Island in Japan (26" 45' 30~ N

and 128"05' E). The rainfall is about 2,750 mm per year.

The mean annual temperature is 21.8 t:. The altitude

ranges from 320 m to 340 m a.s.I. The region is character

ized by a maritime subtropical climate and abundant rain

fall throughout the year. Typhoons frequently oceur from

July to October, bringing high rainfall and strong winds

to the island.

Prior to strip clear.cutting, the site was dominated

by C. sieboldii, which shand 64.71 of the total stand volume.

The composition of the site, including main tree species,

density and basal area before strip c1ear-eutting is shown

in Table 1. The trees in residual plots consisted of 51 tree

species. 550 tree stems with heightOi::l.2 m. The maximum

DBH in the plots was 96.Ocm. and the highest tree reached

12.0 m. The distribution of the primary trees varied by

DBH shows a typical ~L" type according to the database

(Fig. I). In addition, the total designed area for this study

is 3,600 m'.

2. llJethod,

Four 20m x 10m plots named A, B, C, and 0, and two

10m XlOrn plots named E and F were established in sequence

a~ almQ$t ~he same contour line in a natural forest in

January 1995. The four 20m x 10m plots were further divided

into twO subplots (JOm x 10m, in size) named AI. A2, and

so on. For the convenience of investigation. the 10m X

10m plots were sub-divided into 25 cells (2mx2m each).

Before the strip clear--eutting. a tree census was conducted.

All trees with height equal to or higher than 1.2 m in the

study plots were recorded including species name. height

and DBH. A pennanent number was tagged on the tree at

Table 1. The main trees in experimental plots at residual area before strip clear-cutting in a
natural evergreen broad-leaved forest.

4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 3~ 36 38 ~o >40

DBH (em)
Pi". I. Distribution of the primary trees by DBH in residual plots for a natural
laurel forest. The stem numbers by DBH showed a typical "L"dis~ribu~ion.
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i<) <I) i')

Fig. 2. Surviving state of the primary trees 7
years after strip clear-cutting. a) living in
regular state. b) living with withered treetop;
c) living with breakdown 'at treetop; d) dead in
standing state; e) living in fallen state; f) fallen
but with living sprout; g) dead in falling state.
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Surviving state of the residual trees
Fig. 3. Frequency of primary tree stems 7 years
after strip clear-cutting.

states of primary trees, although there were some exceptions.

The reason is, in general, that the forest has the highest

frequency in the small DBH class, with gradual decreases

in the number of stems towards the large classes {Fig. I).'"

In the present study, the smallest DBH group of 1-2 cm

had 67 dead stems ("g"), which sharing 77.0% of the all

dead stems, indicating that most dead stems were from

small DBH groups. In fact, nearly one-fourth of stems

were dead for DBH group of 1-2 em. This group had the

highest mortality frequency (Fig. 4b). The DBH group of

4-6cm had the highest frequency (90.096) of type "a".

whereas DBH group 12·20 cm hit the lowest frequency

(40.0%) of type "a". DBH group 12-20 cm also had the

highest frequency of type "b" (20.0%) and "c" (24.0%)

among all DBH groups.

'"'"..,,.,

the base. In February 1995, strip clear·cutting was oonducted:

the trees in plots A, C, E were felled at the base at 20 cm

height above the ground, while the trees in plots B, 0 and

F remained. In the present study, a tree census was performed

in December 2002. All trees equal to or taller than 1.0 m,

including all primary stems in plots B, 0 and F, were reo

corded by species name, height, DBH (for trees higher

than 1.3 m) and current surviving states.

'The current surviving states of primary trees were

divided into 7 types as shown in Fig 2. The life·form spec

tra were divided into 4 types, namely mega (MM),

mesophanerophyte (M), microphanerophyte (NM) and

nanophanerophyte (N) according to Flora of the

Ryukyus. IGl

Surviving 6tate of the re$idual trees
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•
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00
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'The frequency of the primary trees for different sur

viving states is shown in Fig. 3. Seven years after strip

clear·cutting, the majority of stems (type "s", 64.7%) remained

in regular state without obvious damage. 15.1% of them

("g") were dead in fallen state, while 0.7% of 'them (Hd w
)

were dead in standing state, resulting in a mortality rate

of 15.8% (~dW +"g.). The state with breakdown at treetop

shared the value 9.1% (~c"), versus 3.8% of the trees (Hb")

which lived with withered treetops, showing that 12.9% of

the trees (~bW +"CO) were living in standing state. Trees

living in a fallen state hit 6.6% of the trees ("e"+ T). Of

these, 3.5% lived in fallen ("e"), while 3.1% of them ("f") in

a fallen state but with living sprouts. These disturbed

stems made up 35.3% of the total stems in the residual

plots.

Results

1. Surviving states or primary trees by DBH

The DBH group of 1·2 cm had the highest stem number

among the surviving states of the primary trees except

type ~d" (Fig. 4a). Along with the increases in DBH, the

decreased trends in stem number were found for the surviving

8HZ 02-" lli!4-6 i:i6-8 D8~12 ~12-20 ~>20

Fig. 4. Surviving state of primary trees by DBH
7 years after strip clear-cutting. (a) Number of
stems; (b) frequency. The frequency was calculated
in each DBH group.
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Fig. 5. SUfvil/ing slale of residual trees by life forms 7 years after strip clear-cutting. (.) Number of stems;
(b) frequency.

Table 2. Surviving state of main primary lreeS (stem numberSlo5) by species in the residual
area 7 years after strip clear-eutting.

Spociu • " b " , " d " • " " • " T.,..
Al'dUUJ lfIIinqwg_ (Shishialcuchi) 71 47J , 3.3 • ~.O 0.7 12 '.0 II 7J .. 293 150

Distylium rlluMlfJum(lsw'Oki) 106 liS 3 2.3 II 'S 0.' 1 O. 2 IS b 4.' 130
QuI(J~if sieboldii (Ilajii) 23 71.9 I 3.1 • 1'1 2 '.3 32
eamt/li"/uld_ruiJ (limcsazanka) 19 ".. I 4.3 I 4.3 2 '.7 23
Rona',. nmthioides

" 65.2 4.3 4.3 4.3 5 21.7 23(Sh.imamisaonolci)
Ptyt:hoINl rubra (Bochoji) I< n.8 2 ILl 5.' ,.• IS

nu ficoida (O>hiibamoc:hi) 13 16.5 5.9 '.9 2 "' 17

ScNfJlull ocwpIr)'/Ui (FubPoki) II 73.3 '.7 2 13J I '.7 "Sryr4U~~ (Esoooki) •• ,0< 3 2" 3 25.0 12
lJuia1UJu4pdii

2 21.1 11.1 11.1 , 55.6 9
(fashinorunimiooki)

IWoIjuu uricu (Shirodarno) 3 33J 11.1 2 21.1 3 33J 9

Qmknia jllSwillQidQ f. • 75.0 12S 12S •grandifl(XQ (Kuchinashi)

Cinna-.msieboldi; (Nie<:kei) , 71.4 I \4,3 14.3 7

Dendropanox ,r;jiJus (Kakuremioo) • 85.7 I 14.3 7
flarocarpus jiJponicus

3 50.0 2 33.3 16.7 •(Kob;uunochi)

Mdiosnw lepUJ0t4 ssp.
4 ".7 16.7 16.7 •squnaJ",,, (N3nbanawabuki)

ArdiJi" JidKJIdii (MokUladlibana) 20.0 2 40.0 I 20.0 I 20.0 ,
CtliliauPfl jfJpotIial v..l~

4 80.0 20.0 ,
(Omlll1lSaki$hikibu)

Ctlrrrlli" j"potUfil (yabul5Ubaki) , 100 ,
DiOJJTYroJ morriJi,,1UJ (ToIl:iwagaki) I 20.0 I 20.0 I 20.0 I 20.0 I 20.0 ,
Other 31 species 38 65.5 J '.2 9 15.5 I 1.7 I 1.7 2 3.4 • '.9 "T""" ". 64.7 21 3.' 50 9.1 4 0.7 17 J.I 19 3.5 8J 15.1 550
Species are listed by totaInumbcr of stems.
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2. Suroiving atatn 01 primary tnn blllile lorma
The stem number and frequency of primary trees for

different surviving states by life forms are shown in Fig.

5. MM and N shared almost the same stem number (35.1%,
34.796. respectively), followed by NM (20.7%) and M

(9.5%). For surviving state of the primary trees, type "a" had

the highest values (Fig. Sa), and hit the highest frequencies

for all life fonns (Fig. 5b). For life form N, type "g" had

the highest stem number (51 stems) within life forms,

and hit the highest frequency (26.~) among four life

fonns, indicating that most dead stems were from life

form N. The lowest mortality rate ("d"+ "gO) was MM,
hitting the value 6.~ only. The mortality rate by life

fonns in consequence was N>M>NM>MM, which was in

agreement with the result of selective logging in the adja

cent area."'

3. Surviving states o( primary trees by trees spreies

The surviving states of the primary trees by species

for trees whose stem numbers Oil; 5 were shown in Table 2.
or these 2Q species. 4 species. including Callicarpa japonir:a

vaT. luxurians, Camellia japonica, Dendropanax: trifuJ.us,

Gardenia ,ia.sminoides f. grandiflora. were found to have

no dead stems. Two species. namely Camt!llia lutehu.ensis

and Distylium racemosum, had the type "a" higher or

equal to 80.0". The primary dominant species. C. sieboldii,

hit a low mortality rate of 6.3'J6 ("d"+"g") with most trees

(71.9'J6) in regular state (~a"). The highest mortality rate

("d"+"g") species were Lasianthus fordi~ Neoiitsro seriMl

and Ardisia quinquegona, hitting the values of 55.6%,

33.3% and 30.0%, respectively. A. quinquegona had 51.7% of

all dead stems due to its having the highest tree stems of

all the species. In addition. 2 species, Glochidioo acuminatum
and Myrsine sequinii. which had stem numbers [ower than

5. were found to have disappeared entirely.

Discussion

The impact of strip clear-euuing on the future structure.

biological diversity and ecological function of forests is a

topic of continuing debate."'" Our results showed that

most primary stems were in regular state (64.7%) seven

years after strip clear-cutting, which was slightly higher

than that at a nearby site laurel forest 8 years after selec

tive cutting (58.2%)."' The primary dominant species, C,

sieboldii, had a low mortality rates of 6.~, with most of

stems in regular state (71.9'J6). The results of this study

suggest that silvicultural systems using strip clear-eutting

might be feasible for maintaining the natural laurel forest

in Okinawa.

However. attention to the impact of wind-throw

should be given. In Okinawa. typhoons frequently occur

from July to October, bringing strong winds to .the island.
After strip clear.cutting. larger openings were suddenly

created in the fOI·est. The trees left at the edges of clear

cutting are exposed to stronger winds, making them more

susceptible to wind-throw. [n the present study, the DBH

group 12-20 cm hit the type ~b" and "CO, 200; and 24', re

spectively, and DBH >20 cm hit type "c" 19.0'11;. higher

than those in small DBH groups (Fig. 4b). It seems that

higher trees were more susceptible to wind-throw. In the

field work, several big trees and branches were found broken

down at treetop in the.bonler between plots Band C dllllUlKtd
by the typhoon No.16. a powerful storm which occurred in

2002,. The breakdown of big trees or branches might aHeet

both adjoining primary trees in the residual area and the

regenerating trees in the clear-cut area.

In this study, A. quinquegona and L. fordii. which

belong to life form N, were two of the highest mortality ratc

species, especially, A. quinquegona which shared St."" of

all dead stems in the study plots. The N trees normally grow

in the under-storey layer; the sudden changes by felling

nearby may greatly effect their growth. For example,

strong light, drying in the forest, and strong wind from

the strip gap, may result in a higher mortality rate for N

trees. Secondly, the direct damage from falling branches or

stems of the primary MM or M trees, which was observed

in the field work in type ~b" and ~c", may also result in

the higher mortality rate of the N species. Furthermore,

the pressure of population density by growth of the primary

trees and invading trees may be considered as one of the

reasons for the higher mortality rale of N trees.

In conclusion. 7 years after strip clear.cutting, the

majority of stems (64.nI) in the residual area of the study

plots remained in regular state without obvious damage.

while 35.3% of them were in disturbance, namely, 15.~ of

them were dead in fallen state or dead in standing state,

12.9" of them were liv~ in standing Slate with breakdown at

treetop with withered tops, and 6.~ of them were lived in

fallen state. The results show the surviving states of primary

trees differed by OBHs, life forms and tree species. The

small DBH group 1-2 em had the highest mortality rale.

versus the big DBH group (>]2 cm) which hit the highest

rate of breakdown at treetop (over 19'J6). It seems that the

taller the primary tree, the higher the damage rate. The

higher damage rate of the big trees may be the effect of

strong wind-throw through the gap of clear-cut strip.

It should be pointed out that, in this paper, we focused

on the current states of the primary trees 7 years after

strip clear-cutting. However, we did not give attention to

the regenerating trees and invading ones. For evaluation

of the strip clear-cutting system, not only the states of the
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primary trees but also the growths and states of the clear

cut UftS, and their sprouts and seedlings should be considered.

Further studies regarding the abovementioned strip dear

cutting system are needed.
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Measuring mortality of different species stump with DBB in a naturally
regenerated cleareut subtropical forest

Uchao wu··" • Takakazu SHlNZATO' • Choken 1sKlG.uJ' and MilSuDori ARAMOTO'

'College 0/ RuolU'U.1 and £nvinmmml Sciol«. CmtrrJ Sollth U,,~ity

of Foruny & TtcItnoJcgy, C"-gIM. 4/0004, HtmaII, Chino; 'FQClilty of

Agrlcllitun, U"ivenily of the Ryu.t:Yw'. Nuhihtua, Okinawa, 901-0113, Jopatl;

'Tropical Bieuphen Reuorch Cenrn, Uniwr:,;ty of the Ryu1cyu.r, TtJJcetaml-cho.

QkinDWO, 907-/541. Japan

Abstract: Within the fnmcwoR of I series of forest recovesy researches of I subtropical evergreen broadleaved forest, this study

was carried out to measure l"lIQl1&Iity rates of tree stumpa changed by spe<:ies diameter al breast height (OBH) based on the

surveys of 62 woody species and 1,893 tree sleIII$ taller than 1.2 m in four 20 m X 10 m plou were recorded in 1993. At

an Aup 1998 tree celISU5 five yean; after dearcul, all Iprouting sIems higher than 1.0 m WCfe identified, and the 5latuscs of

aU the residual stumps were ebetlr.ed. 'Jbe, investigation showed ~I 382 stumps were dead without any living sprouts whcn:&s

I,S II stumps were 5WVived with living sprouts.. The flIrtIItt SlUdics showed that the lDOftaIity rate5 of stwnps did DOl val)' wilh

DBH of the 5land, but vuy with the lpOcies DBH rarlllbbly. The mortality rata by stump DBH witlilil s:peeies for these whose

total 5lwnp IlUJIlbcn Oi: 10 StaDll in !be midy plots were divided into four pa!1enlS: (.)With !be inm:asing DBH. !be morulily

rales incrascd. (b) Inversely, willi !be inaeasing DBH in • catain exlmt. !be monal.ily ralcs~ (e) Wilh an ine::teasing

DBH,!be monalily nics de<:Raied II! fin! lIlld !hen~ 10 sonae Ulenl. (eI) Tbe mortaIily rates; wac iDdqxDCimt of DBH.

'The above resuilli lU8lailed !hat different s:peeies might ha~ different mortalily plUIel'DS. lIlld that diffc:rmt Irtle s:peeies might

have different ntiona.l DBH ranaa for $prout Il3tunlI regeDenltion. This knowledge eould be muc:h uscfill for forest reeovery

fOfelC<Uting when !be seven forell dislWbances oocumd in subtropieal regions.

Key words: sublropil:al everpctll broad-leaved forest; moruJily rales of slulnp5; e1earcutting S)'$tem; natural regeneration

Intr-oductiOD

The concept of nalUJ1lJ regenemtion is not new among

foresters in lhe world. It appean: in most silvieullUJ1ll texis

and practieal handbooks I. II. But it is a proecss that has rarely

been used fOJ" successful restoc:lring of evergreen broadleaved

forest in subtropical regiOlUl. Most foresters have little pnetieal

e~cnee of oalUra1 regencraliOll of broad-lcaved forest in

comparison to planting. However, with the deyeloplDCDt of the

world, mviroamcntal damages have beoomc WOBI. MlK:b

.nenIiOn bas bec:n paid to natural regencntiOll. because of

environmental and conservation benefits !hat oaturaI regmcntion

~ ......
CIcalcut bas traditionally been pnetiocd as a ebc:ap means

of c;lcaring foresta fOJ" agrieulnue or forestry in many ~Iopin.

eounrrics of Southeast Asia. Aliic:a lIlld South Americ::a 1"'. In

subtropical regiOlUo especially in China. eleatCUt is also pnctieed

widely as a traditional measure for preparatioo of furesttlllld.

In rec;ent decades, large areas of oalurlll. evergreen broad-Ie.ved

forests in China were e1tam1t for the eonstruetion of rut-growth

coniferous forests becallSC of the higher ecooomie benefils of

the laner. However, few anentions were paid to natuBl

regenet1ltion after clearcut of the broad-leaved forests in

subtropical areas. Therefore, there i5 a pressing need to

understand !be secondary forest regeneration proc;c:sses for !be

evergreen broadlcaved forest after clean::ut in subtropical regioll.l.

In this paper, we discussed the measuring mortaIil)' rale of

cut stwnp for an evergreen broadlcaved forest after clearcut

on northern Okinawa Island in J.pan, and hope that this study

could also give guidance fOJ" the nalurlll. regeneration of evergreen

broadleaved forest in south China where Cle&rCIIl is still widely

used fin the preparing of forestland.

lD !be past two dc:cades. several reports related to tlllural

regeoeration of broad-leaved forest in Okinawa.. Japan. have

been done. Hira1a 101 slUdicd dx swvival me of stumps and

!he mean Iprou! IIUl:lIber per ItUmp approximately four to five

II'IOfItha aftel" selcc:tiOll. c:unina- Auto" reported the dandltruClUre

and growth of talJet species 3 years after c:unina- Shinzato

d aI studied !he monal.ily ehanges by species. life-form IpC'ClfI.

and the diameter at br'eul: bd,ht (DBH) S years post elearcut·.

Wu CI aI llUdied the stand IU\lleIUR S years post dtamlt for a

natural subtropical nergrcm broad-leaved. fomit in northern

Okinawa ". But the efl'ecll on morWily me associated with

species DBH remain unelclr. This paper covers our wod:

of !be morulil)' ratcs of SlUmps by DBH for different lree

speeies. This knowledge could prove to be very useful with

forest recovery and regellCflltion fOrc<:asting after severe fores!

disturbances in sublropies.

·Corrcsponding author (E-mail: wusi!jp@yahoo.co.jp; Tel: 0086-731·5681329)
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Material and Methods

I. MllkrW

The study ,ile was selected in I natural foresl within !he

University Forest that is auocialed with university of the

RyuJr;yus. The fORSt is located in the northc:m part of Okinawto
WaDd, lapan (26" 45' 30" N and 12S- 05' E). The a1tilUde

JalIICI &om 300m 10 330m above sea level. The mean annual
pacipitation mea5Ul'ed at Y_ Univmity FOft$I _ 2,650

nun, !be mean annual tempentuR was 21.6- C, tbe mean

moothIy muimum~ was bi.Jbe$1 ill August (3ll t).

aDd mean monthly minimum temperature was lowcst in February

(IO.8"C) durinS the past two declilb.

The study area was covered with an evergreen broad-leaved

forests dominated by Castanopsis sieboldii,which shares 68.1

% of stand volumes. llIc: composilionof main tree species about

mean DBH, mean tree beighl,density and a.anding volwne

before cutting. are dlown in Table I. The parmI bedrodr: is

sandy sbale, and the soil is clasai6ed • yellow soil". In

Jddi~ !be thickncu of soil borizIOn is more than 80 m. and

the thK:bIc:u of $Oil hllmU$ horizon is between 4-12 CII.

Table l. Outline of main tree species in an evervem broadIeaved (<est It study plots before cleazeut in

Okinawa.

M= Mean tree T~ Volume

Species DBH height density
m' hi" ••(~) (m) (trees ha")

CartantJPSu sieboldii 15.1 7.2 1,263 94.7 68.1
Selljmll waJlichii np.liuki_u 12.3 '.0 JOO 16.3 11.8

£/~lIS qNcrrv 7.3 '.3 188 3.0 22
SdwfjIn-a octopItyI14 7.1 ,.• 338 4.' 3.'
e-Ifia 'Iltdl_iz 3.' 4.0 '" 2.1 U
Mynilw uquiltii 22 3.1 1,263 l.l 0.'
DUty/iII'" rtJCJr_". >1 3.1 2,330 I., 13

ArdUio f(IIUJqwgotllJ 1.0 2.2 6,363 0.' 0.'

""'" 2.' 3.3 11,12.5 14.1 10.1

Total 23,863 139.0 100.0

2. MdlllHh

FOUl plots (20 m X iO m, in sac) were esublishcd in a

natunl forest in 1992. Each plol was divided into two aubplots

(10 m X 10 m, in .size). AI the ftnt invClltOf)' in 1992, 1,893

tree5 taller than 12 m in the INdy plotl were~ ineludiDg

the species name, tree beigbt, and DBH. The rneasuranents

were taued on the slem of each tree at the base. AU ftes

were relled al the base about 20 em heipt above the pllWId

in February 1993. Field invClliptioo was pedonned in 1998

between May and July. Each subpWt was SlJb.divided inlO 2.5

quadntes (2 m X 2 m eaclJ) roc coavenience or investiption.

The s:peo;:ies or all tile living trees taller than 1.0 m were

recorded, and for those exceeding 1.3m· in height, DBH was

also meuured. Especially, the stumps which were cui in 1993

were rechecked including both of number or sprout sbooU and

decay stale or !he stumps.

Results aad discussion

Sproul regmeflll:ion takes verJ importaIlt ro&e 011 IIalWaI

regencntion or Con:st following c1earalt or severe disturballoes..

By the pneUq root systems to tab up the nutrimts from

soil, the sproUl sIems grow fasl and take prevailing posilion

in composition of species compared 10 seedling tree spocies.

Sprout regeneration is considered 10 be UI importanl measure

for forest _tty at a global scale. In the~ slUdy,

Shinzato a iii studied the mortality rate or DBH of aU' tree

species and decay or stumps, and round thaI the notaIity or

stwnp did not change With the SWld OOH ".

The questim mnains about wbetbe:r tbe IDtOJtaIity of wmp
cbanges with \'V)"iq: DBH wittUn spcric:a: of ftes five yeaq

post clearcut. There are DO related fqlOIts round so Car lISSOCia!ed

with natunI evergreen broad-leaved Corest and this question.

In the presenl SIIIdy, the results showed that the monality rales

of stumps varied with species significantly (Table 2). Two

spocies, mainly EuT)'Q osimen.JU vat. konf!IlirlK and Turpinia

fernale, had no living stumps. Adversely I 6 species, far

example, CuJlicurpa japonica Vat. 1IaUrianJ, lIex Iiukiuf!nsu.

had 00 dead stumps, and 44 s:peo;:iCl, Cor instance, C. sif!oofdii,

SdriJlla WQ/Jidlil ssp. /illkiwruis. had DOl only living stwnps

but also dead stumpe;. In gmeral, 382~ were dead, while

1,.511 .sturnpI were survived with Iivirla: sprout..

There were 33 Inlc spo;ies wboIe total .mmp IlUlIlhen; were

~ 10 stemI in the study ~ showed that the IDtOJtaIity ra1e
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TaW. 1. Mortdfy nfa ofdWIIpI cMncN .,. spedr DBII a' dot ...-.. rqnwntinc foftsl ........, Span
durcul in OkinaWL

Spttia
~<o I I<llllHS2 I l<1lIIH'" I S<DBHS'IO hO<l»lHsllJl "''''. I ,~-- • __ 'lI._ .... • -... • __ 'lI._.... 'lI._ ...... •

~---_.- • • • • , • • , •
._~ • • • , • • , •-- • • • • • • • , •-- • • • , •N__

• , • • • • • • • , • • • •-- , , • , , • • , •-...- • • • , , • • , • • • • • • " •N_'" • , • • , ,-- • • • • • • • • • •
-~ • • • • • , •
t.,.~. • • • • • , •_..... • • • , •-- • , • • , •
,~- • • , • , • • • •
1I_~"'1lrI* • , • • , , • , • , , , • • •
,~- • , • • , , • , • • • •
,~- • " • ,

" u ,
" ,. ,

" "-- ,
" .., • • • • • • • , • • • ,

" .,--- • , ••• • , , • , • • , • • • , ~.. , .. ..,-. ... ,
" "

, " .. , • • • , • , • "--- , • 2'-0 • " • , .. '" • " • , , • , • ..,-- • , • , ,
"

,
" u • , • • , • ,

" "-- ,
" ". • " • • , • , • ...-- • , • • , • , • •• , • 10.0-- , , ••• • , • • , • • , • , • 11.1

~-
, • 11.1 • " • ,

" .., • • • ,
" • " ILl-- , n IS.' ,

"
, ,

" 10.' " " 11.9--...- • , • , , ~.. • • • , , n • • • ,
" m-- • , • , , ~.. • , • , • ,u-- • " 16.7 , n "

, , '" " W 14.S-- ." " N' ,
"

, ,
" ,1> • .. • • • • ,.. " ,.. ,<0-- , • ,u , ,

"
, • ".. ,

" 15.0

~- ." " '20 • • • , , • • • • ,
" " " ..- .. " 16_'-- " ~ ... n '" "

,
" " 16' 4D 16.9.......- , • ,w • , • , • 1I.1 • • • ,

"
,

" ".S-- , , 33.3 • , • • , • , • "..-.- , , 25.0 , , , , ".. • , • • • , • "..-- ,
" ".. • • • • , • • , • ,

" "..-- ,
" 16.7 , , .. ,

" 14.J , • 14.3 • " 2l.lN__ , , • , , • , • , • ,w , , 2'-0._- , , SO.O • , • , , ... , , n.3 ,
" N.'-- , • 42.9 • , • , , 33.J • , • • , • • • "..

a-_~t ........ ,
" 16.7 • , • , , 21.6 • , ..., , • 'W • " 31.0<-- • , ., ,

" "
, • no , • ".6 " " 3U.......- • ,

"
, , 33.] • , • • , • , • 31.S

11_",-""",,- , , 33.3 , ,
~

, • n.] , , ..., • • 42.9--.- , • ,w , ,
~

, , ... • , • ,
~ , • 4S.S-- .. " ... " " .. " .. ... , , no • ,w " " .. ,.' , , 'w_ , • ,w , ,

"
, , ".. , , ..., • 'W , • ..,-- , • ,w • , • , , "·9-- , • 'w • , • , , •••- -- • • , , ~, , , ..., , , ~.-- • • , , ~.. , • '"

, , ~.-- , • , ,
~. • • • • • , ".1-- , • '"

, • • • • , • , , ....._- " • "-, • ,
"

, , •• " " ....
~- • , ..., • , ...,- , , ~.. • , , ...,---- , • 'w , ,

"
, , n..--- • , • • , .... • • ,.. • ,.. "

, ...,t-Joo--.- • 'w , • '"
, • '"

, • '" • '"
, • 'w

';'T"""'- , • , • 'w

of ItUmps changed within~ DBHs. In the study, r~ 10.0 ba, respectively (Fig. II). (b) Inversely, with the iDcrasinl
patterns of mortality ",~ within ~ies DBH w= r""", DBA in I certain extm!, the mortality mes dcueased. ThcR:

(Table 3) : (I) Along with the incfeasing DBH, the monaJity weR 9 species in this plttem, for inflan(:c, Ntoliu~ acicu/(JI(J

rates increased. Seven species were present in this type, for and C. .rkboldii, most dead stum!» occurred It the DBH clus

example Dmdro~ trljIdw and Mynine sequinii achieved that was cquaI to or less than 1.0 em (Fig. Ib). (c) Along

mortality mtes 100% wh~ DBH was higher than '.0 Md with an incrusing DBH, the mortality IlItes decreased at fint
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TatHe 3. Mortality patterDI changed by spcQc:s for spec:ieI whole lotaI stump IlllIDbef _ iii:; 10 ItemS iII the

study plocs.

I"""'" Sp<cia

•
C_,IIiQ lutcJ.uouis, Dendropanax trifuJlU, EIoUXXI'7"U sy/vQtris. GordeniD

josminoiduf grondifloro,Jla mIUl'mowicziana 1o'Q". mutchagam. Mynim sequinii,

RhDpilioiepis indica

1

b

Anliduma japonicum, Ardisill quinquegoou, Ca.rtanopsis sieboldii, CinllDmomllm

pnudo-fNdrmcu/atum, ElaeocarpuJ japonicuJ, NeoJilsea acicl/lala, PersM

Ihunlnrgii, Symp/ocos anomafa, Syzygium blUifoli.tm
•

CamelUa japanica. Dislylium raCmlOSIlm, Rhododendron la.Jhiroi, SchefJIeru

oclophyllu •

d

Ardisia sieboidii, Dapllniplry/lum gwuctscou up. /eiismonnii. Diospyros

morri.';CUIQ, !fa ficoidm. Hu glUhimsis. MeU_ lepiJOla up. squmu/D(tJ, Pr:nftl
jtJponiCQ., Psychotria rwbro, !Wndio C'tJIlMioklu, Sdlima _Iliclli; up. 1iM11:ilmUis,

Twmnu gmcifjpu, ThlcheritJ virgota, IIbwmumjaponicum

J3

and lben incnased to IOIDCI extent. Four species were present

ill thiI; patlc:m.. For eumpk, Rltododvtdrotr tashiroi aDd C

ftlpottial Wf;R bdonged to Ibis patlcnI (Fig. I c). (d) 'The

momLity rates were independml of DBH. Thirteen tRe species

were in this paltC:nl, for e:wnple, So lWl/ficJrii ssp. fillki_u

vd 110: goslJimsiz (Fig. Id).

HIWI' d tJi. reported thal the IWVivaJ ra!e of stump6 of
..4cociD auricuJijonfti.J decraIed wilb tbc inrn:asing DBH of

$hImp 1.. In the JR5eIIt 1tUdy, !be resutt showed dw !be

mortality varied with DBH for diffo:fellt species rematbbly.

100
100 ,

(.)
,

.•.•• - N. .,.it;u_'",
90 (b)90 ,

/ ~ C.s.,/Joldi

"
,

",
/

40
.. -_ ..... --- 40 •- ....... - Mseq.J;';· .

20 -..- D.triIidJs "
0 0

'" I<.tIS2 = •• 5<0:lil0 11)(0:liJO 0>5 ", 1<.t1;U 2<OS' 5<OSI0 IlKtlSJO O~

100 " £ 100. (d) -ir S. 'tI1iIkhi
90

.. 90 _. 0-' - IlIIJx 6Osh.nsis.~
" .

"..
40

---.- .. RWlIi-oi
40

20 ----- C,iIponic. " '"., , .
0 0

0" 1<OS2 2<OS. 5<O:li10 1O<D:liJO 0>5 '" I(DS2 2<DS' 5<OSI. IlKtl:liJII 0>5

Fig. J. Distribution of monality panems by species DBH for the .pecies whose total stump numbers ~ 10 stems in the study

plots in Okinawa. (a) With the increasing DBH, the morulity Bles increased. (b) invef\Cly. with the increasing DBH in a certain

extent, the mortality rates decreased. (c) With 1II increasing DBH, the mortality rates decreased al firsl and then increased to

some exlent. (d) 1be mortality Btes were independent of DBH.
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It suggested thai different species might have different pattern

of mortality. Almost all living-stumps like D.trifidus, which

belongs to type one, are small diamet.... stump$. The« .mall

diameter stumps whose sprout canopy is located in the lower

layer probably resu]t in death when intensive eulling methods

are used followed by IWltural forest restoration because of their

weak space competitive ability.

Different spede:s might have not only different pattern of

mortality but also different rational DBH ranges for SproUl

regeneration. In the present study, nineteen of the twenty-one

stumps were found dead of D. rrifidu$, however, the field

investigation showed that the two Jiving'stumps grew vigorously.

FW1her study showed thai one living slump located in DBH

class of 1.~2.0 em, another in 2.0-5.0 em (Table 2). Mainly,

when DBH was over than 5.0 em, all 10 stumps were dead

without any living one. This strongly suggests lhal the appropriate

DBH for sproUl regeneration to D. trifidus was less than 5.0

em. Huang el aJ. also found a similar result for A. Quricu/iformis

plantation. The rational DBH range for sprout regeneration

was between 4.0 and 8.0 cno '"

In conclusion, following 5 years of natural regeneration of

a post cleareul subtropical evergreen broad-leaved forest on a

northern Okinawa Island in Japan bas been shown that mortality

rates of the residual stumps did not vary with general DBH

of all species, but vary with DBH of individual species

remmllbly. The Iaulb indicaled thai dirTcco::nl spo::o.:ie:l m~t

have different rational DBH ranges for sprout regeneration.

With the fllSt pattern of mortality, more attention should be

paid to it because of heavy mortality for big sized stumps.

II should be pointed out that the present results were

undertaken on a small scale, and that the paper only discussed

the 33 tree species whose total stump numbers were ;;: 10 stems

in the study plots, other 29 tree species were not treated here

due to small number of stumps based on present data. Therefore,

further study is needed to COllfinn the mortality patterns for

main tree species on a large scale ill Okinawa. However, the

article compares results with the available resources and discllSSCll

future pl'ospe<:ts for forest recovery and regeneration fOn:castillg

using natural regeneration after severe foresl disturbances in

subtropical regions.
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Ⅸ 亜熱帯沖縄における非木材林産物 
  
本Ⅷでは、亜熱帯沖縄における天然生常緑広葉樹林の非木材林産物として、西表島におけるリ

ュウキュウイノシシをとりあげた。 
  
発表した論文は、次のとおりである。 

１．西表島におけるイノシシ猟の伝統技術と実状 2006,12 琉球大学農学部学術報告  
No.53：11‐18 

 
２．西表島における森林植物とイノシシ猟について 2007,3 九州森林研究 No.60(印刷中) 
 
３．西表島におけるリュウキュウイノシシの餌植物と解体利用 2008,12 琉球大学農学部学術報告 
  
以下に、論文及び校正稿を添付する。 
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西表島におけるイノシシ猟の伝統技術と実状

石垣長健.■● 新里孝和,7 新本光孝 1

L琉球大学熱帯生物群研究センタ-西表突放所

:琉球大学Jt牛恭附属亜熱帯フイ-ル ド科学載育研究センター

Thetm ditiorLa)tcchrLiqucsandcurrentcol)ditionsofwi ld boarht)ntingln
Iriomotejshnd

ChokenIsH】CAKJ.L●TakakazuSHINZATOZ.MllsunorlARAMOTOl

'lr.omoLeTropICalB10SPJICreJbBearChCenter.U〝wersEO･0/LheRyutvw,

'syblroJ"CL']F'eJdSc'e"ceCeがey,Facu/ヴ0/̂ gr'ey/tyre.Unwe'∫'o･o/II'e砂 ubw .

AbstractT7lcvlldboarsthALllYCLnlnornolcTsllndATeRyL)kyu一nWlIdboJLrS,VhlChArcSnaHertJl&A

)叩Jn亡SCVlldboarsThewllJboarht】TltlnghM bccrLmAlnLLLTLCdlnlnoml)telshndbythel11且ndcTSYVho
cot-IwlLhthelSlaELd'snattlralresourcesThlSPPertracestrHtTanSlHonMrthctTdltlOn&ltcchnlquC…rlhe

vlldt108rhuTltlZ18IllTrlOmOLcl山nd,Andc18nrL朗 StJChhct‡JLStheTLumberoflLYIT)gWLldbo&r‡.帥dthe

methodsolwlldbやAThuntlrLBCmPloycdbylhcl‡l肌dcrsltl‡hopedlh&tthlSrCSCArChwLllconlnbutcto

sust&lnAblcAndBtZLblcwlldboarht)ntln%Onthe)shndOurlnYCStlgLtJOllreYCaIsthat&sthentJrnbeTOfvlld

I)oarhuntershaslnCrCaSCd.thenl一mt〉CTOrILYlnEYlldboars haJSdccrcuedr叩)dlyThemcLhod｡fWIEJboar

h一.ntingI)PLSChangedoy亡rthey亡arHntJICrOILovlnBOrdcTIPT-CSSure･trzIPhut)tlng,doghuntlnl.ho''e-1r&F'
hunt･ns.&r･dsportInE-3uhhuntlng CurTCntLy,JIO〝etrap事8ELdsportLnBPDLareWldclyuscJ.butthetrap

rrlethodI5mostpOPul8日TLlnoETlOtCAho″etT叩 COnSISt80fSlJ(partsCh'bo,ban)bco.lr'ngOO,LsJ'me,五ICpptd
I,ec,AndiV.reth&(13peCulIartO]r･OmOtC18IandOrthcsC.chlboISmostlrElPOTlAnt,JLnd20klnd10rLTetSire

usedroTltAmorlgthc5Ctree～.‡13tk)nds,SuchassJIlmaIITISaO〝OkL(RATldtAC&TlthlOldes)arcmOStSIJltablcAsfor

boAr･rencei,there･zrethosethAtAremadeofstones,th.)scthJLtArem&dcbym&kJnSAhollovma5lopc,thoSC

lhtarem&dcbywood,etc SAndstoncandcoralarelJICdforStOJICfcnccs,zLndsogor'bQ170(BaTmtOrHA

rasemosa)lSusedForwoodfences]tlSI)eCCSS&rytOrCeXAm)nethetradltl011BIwayofcl)CXIStenCCbctvccn

hlJmanSAndnatlJrClnOrdertomalnLalrLVILdboarhunt】rlglnlrl0rnOtelshnd

辛-ワード イノ-/ソ久 ワナ 伝統技術 西表A

KeyWordsWlldboarhunhng,Trap,TradlS10rlaHechrllquCS,IrlOmOtCLSlarLd

は じめ に チャマネコ,ノグチゲラ.セマルハコガメ,ヤンJてルク

イナ ヤン/Ut,テナガコガネ ヤエヤマヤシなどの沖托

琉球列島は.生物地理学上古くから井味のあるところ 特産651有種が四の天然妃念物に指定されている.沖純の

とされ 沖ftの自然の四顧的価他は広く世界へ知られて 島々は元来,重態帯性練物に7tわれ 亜熱帯粗菓搬林が

いる.‖俗Lこr東洋のガラパゴスJと呼ばれ イリオモ 展帆し.その中にFF生の特産肋物が生息している.この

+Colrespond)ngauthor(E-mallm0mOte㊥evelj-ryukyuaclp)
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Z2 5tg火事JL事EF事Nll昏事53け (20061

ようなh物地哩挙上の鴇ftは.圭として,碇球列島の他種約

位dr,A々ができた成田 且土並びに亜魚群性捷物lこよって

育まれ 支えられてきたことにii潤 すると思われる.特に亜

熱帯照JEBr附 こ負うところが大きく 轟帥ま特産hglのふる

さととキえられる.‖西表JIIこねいては.森林の特産勅yIと

してイリオモテヤマネコとリュウキュウイノ-/-/があげられ

ら.

イI)オモテヤマネコはEZ)の特別天然だま*に指定され dt

早着のJl生生魚保はセンターが.促書.Jfaのqi 研究を

行い 伊*川 らによって生♯草的研究が革められている.

一方 リュウキュウイノシシは Je元では古くからJb物性JE

白犬irとして利用されてきたにもかかわらT.その民俗学的.

生兼学的な研究はほとんど見卦 ナられない.このような生*

学的研究は す淡の事rll家の研究を持つことして.ここでは

西表島西88地区 (祖納 干立.白浜)における 古くからリ

ユウキュウイノシンにまつわる狩aLについて民俗学的視点か

らIJ壬を行なった.

声ZtA声沸地区の祖加瀬蕗は民Ltにイ/-/ンの捗がいくつ

かあり鉢汚名を俗称で (スネカマイJ (枚やススキAtガなど

の額をイノシ･/のように行ったり来たりしているようす)と

西表JLの方書で呼ばれている. '̀ィ r/シは全tEI的に一枚的

な狩れ対JtKとなってjまり 1月としてもAいl事fがある.

西表Aのイノシシもtt民の向でP)dtに書IL 符k A用とし

て生棒と漂い粥わりを持っている.近年.全EZl的にイノシシ

の生息Je書が.ql加する地JEとaA少している桝 があるとい

われている.西表Aでは以巾は-人-日に15-leg(焦れた

JWdもあったが.現在では希九着がqlえ.イノシシの生息汝

がit少しているのではTzいかと危仇されている.■近,西鼓

Aの規光入J*者が書しくLf大し.A内の人口も徐々にq加し

つつあり それに伴ってJh内では外*主薬等が相加の仰向を

みせ イノシシa)土用としての7B書が急速にホまってきてい

ら.しかし イノL/シ肉は島内でのlJ!がホく伸びているに

もかかわらず 年々捕獲される大群分のものが生体のままJE

外に搬出されているのが現状である.

本研究は 西衰ALこおけるイノ/ノ升の変遷.米貨を究明

するととb に.イノ/-/の生上帯よと紳事のバランスを保持

L i切で持続可d:Tl舟先をdIもすることをEI的とする.十

回は.イノシシの地母的分布L=ついてJt青井料から解現し

西表Ji西iKJe区を中心としたイノシ･/Kの*玉 津Jiも上び

耳についてI王した.

西表 Aの七況及び■I方法

t ■究

西表島は古見岳(470m) デ ['ウLLI(441m).事長点

(420m)の三特を有し.その淡谷に汁内川 仲T.1川 仲良

川などの河川が流れている.島はほとんどが章魚71用3(桝林

で1われ 錘iqの自然が*かなことなどから r日本点後の秘

攻｣といわれている.方書では.rイルンティJ rイルム

ティ｣と呼ばれ 斗球列島の再9Aに位■する^t山群A (方

書では rヤイマJ. rエイマJ)さらに宮古#▲と稔8して

先AZIJLにAする.

森≠HJlにはtZlの特BIJ天恭E:念功のイリオモテヤマネコや

カンムr)ワンなど またJiのh汝のなかでJLも大き<.本研

究の村井れgIであるリュウキュウイノンシが生息している.

西iEJHi沖JIJBのik西rI430km 台ifのX北杓L80km

北■24'15'-25′jt荘123'40一～55'の地点に仕tして

いる.気侯は壬魚兼ね拝性にJtL.Tablelに表すとおり.石

垣島地方気暮台のだ掛 こよると.年平均丸iL237El.年平均

降水JL2.L560mmで7･-9月にしばしlttl尭する台息は托雨

をもたらすが 一方見事や塩害も多い.い地形は 大半が山

岳的様相をBL dtホ450mn後の連山と大小集鞍の渓流や

御
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T,JJヽ AJEIL二IJIIもイ′.,■LIILtLI■と･J･r 13

河川が発達し 河川T涜掛 二は8本A大のマン9'ロープが広

がっている.推賞は いはとんとが那三妃系砂岩 eQ乱 ソ

ル ト岩のいわゆる八束山欠餅廿からIlり 県内唯一の石餅Ji

のl式搾地で 烏の東や引こ舌成fFの安山岩 変成岩の分布がみ

ちTL.雄球石灰岩は 大綬地区 上d地区 粗的地区の一部

にみちtl古.

lJ物相の4枚は沖8t本島についで多く 約11504が分布

している.1'そのうち 山地性比功ではイタジイ(CLLl'd岬 ト

'uJ'雌 )をiL占&とし オキナr7ウラジDガシ(GbtdJ'" ).

タブノキ(PE'Jt■ JJEMbErgll)等が多く ついでシャリンパイ

(RApF''oJ'p'LJddrEb) イスノキ(DLlOII'kJ'7'LrEJrqJ'J'l) ハゼ

ノキ(kALL''rE'dLZW l モチ/手UIu '〟EgrD) モクタチJけ

ur山lo'bEbdd･E) 7デクtSym rJJ･MbuJJu什J')等が多くみら

れる.i+JP怯■物では ハスノハギリ(FIE'WJ7dEany'NPbeqE-

J.u'a) ミ7クラ4'(CErbqLZJ7.qnB仙 ) モモタマナ(TIL,仰nQIiJ

cor耶 ) ハマビワ(L'1∫eOJaPOn'Ed) クロヨナ(れ"BQmr叩 Ln-

noro).コミノクロツケLAreqBGIrEmZLlo')等の私書性のbr物を

多くみることができる.

西表島Ii 用囲釣130km i68I的28927km'で 人口Ii

Table2に示すようにJL近5hFlのh虫は,徐々に相h]し平

成18年3月兼現在では2328人とTJり 人E3著Ll73/km'

兼坤の∫生仲の多い沖肘 二のJlである.●'

Table2 西表JLの人口tMB(hhrch.2006)

M-dL加 LJP lt52AI7 990

仙 北1) LJW Sq2ZJKZ IPZT
MJdヽ mI lI休 Lのl 叩 1P72
Mardl.刊○～ u66 1が1 2347 1m

MJrth丑)鵬 1301 日 24 2J二は 】p7
■IJ rTr

2 ■壬方法

イ/ シシによるA作gIへの柑 4J切のIt遠は棚

イノシシ九の州 と黒.兼に用いるM は叩き中り■壬を行

った.

研究メンバーのうち石亀は.40年間西表島で古くから伝

わるtt耕けそ用いてイノシシIをしている.JL近は狩れ免肝

を屯外してイ/シシkをする人がfIえろば向にあるが 西淡

島の古来の符KtliJt塩特の方法であり全EElでもあまり粥が

ないようである.ここでは これまで行ってきたRk方法,

異の仕掛け 異に用いられる桝脚 をWを取りELiL gLを

してきた紺 も交えて西表島で古巣より使用してきたイノシ

/熊等を含め■萱することにした.

調 奪 結 果

L JL什tb＼n■暮

近年 本土L:おいてニホンイノシシの扱者は… 向にあ

り.A仲井の故事.住宅地付近に出没し丘を裾り起こしたり

ゴミそ発ちしたり.人間へIdみついたりして危害を加える鼓

書も坂出している.被害対策として.tI竹書 石油典 明 .

トタン 有刺鉄挨Tlとの対策がとられているが ●'ィ/ソ-/

li高度な牛智能力があるため持枕的IJ:効兆は少ないといわれ

ている.その他に4兼ねや強固な鉄fFIなどがあるが.管理1二

手r'lがかかり 程ft等の同唖もある.また 且捜9LJtIf水鹿
部赤帥曳■Zt■Bt対策壬によるとトタン t気*卓絶み合わ

せると ILお効兼があがるとしていろ.

西表AでもJL近 民夏の軒先で リュウキュウイノシシe

Hr5Iしたglを実見している.リュウキュウイノンソLSM血～

JqdonJ'L'h'仙∫)は宅美大■.ZB之JB.沖托Jl 石垣JL 西

表AI=分布するif方iIで 生態的な特aLは二ホンイノ-/シと

同様.*■JRはia*年1巨】で年によ?ては2EgI出産すること

がある.平均4-5王lはどの子を産むといわれている.各Ji

においての体&.体Jlには差Rがあるが =ホンイ/-/yと

比較するとかなり小さく 体長90-110cm.体14-70kg
振dとされている.リュウキュウイ/I/シは二ホンイノノ/

がも書l化功良で小型化したものとキえられるが 頚毒廿の形

状の速いなどから別Gtの原始的なイノノ･/とする見解もある.

"'沖JtでIi rヤマ-/-/J.石垣では rウムサ) 西表で杜 rカ

マイJと方書で呼ばれている.西表Jtには他島に比べ.比較

的多くの■体7)l生上するが意tIJq発 持九着の相加にともIL

い 全件的lZt】件汝が強少tL向にあるのでJまIlいかと危≠さ

れている.

人間への音については=ホンイ/シシのJ:うlこリュウキュ

ウイノyシが危書を与えた報告MlまTJい.FIGI一l if去■

西許JeElの皆千地区 (NF内捕一千正有り)にある水EElで イ

ノシシにJ:る水稲の故事状況である.tZtL柵の水EFの中にgE

入し稲を&ぺるために疎んつけられたdlで ′k田内の水のあ

る場所からAベ始める.Flg211.酉我A西都地区の祐菱地

区でパイナップルの被害状況である.

披省状況をみると.芯の部分が拭き取られていることがわ

かる.芯をは書取られることによりパイナップルの生fが連

れる.

2 相壇のI■iBと保存1犬iR

西表JBli山岳地書のため研作埠が少な< そのため河川用

Ft81 水Giiの故事状況(20065)
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F】g2 パイナップルの被奮状況(20065)

iZZ部に広がるわずかTl平野部を閃空し山奥までA地を求めて

いた.その招来イノソンによる抵害は大きく生産活動に影F

を与え 住民にとっては脊威であった.その対汗として作ら

れたのが碓垣である.

石flみの11料は 砂岩 サンゴなどが利用されている.手持

垣は現在 維持管理がほとんどなされす 集話などの廃村も

あり機能を果たしていなが 今なお原型のまま残されている

ものが多い.

西義島には大小 放多くの碓垣が占在している.今回は西

表西那地区を主にFlg3に示す場所でLI変を行った.

その総果 次の4つのタイプがあることがわかった.石碑

みだけで通られたタイプ 石和みと斜面を削り通らTLたタイ

Flg3 祷垣粥査場所 (西表島)

ブ 水出地に多く見られる斜面を削り その節洲 こ石flみし

たタイプ 樹種等を利用して胞を造ったタイプがある.大切

で造られた措垣は 湿地帯などではサガリバナ(Bor''nLOn'd

rosemosD)が利用され 津をii;む材料には トウツルモ r'キ

で作られ管理されていたといわれている.西氷島の71才でiF

垣のことを rカマイぬカンJ rカマイぬソーJと呼ぶ.

Flg4祖納岳にある措垣 Flg 5水田畑に見られる捕垣

Flg6サガリバナをfIJ用した木緒を示す.

通ったとしている.水落および耕作地を石41みて広い面相を

周ってある措垣はH全作で通られ保守 管理され.水tE]地な 3 イノン/楓の変遷と畏

とに見られる婚壇や蛸作他周辺にある未付などの格壇はG)人 西表島のイノ/ソ猟は.現在は猟銃を用いる猟と畏 (八ネ
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石J8L, 声大鼓におけるイノン/Stの伝扶技術と実状 15

長を 方首で r/け Jと呼ぶ)を用いたハネ貝式の方法があ

ち.猟銃を用いた乱は他の地域では主流であるが 西表島で

は故人がいるだけで多くは八ネ軍を用いた猟が行われている.

それは 狩猟期r-1中多<の人が山中に入るため猟銃を発砲す

れば危険が伴うためではないかと思われる.現在主流となっ

ている ｢バナJが出て<るまでは 圧し毘猟とイヌを使った

猟をしていた.

I)庄 し旦

千立在住の長老新城美好氏(84才)によると 西まで点も古

い昆てこの鳥のことを rオ-/ワナ｣ 方首で rウソヤマJ (普

通はヤマ)と呼んでいる.いつ頃に始まったかは不明で昭和

初期頃まで利用していたという.ヤマには ンムヌカ-ヤマ.

チチャマ 2つのタイプがある.仕f卦けてあるヤマ本体は同

じであるが本体までイノン-/を淡い込む方法に連いがある.

+ンムヌカ-ヤマ 芋の皮を方言でンムヌカーと呼ぶ.主

に畑の周辺に仕掛 ナる良で 芋の皮を利用してヤマまで拭叫

する方法である.

+チチャマ 獣道にヤマを仕掛け ヤマまで校.ノダT3と

を使い十故メートルの柵を造り鳩萌する方法である.f那ま時

r,lがたつと儀れるため随時補修が必要であった.場所は主に

川や沢の流域に仕掛け 一日に二ヤマから四ヤマしか仕掛け

ることが出来なかったとしている.ヤマを仕掛ける期間は稲

作の栽培期間の4-5ケ月rnlに仕掛けたとしている.方書で

fIのことをチチと呼ぶ.

Ftg7 山中に残る圧し農の跡(20065)

ヤマを仕掛ける場所は 普通の具のようにLLJ典などには仕

掛けず ほとんど里山に仕掛けている.これはイノン/がヤ

マに落ちるとiAされ 死んでしまい.内の腐敗が早まり 品

実が落ちてしまう.そのため 短期r''1または短時間で見廻れ

る所がいいとされている.FLg7のような跡などは山典で見

かけることはない.そのためか.石垣島では良と知らない人

が雨降り時に 雨宿りのため中に入り押しつぶされて死亡し

た例があったようである.FLg7は高菱地区の山中に残る圧

し足跡で Flg8は2006年3月に干立で再現した圧し貫を元

したものである.

Flg8 再現した庄し果(20063)

2)イヌを使った札

ヤマによる狩猟の摂わり頃から.ハネ民による荷且の始ま

り切まで.1頭もし(は欺額のイヌでイノシ/をiBい込み入

r,.qが rフク｣ (ヤリlこ似ている)と呼ばれる道具でイノシシ

を突き刺すか 後ろ足を捕まえて棋戦する猟である.この猟

は危険であり イヌがイノ-/-/の牙に当たりケガをするれ

または死んでしまうこともあり人riqもケガをすることがある.

ハネ泉が甘及すると毘にイヌが掛かり死亡するか足が切断

され猟ができな(なる.そのためかイヌ猟はハネRが普及す

るにつれ讃退しなくなってしまった.Flg9にフクを示す.

C- ■ j

Flg9 7ク (イ/シ-/を刺す道具)

3)ハネ異

ハネ具のことを方書で r/くナ｣と呼ぶ.現在西表でilJ用さ

れている異は.1935-1940年頃に台湾人により斗入され船

浮集落より始まり.祖納.干立と普及されたのが始まりで八

東山全域Lこ広まっている.この異は ワイヤーを使い木の跳

ね上がる力を利用してイノ-/-/をIk頻する方法である.

rパナ｣を仕掛けるにはFlg10に示すようにチボ① 竹②

二ンギ ョウ③ ツメ⑥.さし木⑤.ワイヤー◎の6451の部品

を使う.

仕掛けの方法は 獣道に直径約15cm 深さ約20cmの穴

を困り 穴の掛 こ竹をfTち込み 次に.チポを地面に垂直に

差し.チポにワイヤー (長さ約1rn 両端に輪を作る)を<

<り付け チポの先消耗をツメの針金で縛り fTち込まれた

竹に二ンギョウを差し込み ノメで竹と=ンギョウを固定し.

約2cmのr.1縞でさし未を穴の中に差し込み 木の葉を正き

その上から土を滞(7(い被せる.イノ/ソが穴に踏み込むと,

ハネ木がほじけ ワイヤーがイノ-/シの足にからみ捕獲され



- 198 - 
 

 
- 198 - 

 

16

ら.FLgllにワナのtt軌 1方を示す.

4I)BB品の投書l

はね未 (チポ) はね兼のことを方書で rチボJと呼ぶ.

点もIFな投flを果たすため,留鐘の叢定が必要である.

竹 相月の切には 実のついた径05-1cmはどの未を任

用していたが 作票に手前がかかるために現在の竹へと替わ

っていった.長さ30-40cmに切り 着の下的5mmの所に

1mmの切れ込み引 下り.さらに約15⊂mの所を切り 長さ

約8tm 付的1cmで切り煎り 穴をPける.

二ンギョウ 長さ約18cm ll約2-3cm 暑さ杓l亡mに

折り 一方の先Aをil従的15cmの円形に削り さらに約

2crnの1所に疎さ2mmの凹みに創り屯る.

ツメ 長さ3-4crnlこ切J) itilを斜わlこ肘り 中央Bを

針金でくくり付け チポにワイヤーと-措にくくり 竹と二

ンギョウを止める役目をする.

さし兼 任1cm 長さ15⊂mの未 または竹をd!い め

2亡rnの同邦で穴の中に差し込む.

ワイヤー J･されlnに切り i<Jにtを作る.F唱.121こ

ワナにけらえられたイノン-/を示す.

4 JLに用いられる舶It

1)ハネ水 (カ書名.チポ)にd!用するbt&

ハネ水に利用する廿事■は扶ね上Llる力 (tが強い)封斗ほ

ど且( また曲げたまま3カ月rPl任用するため 長JW.ljl久

力のある物で11ければならTIい.それにイノシンが抄かると

折れにくく.曲げL=尊いBl杜ほど良い.il径は2-35cmで.

長さ2,b3mの物を利用する.良いJdlこ示したのがTab]e3で
ある.

Table3 チポに用いる81練

.±≡≡_≡L .._._･..__と 亡 と _==_ll.__l l.上三三_=巴

I, ミサ*/+ ….I㍍ /シカ

イス′● 叫 rw lシ+

+,t● ･- 1- IN Iー●▼

Tカナ･/ Fh … 如̀ トケモ+

i,シ丁タナ ノ'由J'仰 十-千-辛

11タ 蜘 M 叫 Tナィク

し一一一 .■■･Tl▼ .I

nr▲■'t' yrp フサリイ/L一■■-■■一･■■ --▼ .I

t+/

(仙 叩 ヤ▼ツ′tt

伽 i_.,ー_.･.A Tモ~+

仙 l血 イギ◆

柳 .叩ナナ~A4

三 ナナ′帆･リミ′■ E.Ad叫..■… カ/′シカ

J 1Pr rl1--■-■l y'}<t
pヅJLク+>クコクタン 血桝 ' ･r･7- タE'書
の ウJク●)ウP+ J柳 ｡柵 ガ-千

T ヒケtレーン r-巾▼ 7ンサ ニヤ~

N ノCミミ1 叫 ▲̀b7/1ミミノナ+

,イミン,チ.け ▲如一 一■- ビ,y+

これから解るように JLも良い射乳に･/マミサオ/辛

(Rqd DEdnrALOldE∫) イスノキ u)LlAIIJIJlr∝･EnOIVJl) モ

クタチバナur山 一0∫JEbddJJ1 7カテツ U>h J伽 LlLZObpvd)

-/シアクチ tJr血相qy'rq岬 ).7デク吟1官ru･･LwgLLm)

の6領があり 次に良い鮪fIにヤブツバキ ((̀叫 uEaJTm )
ヒサカキサザンtr(71JIE(l化''4 日rgOIql.ヒメサザンカ(cu■山['LJ

IkteAEqFJJ) サザ ンカ(Cl⊃JnEILla∫a∫LIJTIJ'L)) ツゲモドキ
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(DryFhEICSbropmen!LS) マルヤマカンコノキ(er'de/･QbLZlonJae)

アオハ/辛(SymplwoJC∝hJnenSは)の7gLがあり 三番Elの肘

flにはオオバルリミノキ(Los'Dnlh〟s obIJqU'nerV･S).フクギ

(GL'rC'n'LuZJbellJFnCa) リュウキュウコクタン(D'osJrOSrerreL･)

リュウキュウガキ(DrArPYrO3mLZr'I'nTe) ヒラミレモン(C･Er･･J

dep,esso) ソロミミズ(T,Jell/ys･OdzLb･LZ) タイミンタチ/汁

(JIy′∫tneJeqZJJn'')などu)20iIの槻fLが利用さTLている.

2)ニンギョウに使用する断種

二 ンギ ョウに使 用す る封鎖 には /ヤ リンバ イ

(R/1甲h'depJS･nd･ぐq).イヌマキU'od∝Orp･cmOC,OPJ･y/Izd).ソ

マミサオノキ(RandTOCOnEJ'JO'des) エゴノキLso,r以 ノOPOnJCuS)

モクタチバナurdlSlaSleboldrl)の5社が多く使われ政経も3-

5cmほどの物が利用され 加=し易い生木の時に作る.また

湿った場所に長期間dl<ため 崩れJtい シE)アl川 †付きJt

い81捷招良く それからするとエゴノキはあまり良くない.

3)竹

竹にはカンザンチク (PLelblalIOSI"n血Il)が一般的に使われ

ている.その他にホウライチク(BambzJSag/ozLCeSCeW)がある.

カンザンチクについては荷aLの時期に切り放らTL.タケ/コ

の時期にも取られるため再生が進まず 竹林が消滅しつつあ

ら.

考 蕪

イノシ-/は古来よりL/カや他の動物と共に狩りの対魚とし

て 人rnにとってよきな存在であっJt.しかし.人口の相加,

*料の安定供給の確保などがありイノシシの蒙古化が進み豚

へと変わっていったと考える.また.A耕文化が発達するこ

とにより狩生のイ/-/ソなどのA作物への被害が進み.その

被害対策として渚垣や.これまで行っていたヤリや弓の外か

ら島を仕秘けて捕集する技術が起こっていったのではないか

とキえられる.

これまで西表島や石垣島で行われてきた圧し畏れは長を仕

掛けるための材料のPl連などに手rllがかかり､その後の管理

作美にも労力を要するが捕獲tが少ない そのため佃単にで

きるイヌ札やハネ異札へと変遷していったのではないかと思

われる.圧しI同掛 こ浦垣も労力を要している.砂岩 サン

ゴ石などによる築造は全島民の作業を要し それを継続する

ことにより雑株 管理されたが.水EZlのサか ノバナの木肌 ま

容易で材料もZI達しやすかった.現在の水田碑辺のサガリバ

ナ群落などはその形跡の可能性がある.

イヌ猟は限られた期間だけ猟をするのではな(,周年を通

して行っていた.しかし ハネ長の書及によりイヌがZEに掛

かり死亡あるいは足の切yrなどの事故が多いため兼退してい

ったものと思われえる.本格的なイノンソ猟となったのはハ

ネ黒丸になってからだろう.これは イノンンの内が島外へ

移出されるようになり,短期r'lでdE時的に布牧人が得られる

ためである.また.拝礼資格が仰単に収終ることができるの

もひとつの要田であると考えられる.ハネ晃はL935年～

1940年頃に台湾から炭坑あるいは船か こより斗入され船浮

より始まったとしているが.こTtまでに互いの往来により多

<の技術が伝稚された一つだろう.ハネ異は島民に容易に受

け入れられ西表島から∧土山全域へと広がっていっf:.ハネ

昆Jkはこれまでの乱に比べ捕集JLが横那 こ多い.さらに 晃

のd:軌 ナが単純であり.仕掛 ナの材料のm連が容易でiX具も

軽土で.森林の臭まで入ることができ 他人で一日に大tに

仕掛けることが可能である.それらの更EEIによってハネ昆*

が広く普及していったものと事えられる.

ハネ艮乱でチポに用いるンマミサオノキ イスノ辛,ン/

アクチ.7デクTJど材の#力性の強いBr唖は西表島の亜熱帯

照井甘柿の低木Rで出項庚が高(,また二ンギョウに用いる

ンヤリンバイ モクタチバナ エゴノキなどもII成汝fIとし

て多く生書する.したがってハネJHKは島の森林に広範tEEIに

仕掛けることができて.EEL環外や雅垣のように労力を垂す

るものから､手軽に作兼ができる技術 道具､材料,そして

具の救L f*jIJLの多きが島民に受け入れられ 西表島の伝

統的なイノシシ九に発展してきたものと思tされる.
イノシシ兼は年々狩汎発格着が和え､狩れ期r-1になるとJB

の森林のいたるところに黒が仕掛けられている.JL近l土観光

入城者のiI加 自然観蕪や トレッキングなど人称者が増加す

るは向にあるが具に掛かっているイノンソは 人間に対して

攻や権があり危鼓なため注意を促す必要性がある.イノシシ

によるA作物への被害は項在も頗発 しており とくに水稲

パインアップルの点者が大き( イノシソ猟は被害軽汝のた

めにも将来にわたり必声と考える.

札が盛んになることは A作物被害の減少に効果があると

思われるが.森林生態系ではイノ/ソの生息数の減退とチポ

や二ンギョウの利用による有用廿の誠少 森林荒BEに及ぼす

JtVも大きい.竹に多<用いられているカンサンチクはタケ

ノコにも採取され 再生JLがきわめて吐下している現状にあ

ら.A独特の伝統的な狩猟形我に変itしてきたハネ黒丸を,

断絶することなく島の自然と丸和する持続的なイノ-/ン猟と

する必要がある.持続的なイノ-/ソ猟のためにLL 亜群とし

て進化を遂げてきたリュウキュウイノシン 亜魚帯照集材梓

をM成するチポやニンギョウの材料81種の保全と利用のバラ

ンスを維持し イノンL/札を島の生態系でとらえることが緊

急で大事なことだろう.

要 約

西表島に生息するイノンシは 二ホンイノ//に比較して

小形のリュウキュウイノンソである.イノシL/yLは西表Aの

自然と人r.,lの生活の共存の中で捜持されてきた.西表島にお

けるイノンシ札の伝統的な技術の変丑をたどり 現在 住民

が行っているイノンシ九の方法とそれに係る生息汝などの実

状を明らかにし.安定的で持横的なイノシン孔の甫要を回る

ことを目的とした.

pT壬の桔果.イノノシの狩猟jt格者が多くなりそれに伴っ

てイノシシの生iI数が急速に強少している実状にある.イノ

ンン札は正し昆猟 イヌ汎 ハネR猟 銃飴と変速しており.
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現在は 銃器乱 ハネ異SKがあり 西表島では畏猟が盛んで

ある.

八ネ昆丸は 西表島独特のワイヤーを用いて チポ.竹

二ンギョウ ツメ さし未の6億の那品を放って仕掛ける.

なかでもチポIiJkも1要で 20種の樹種が用いられ 最適

TJ群鰍 二はソマミサオノキ (RQnd'qrL)HrhlDIdes)など6種が

ある.箱垣は 石LJIみ 斜面の掘削 未dIなどがあり 右横

み材料には砂岩やサンゴ,木*材料にはサガリバナ (帥 d伽Jd

rLUEmOSa)が利用されている.

健全なイノシ/乳のた桝二は.伝統的な自然との共存のあ

り方を再検付するii垂がある.
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写真Ⅷ１－１ 農作物に被害を与え捕獲されたリュウキュウイノシシ 
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直二回
西表JH=おける森林種物とイノシシ猟について●■

石崖美t 'Z 薪王事和IJ 安里*4'' 折本光孝It 兵 立ir '

キ-ワード 事井■● イノシシL ワナ.古土A

I.はじめに

西表Aは.わが国JETfJの^t山Jf▲にtL,沖JtAでLl汁Jt

Alこ*い･C.=fEn=両aの大きい■でもろ｡JP llとんとが山

岳にJゥて占やられ.その力90%がh書 壬A帯の虎生井にjっ

てbおわれていも.8事JL大の糾 .俗に TX洋のガラパゴス｣
と帆 1れ Lr生Aには,大al+九Jb書としてイリ*モチヤマネコ

と1)ユウキュウイ/-/シが生▲している.イl)*モチヤマキコu

生きた化石として百の7FD)末広E士●に推定さk.九*書の古生

r生生■保■七/タ-において見事 lJハビリ8の■jEif先が市

なb九.伊iIら (ィ.5)に上9 て生Jl事的甘先が暮0ら九ていも.

一一万 1l1.)キュウイノ'/'/ll,AiEell古くからJLttL暮白*と

して村Jlされてきた机 その甘(.Jl*事の生玉事的中井,▲用

*aF的な利用にNIする知見はほとんどJL圭けちれない.

西表Aのリュウキュr)イノシL/Ali.I)Aの白紙と人N)生仔と

の井書の中でJL挿されてきた.石&ら 少)に上ると.以廿は西

表Jlでは一人-E]15-】6jFも7laできた呼Plもあっ1=が.IliEで
は狩it書hT和 え.リュウキュウイノ-//の生&政がiL少している

のではrJいかと煮士 JEtLされている.書嵐 同AへのtL光事が

暮じ(Jf人 LJl内の人Ijも徐々にq加しており,それに伴って▲

内でIi外J:JEJEもLl加し, lJ>ウキュウイノンシ4)*月としての

書手はI速lこJほ っできている.

本軒先は.以上のようなfJtのもとで#兼的L=壬旬でhk可t

な井iLtlIホすることtE)的とし.菅井AにおけるイノシシIの

代書的な技書の相 をたどった. これまでJL元住民が行ってさた

イノシシ九の方法と.それにかかわる榊 ■手長&4暮学的れ

点からIl暮し.iI王から早在に王るAのE3LとはbQ)81月共Jlに

ついて明らかにした.

).tlLN!

西兼Aは,沖KAの76酉的130krn,台杓の北JErIlBOk札 北4

24'15'-25 t姓123lw'-～5'に位tL.局glわ130krrL.

古書的28927kJtllで.人口は平成18年 3月東BLiEでは2,328人と

なり.人口書よ73人ノtm-,末書のよ生Pの多いAである(6).

朱AはJihiFiI洋tIにJtL.年平均九A237Jl,年平均■水t

Z.156UmEnで7-9月にしばしは&兼する台JLはけf5ももたら

すが 一方JL書や斗書も多い.地形ば.大半が山岳釣棚 を皇し,

+X150m■&の連山と大小魚鼓のil札やiqJIlが発達し,汀IlrT

it舟L:はEl事JL大のマノダE7-プ林が広がっている.tFLl ll

とんとか事三朋 砂岩,書岩､シA,卜者のいわゆる人暮LU失脚

からなり.A内4-の石た■のL#JLである (7).

44B相の48lii+JIAについで多く.わ1.1504が51書してい

i (I)'その うち.山JLtta*では イタジイ (C4JhAdPLl
仙 )tt占■ とし,オキナrlウナリ｡uシ (Qh
nt･" ).タブノキ uh dL血 rp)事が多 く.ついで

y十lJ/J{イ UZJL･ZP叫 LHdl付).イスノキ (pLrCrLlkJTt

′8亡亡… LLれ).ハゼ ノキ (月hzLJJ仰 山 ○).モチノキ uk
z叫 T4).モ ク タ チ バ ナ t̂dLJLALubdd1-).T テ ク

(占y'xBEZL爪bLLZEht▲L'n)事が多くみらrLも.

it ～ tt は * で は.ノ､ス ノ ハ ギ lJ (〟■rJ一a凡dJ4

7Ly叩 血 hLzd).ミフタラギ (C''b'ram4nBhaJ),モモタマ

ナ (7tmJMLLJ亡4叫〉Pa).ハマビワ ulI〟4JIPOAle8),タロヨ

ナ くれ nKaJW PJnAdLa),コミノクE)ツタ LArt'p hmuLd)
書の良書tiの杜■t多くみることがでさる.

l luE方法

I lJユウキ1ウイノ-/シの舟書

1)ユウキlウイノシンの分布lこついて,t姓のIf.文k書に

上り明らかにした.

之 イノソシ朱の*)

伺JBlこbいて古からイノシシ井に凍 tIつてきた古老のJT妊I貯

氏.美佐志*一氏Lり細さ耽りA壬を行った.

3 凍iEのJEiL

現在のJL札と仕JlけのdliI 沸点とその*t.仕掛け,Ju=fq

'■1血1Ptt.C_SbJJtZatAで.AJatALArm tD.M-a･,AWu.L ForcsLPhntsud肌IdbirhuntLnBLn仙 hdirLd
'暮 iIヰ大事息書生tki研究センタ-TTOfLBAR ReiCtTU山vRyt止ylnTaketbnl血 Okn-1〝1907-154日叩▲n
■一淡ヰ大事■事書 Fx.AJTUnlYRytJtyt･S.OhnJLWJ.9034211J▲pLarL
●一 中*林JEA凍大事cmtTdSollthUTLJVOIFor6廿 yLndTE亡h okqnlE加t4100Dl.ChJla
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用される桝維とその特性判 こついて 古老や狩猟種族者より沸き

中りPI生を行つ/=｡

Ⅳ 粥査転乗

とがあっ/_｡そのためかイヌ新 レ､ネ泉が書及するLこつれ消沈し

ていったE,

3)ハネJe斗

ハネ貫は.1935-1940年gLl二台請人に上り書入されたtで.

このJ!は ワイヤーを使い水の兼ね上がる力を利用して,イノン

リュウキ1ウイノ/ンの分布 ン古格alする方法である｡Eg-2に,はね虎を示す.この先が現

ユウキュウイノンノ (Suidaeb:rOld'LUILLはnZLS)は奄美大 在も西表Aで主託な長と/Jつており IFiPを決おに配す｡

庶之A 沖縄島.石垣A 西宅Aに分有する小形のイノンシ

で,ニホ/イノ/シと比較するとかなり小さく.成敗の足で体長

90-110cm.休ま50-70kg埋虻とされている (3)｡生態的TL特

赦はニホ/イノ/ンと同姓 繋*抑ijJ書手1回で年に1っては

2回出産することがあり,平均 4-5軌 1どの子を産trといわれ

ている｡各JBにおいての体長 休Xには萎井があるが.リュウ

キュウイノシソはニ ホ/イノ/-/が鳥♯化現象で小型化したもの

と考えられている.しかし.所*書の形状の速いなどから別tLの

原始的なイ///とする見解もある(3)｡

2 イノ-/ソ北の東iI

西表鳥のイノソン久は 古老lこ上るとri)Aで記胤 こ洗っている

古いZtは ｢圧し東｣で.何時頃から始まったかは不明であるが 4)銃器を用いた9K

Z935年頃まで利用していたという.ついで.｢イヌ｣を便っ1=ik イノンン恥 ま,全国的lこ猟銃を用いた狩猟が行われている机

へと移り変わり,現在の就器を用いたiK ハ未見DLへと変適して 西朱Aでは牧人がいるだけで 多くl土ハネJEを用いたSKが行われ

いる｡以下にイノンン猟の伝戎99fL技術の変速と それぞれの仇 ている.それは.符九期間中多くの人が山中に入るため 九枚を

の特赦を明らかにナる｡ 発砲すれば危牧が伴うためでLlfLいかと思われる｡

1)正し晃it 3 現在の長

足L民のことを ｢おしbTJ｣と呼U.Aの方書で ｢ウ/ヤマ1､ 1)fI辻 88品と息舵

す.イノンソが民 兵を仕掛けるには.はね木.汁,ニンギョウ.ノメ.さし未

み こ̀なつている｡ ワイヤ-の6旬のホ晶を使う｡

ノキ塀やオキナワ はね水 木の耗ね上がる力を利用してワイヤーを絞めるもので,

伯東する11科にll JH)Jl羊Tj投書司を果たす.

リュウキュウテイカカズラが用いられ ヤマをTlいulすのにはク

ロへゴヤ大BのノY軌 コミノタロノダなどを利用したという.

ヤマl二は./ムヌカーヤマ.チチャマの2つのタイ1がある.ン
ムヌカ-ヤマは 羊の皮を用いてイノ/ンを欝iILal麓 ナナヤ

マLi,未の枝やit木などで汁を作り17Lこイノ-/シを捗斗し捕獲

する｡

Eg-1 圧し長

2)イヌを使ったnJ

lgtもしくLl歎所のイヌで,イノノンを追い込み人帆が r7

ク｣(ヤリにalている)と呼ばれるiL鼻でイノンシを突き刺すれ

後ろ足を柵まぇて撲殺する猟である｡しかしハネkが書及すると

軌 こイヌが掛かり 死亡するか丘が切断され兼ができなくなるこ

竹 長さ30-40crnIこ切り,潜のT約5mmの所に1mmの切

れ込みを作り さらに釣15cmの所を切り.長さ勅8cm.q約

1cmで切り取り,穴を如ける｡ニンギョウとノメを止める役El

をする｡

ニン羊ヨウ 長さ的18cTn 帽杓2-3cm LFさ釣 】cmに削

り.一方の先端をd:径的15cmの円形に削り さらに約2cmの

幼所に疎さ2mmの凹みに削り頼る｡押し下げることに日 .は

ね木がjtね上げる投flをする｡

ツメ 竹を割り,lBlStmにPt並し長さ3-4cmlこ切り,両

4を斜めに角川 ,中央部を針金でくくり付け,はね未にワイヤー

と-沌にくくり 竹と二ノ羊ヨウを国東する｡

さし大 建1crn.長さ15･cmの木.または竹を使い,約2cm

の間ITで穴の中に差し込tl｡イノyシが拝み込tIと ニノギョウ

を押し下げる役Elをする｡

ワイヤー 長さ的1mに切り.両1に絵を作り,イノソンをNl

fEする役Elをする｡

2)Rのtt船Lナ

仕冬日,の方法は.まず軟iEに正往約15cTTl,深さ的2(kmQ)六を

掘り.穴の勾引こ竹を打ち込む｡次に.はね木を地雨に垂dlに差し,

はね木にワイヤー (長さ約 1m,両州に特を作る)をくくり付け,

はね木の先端部をツメの針金で経る.打ち込まれた竹にニ/ギョ

ウを差し込み ノメで竹と二/ギョウを固定L 的2CTnの州FA
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できし木を犬の中lこ葺し込み.木の集をtきそ0)上から土を甘く

社い鼓せる｡イノ/ンが大lこ拝み込trと.lJh木がはじけ ワイ

ヤーがイノンンの足にからみ紺凄される｡

3)J%に利用する触4

日 )はね木に利用する廿止

はね木 (方書名,チポ)に利用する輔経はBEわ上Llも力 (〟)

が強い相律ほと点く,また曲ITl二王ま3カ月IH史用するため,長

期間il久力のある物でなければrJちrLい｡それにイノy/が封か

るとerれにくく.曲げに強いM株ほど良い｡直径は2-35{rnで.

長さ2- 3mの物を利用する｡Avl畑lこ示したのが変11であ

る｡

包-3 Jtの柵遠と銘品の億熊

これから解るように.tも良い廿tEにシ7ミサオノキ,イスノ

辛,モクタチバナ.Tカテノ,ンシ7クす.Tテクの6tlがあり

次に良い瀬収にヤアツ/{キ ヒサカキサザ/カ ヒメサザンカ

サザノカ,ツゲモド牛.マIL,ヤマカンコノキ.アオ/(ノ年の7dl

があり.三幸flの柵4にはオオ/iルリミノキ フク羊.ヤエヤマ

54が多く使われる.狂徒も3-5cmliとの物が利用され 加

工し易い生木の時に作る｡湿->た場所に長期帆tEくため.滞れ経

い.-/ロ7リが付き払い併性権良い｡

(3)汁.yメに利用する竹#

竹,ツメに利用されている竹材を示したのがま-3である｡竹

にはカ.'サンテクが一般的に使われている｡その他にホウライチ

タがある｡カノザ/チタについては対孔の時鵜に切り取られ タ

ケノコの時期Lこも耽られるため再生が並まず 竹林か前汲しつつ

ある｡

ノメにtも多く利用されている竹は ダイサンテクがあり 他

にカノザ/テクの下畔の坪みのある軒分を利用する｡

衷一2 ニ/ギョウに利用する射fl

｣ L _旦_L __ __千 .L 一一_I___llL
シャリンパイ RhAPhiokF'LJiJdLea トウカナキ
イヌマキ A如 maerOPhyELLESキ十/f
ンマミサナノキ RdJLdLLZeaTLLhbLcEu yンカ

エゴノキ SLym z.KLFW ンタノキ
モクタナJtナ ATdhLal伽 がi Tブナ十ノ

,JfJ ,仙こ .エ ′JT ,t 廿.†升
ホウ?イナクBahbELP如 イガyイ 竹
yイサノチタ 且山 川Lkm マトゥク ツメ

Ⅳ まとめ

イノシシは.古来よりシかや他の的 と共にやりの対象として,

JqにとってJE軍な存在であった.しかし.Jt耕文化が発達する

コクタノ リュウキュウガキ.ヒラミレモ/.ソロミミズ タイ ことに上り野生のイノソソfLとのA作物への哉書が連れ その牧

ミ/タチバナなどがあり,合書十20ilの廿4が利用されている. 書対兼として.これまで行っていたヤリヤ弓の猟から九七仕掛け

て捕獲する技術が軽こっていったのではないかと考えられる｡こ

11P

ノンアタチ
Tデタ

AnlLBJ叫 LLLq uq OrLLZ ヤーモーキ
Sn BizLmb･LZ脚 iuJ,I Tデイク

cm■ELLQ.岬 nl瓜 y/(千
nh:hrLaULTBCL4 7サリイ/
C… 一EI.aLtLtChLnsLS ミキ/

CoJ7tLIE■O蜘 '叫 La ヤマツ′1キ
D17PEtelAm pLnLnSLJ T-モ-午
BTideLmbaJarLW イギキ

SyrnpLoco'caALnLnJJJ トウL)千
i-LJllLJ.■叫.I..､mu + '' lL

GoJtlnJLZz!uLNJtLPrELa フカイキ
Dzosw rosLL〝払 クE)辛
DLOJLq′山 mA･-ZLlmt ガ~キ

れ王で西表Aで行われてきた圧し長札は
,
民を仕掛けるためのtl

舟の■連なt'に手朋がかかり
,
その後の書珪作手にも労力を声す

るがIdI凍JLが少なかっ["
そのf=め廿JLにできるイヌ札やハネJt

礼へと変速していつたのではないかと考7_
られる｡

イノンシ兼が本格的になったのはハネ烏丸になってからで.
イ

ノソソの内がJB外へ移出されるJうになり.
塩湖Ⅶで甘特約に高
収入が縛られるためであろう｡ハ
ネJt井はこれまでのXに比べ7-

建tが雀婚lこ多い｡こ
れは
,
Jtの仕掛ナがJi純であり
.
仕掛ナの

tl科のPt連が容易で辻井も七tで
,
森林の奥まで入ることができ
.
qil人でIElに大Jlに仕掛けることが可能なためである.このこ
と

那
,ハ
ネJt親がV及していった貫EZ]であると考えられる｡
ハネ県外ではね木に用いるソマミサオノ手.
イスノキ
,ソ/
7

クチTデクなどtlのSI力軽の憩い耕iILま西表Aの煮&育dG兼加

林の低木jIでth視床が高く王たこ/ギョウに用いるン十.)/メ

cJ芸 慧 三au ;;苦言;ナキ イ モクタチ′叶 ,エゴノキなども構成榊 として多く輔 する｡
L̂yr.･n- uLnll ビ- キ Lf=がってハ相 井は郎 )森林に広脆臥 こ仕掛 ナることができ･

圧しJt猟のように労力を要するものから,手軽に作集ができる技

(2)二ンギョウに利用する柵tI

衷-2に示す上うに こンギョウlこ利用する付従には,ンヤリ

ン/(ィ,イヌマキ,/マミサオノキ,エゴ/辛.モクタチバナの

術,iL具.打札 そしてZtの放JL.補凄J:の多きがA尉こ受け入

れられ 西表tの代表的Tlイノシ-/猟に発展してきたものと思わ

れる.

猟が盛んになることは】JL作物被書の沌少に効果があると思わ
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れるが,森林生Jt弟L二村してはイノンシの生JL魚のit辻とはねホ

ヤニノギョウの利用による有用書のX少.萩林棚 に及Lけ 形■
引用文At

が大きい.廿にさく用いられているカ/サンチタはタケノコも楳 (I)ホ手先事はか (2005)九州森林研究5960-u
ltされ 7f生JLがさわめで丘TしているBL状にある.JIB*の代 ¢)石Jlよtほか (2006)5t大JL草書 S3 (印REF')

朱的fL舟先彰書にEJLできたハネtXt,FJtすることなくJI O)泡Jl■夫 ()911)捷Jf村AB■肝■Ⅰ-汝のYt始■-.
の自然と■却する拝&わなイノンシAとする絹 がある.拝&拍 351pp,fJLEZ)暮.ilJt
fjイノシ-/Id)たJbには.1点書罵A■井t書Jiす引iJl木やニ (･I)q*t手ほか (1991)IlW 事 3)(1) 15-22_

ンギ=クのit… 4の倶全と月月の′くランスをJt拝し,Aの生■ (5)すi17E子はか (1994)汁JtA■研究 12㍍IS2

点t考JlLながら,イノ-/-JAを行うことが▲fだろう. (6)竹ftr(洲 )竹TrTJlEDf人口IL暮未(平成18年】月末

JE鼓 に.この研究の一杯Il文桝 事書井手研究書71[肋仝暮暮研 茨衣)

死 (B)(≡)PEtfサr153舶111｣に上って集暮したことt付だ (71^1山支庁JL♯水&1■正 (2006)̂t山のJL林木i t .

する. 8】pp.沖X9L

(2006年11月uEl手付.2007年1月2lE]士1)
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写真Ⅷ２－１ 圧し罠の復元 
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罠を覆い隠し、重石を乗せて完成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林内に残る圧し罠跡 

 

写真Ⅷ２－２ 圧し罠の復元 
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西表島におけるリュウキュクイノシシの餌植物と解体利用

石垣長健,新里孝和,新本光孝,呉 立軌

Feedplant,drcssLngandutlllZatlOnOfcarcassofRyukytlanWlldboarlnTnomoteIsland

琉球大学農学部学術報告 第54号別刷

Rcpnnted LTOmtJleBulletlnOftheCollegeof

AgrlcultllreUnlVerSltyOftheRytikyt]s

NISHTHARA OKTNAWA90310IJAPAN
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西表舟におけるリュウキュウイ/ンシの折■功とk休利用 23

西表島におけるリュウキュウイノシシの餌植物と解体利用

石垣名札 -新里孝和.'新本光孝,'呉 立補,】

l嫌味大学熟♯生物圏研究センター.】琉球大学Jk竿軌

l凍球大学熊井生物困研究センタ-書見研究月 (中雨林実科枝大学)

Feed punt,dress)ngar)d tltilizJtiorLOIc&rcASSOrRyt)kyLIAEH YiJd b arin

Trlomotetshhd

chokcnISHJO▲X1.ITahhzwSllTNẐTO.ZM lllylOrlAM OYTO.■aJd LLChao WIJ.～

'7h)p BhW Ra C什 Un･y Ryub- .71d C10仇一-eho′Dkl--,907-J54JJDL氾〝

zFqcJlgr UnlV 伽 bw,OklRLLrLV4 903-02I3,JLP n

'vEL''(mgprojepo'Jn'p B'osRa CIr L仙 RyTJbw (CollResQVrCeJEnvScLCenb-ql

sovtJlFor U nry. JIOOOィ,I/JJnm ChJM)

AbstncIRcccntly,lrlCrCaS･eCO.T)mCrCu]LZlngOflx)almCaLhas b- JIS叫BLnJapw baaus･e ofLrh;rCaSCdcrw dforgoLuTrLCttaSleS.

touTISLsLnttn謂tCdm打ymgbw rntat,andvl】l岬 reYltaluzLILOTt.CLc Tbcprcw IStudy was血 止e,ILO ldentl～ dlC reLatLOnihlps

bctweclltheRyukytJAnWtldboarandtheforestphJltS OTtlnoTtWIelsLaTtd.andtoL血ltL付 howbesttohtJntboatWhlLemaJAtalrun8

aSupplyforhruLCCOnSll爪ptlOnBSltS叩 u)BELサ um a氾 Asarcsult(〉flb lnvestlgalLOn.LSWas rOuL)a thatLhcdLetChleny

conta)｡d fd of､vhlChtJl耶 VerC 30spcclcsofpLaJltaJtdr)ulSStWhas8COrlU BoaltT)也t●̀JLfrqenccmqualltydcperLdsulXIn

the托d 帥dtJleSeasonWhcllLtCatsTTICtNnr'sLLrnque-eL]lSrh)ttJy resultofthefalbutarcsIJlt(IlsubstazKCSLrId)cbods

bLooJ WtllLcthinh g血 日hC ldcalWayorl〉re紺･ヽrLLl8dtc 印 VuOTLrLm t,tu SyStCrn,andbd tlOTtalv&ysofthepcoplcWhollYC

tJICrC. ltTTnybeLm FOrtaLtHOdevcLopAWaytObesthuntwlLdbow WhlLcpru rvtrLgLhe洲 IL-yOfthearorcmmt10ned

キーワード リュウキュウイノンソ.餌賢妹碓物,解脚 】用,西表島

K eyw or血 RytJk叩 nWlLdbw ,ftedplaJ)tB,JmssLJ18andutLLlmtlOnOfcaJ℃aSSJnoTTh}tels)a'd

はじめに

西表島は面耕約2B927h2で,わがEE)Jt南端の八Jl山ポ島に

属し.沖k鵜では沖托BIに次い で.二番目に大きい島である｡

島のほとんどが山岳によって占められ,その約㌢I%がれ7F･亜熱

帯の酎兼耕林によっておおわれている.El本t大の秘丸 俗に

r東洋のガラパゴス｣と呼ばれ,森林には.大型噴乳私物のリュ

ウキュウイノ//.イリオモテヤマネコが生息している.

リュウキュウイ//ソは,地元では古くから動物性蛋白淡として

利用されてきたが,その保謙,増雅等の生態学的研究,食用弊淋

的な利用に関する知見はほとんど見受けられILい.このような生

地学的研究は,今後の噂門家の研究を待つことし,ここでは.

西表島におけるリュウキュウイノ/シ升にまつわる森林稚軌 食

用姿渡および民俗学的現点から71重を行った.

イノシシFl全国的に-A2狩ノ札対政敵となっており,食用として

I,補い評価がある.同様に百裁Aのイノシシも住民の朋で脊朕.

狩猟.食用として生活に深い関わりを持っている.

百淡島のリュウキュウイノシ/は.同島の自然と人間生清との共

存の中で維持されてきた.前報 Lnで態じたように,以前は西表

島では1人IEI15-16頭も捕頚できた時代もあったが,現在で

は狩猟者が増え.リュウキュウイノンンの生息数が妊少しているの

ではないかと懸念 危玖されており捕額数も1人1日2～3甥

である.Jt近,島内-のt光客が等しく増加し曲の人口も徐々

に婚加しており,それに伴って外*産業が増大し.リュウキュウイ

/ン′ソの食肉としての弗更が急速に市まってきている｡

本研究は,以上のような背丈のもとにii切で持扶可能な狩猟

を構築することを日的とし,リlウキュクイノシシにかかわる舶 物,

解体方汝および食肉としての利用実地について明らかにLTT_

I壬方法

1 RP●lLlとM■qlrl

El本における狩猟制度と狩猟期刊についてeE往文献をJ重し

た◆
2 Jtkb

イノノンは#食性といわれ 主に稚物性の餌を好んで採食い

ているが,餌となる稚物種と.提食怒官をJ査した.

3 *用★JF

イノ/ンのAF体方抵および内, 甘.内枠などの利用方法を粥

生した..

*cozresEn'tJJれgauthor(E-mal】 LnO■mtC@ eYeLJ-ryt止叩 aCJP)
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ギランイヌビワ
ソヨウベンノキ
ヤエヤマヤシ
クワズイモ
ソメモノイモ
タケノコ
ソンジュガヤ
ツルアダン
アダン
ハイキビ
マコモ
エダウチ千手ミササ
ミカン斗
ンマオ~オタ二ワクリ
サツマイモ
17L
サトイモtI
パイナップル
バショウ
クズウコン
キャッサバ
バンジE)I)1

I- ∵ = ~ ∴ ~ : : ∴ 二j = =

タプノキ

こ∴ ･::A:_ Ⅶ m""""[･".･n･ 皿 ‖mmULmJm…叩

HHJMlHJt実.斗子 ∈≡≡:≡:≡ JL

F'Lll イノシシの爪*Jabと揮*時AI

Jl主法果

1 狩れN丘と狩れ朔rr)

大日本猟友会の狩猟枕木 Dによれば.狩猟とは並木約にJA

秋を捕雄する行為であるが,野生JL軟の内を楽しむ,E71畑i･茄

らす鳥戦の描& ,増えすぎたJkkの軟を間引く▲伝統的な捕孝

枝肝や文化を継手する/Lとさまざま/LE]的があり,またZt塊省''

に上れば.凄味としての兼しみ,自然弊源の持乱的利用.Jk林

水iE集鞍者の予防.日本在来FIの保顎等を坪井の意JIや役71

として述べている.

イノン/釦まじめとしたA幹の狩JLに用する胡Lrとして,Ak

保諌ZE.がある. El+:におけるJlk保書法の点iFは】873年 に

N定された一■lULR刑だといわれ,組 の歴史を迩て現在のA

扶保3ま-となっている.●78EEIILu ると切丸のl有には符JL七

IテうためのJt低隈の/レールを生■することがZtJiとされ.8EAに

対する免fF朝LZや発色のN依.書物などの任用禁止など主に

住民生活の安全を目的とし.狩れ対虫とTLるAKi･限定しておら

ずワナやJIIなどBE以外の狩れ方汝に射しては規制がなかった.

け柑年の狩Jt法全面改正.'で保itAKを柑定1ろ材Lrから仲

井できるJb軟を指定するNLr-と変わり.狩れA軟の捕集のN

取や符九期間のftd隈などが甘けられている.沖n県でA牛保gt

制LZがいつ頃からgt入されたか文献事はtA兼することはttl来な

かったが,1972年.本土甘柿後から斗入されたのではないかと

キえられる｡しかし,これまで群甘･石垣らが狩猟を行ってきた

姓沖や.粁aK連戦着からのMき放りでは,百兼BIにおいては.

【==:コ いも.8Ltt.斗暮 Egささコ芯

197含年頃まで符九月rR)や符^免Tfに関わりなく群れが行われて

いた.現在はH月15日から翌年の2月I5日までのAF無期rqの

み.;粁点者丑奴を行った者だけが符aLをすることができることに

なった.D

2 JIth

イノy/は雑食性といわれるが.多くは維物官のt)のを採食す

ち.これまで森林内,兵FFI群.耕作地を■重し,符九着執 こPJl

き放り■生を行った麓兼.FL81にイノシyの餌催物を示した.

これからイ/シソが捷*しているALQbは,現在礼fBできているの

は30挿あることがわかった 手書でみると9月から翌年の4月ま

では好んで餌としている木の実が多くあることがわかった.6-

9月頃にかけては,木の実などが少なく,I■他にtt入してバイ

ナ･/プ ,̂.′くナナ類.ミカン類.イモ方など.Jt作4bの扶育もこ

の時月に多くみ批 … はブナ科のイタジイ (C打叫 JL

'kbddF')やオキナワウラジロガ/ (QtwEW JMO叩一一)の邑jE

(ド/グ刑 で,タブノキ (P榊 L叫 '),ソヤリ/′(イ

(叫 J'叫 血 jAJED叩 血 ndQ),モクタチバナ u′血 JO

JiM J)など,その他に多くの括4bの果実,也,兼やFlふ2

のようにツルアダンやバイナ-/ブル.TyンJIjど芯の軟らかい師

分を操*した.採*溝助を事苛でみると,者から初Iにかけて

はタケノコやタブノキ茄などの果実を操*し. tから初秋はギラ

ンイヌビワ 伽 vLqalD tW JyCOJWn血 ),Tヶン (ね l血〝JJ'

odorKI血ILmW),/ヤリン′(イなどの巣葵を操*した.秋から冬に

はドングリなどの竪東新や他の果実ILとも多く,この時期になると

イノシンの脂肪も増えてくる.イタジィ.オキナワクランE)ガンなど
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/ノンの如柄物と解体利用 25

ソメモノイモ (Ala71†denELJlmCJ〝r'O-LJrrOme〃/OSLl)の塊軸や,

クワズイモ ul(灯WLuOdoro)などの茎などは.常時餌としてい

るのではなく時々探食している｡ソメモノイモの塊根は畜蘇煉家

(一部)などでも仔牛の下痢止めの予防薮として利JHLている｡

クワズイモの叢根にはノユ{/倍が含まれているといわれ,一)な

ぜ,額性のある細物を揺食するか不明であるが.これは,餌とし

てではなく体調を整える役目があるのではないかと考えられた.

その他,昆虫節,カニ,ミミズ,-ビなども食べていた｡

3 イノシシの捕獲方法

西衣由におけるリュウキュウイノ//の,rF猟方法と変ifにつ

いては前轍で明らかにし た ｡りイノソ/は見たイメージとは遠い学

門確力がPlいといわれ -̀,敵対する額に対しては決してひるまず

にrL'･175､つていき,捕獲方法と対処の仕方によっては非常に危険

な動物である.也衣NIのイノノ/猟は,王として-ネ民を使うか

暗には熟練の猟師でも危険を伴い.火供することもある｡負傷

のL駐田は民に掛かったイノ/ソがワイヤーを9]ってしまったときや,

イノノノが動き回れる範囲に猟師が投入したときなどに起きる｡

危険を回避するためには.民を仕掛 1る勘所の選定が盤要であ

る｡ハネ段の取扱は.捕須されたイ//ソのワイヤーが容き付き

やすい立木やツルアダ/などの蔓性峨物が多くある勘所を選定

することである.ワイヤーがこれらの雑物に巻き付くことにより,イ

ノソ/の動く範凶が狭まり危有を眺止し,安全に捕纏することが

できる｡イノ//が矧 こ掛かっているのを価悦したら,ワイヤーの

ねじれや切断などがないかを往昔深く点検するとともに,イノ//

の動ける範周を察知することが安全上大群なことである｡安全碑

留が出来たらI早めに周辺から長さ40-50clnの解りやすい太さの

木 (こん棒)を切り,そのこん柵でたたいて仕貯める｡こん体を

使用することは野生の攻撃的なイノ//を仕出める手段として安

全で,危'Bを早く回避することができる｡

4 イノシシの解体方法

内袈hbのイノ/ソ解体は.Jl85からr188に示したとおりであ

る｡他の地域 (木上)にみられるような皮を剥ぐ方法と列なり体

毛を焼くことから始まる｡従来焼く材料としてイネ策,枯れた竹,

ソエロの枯糞などが利用されてきた｡しかしこのj'法では焼きむ

らがあり,暗には体毛が伐ってしまうこともあった｡焼く植物材料

を鮎めるにも時間を楽し,雨天時は点火や焼くのに特例を要す

る｡そのためL980年後trL頃からガスバーナが利用されている｡

F■&3イタジイのドングリを食べた跡

F'g4 ′くショウの幹を倒し中の芯を食べた後

の盤果顎はlコで鮫を割り,FLE3に示すようにLfl身 (腔)を上

刊 こ取り山して食べ,ミカンなどはr111足を使って皮を剥ぎ果肉だ

けを取り出して食べる｡バナナはFLg4に示すように地上部を地

際から押し倒して幹の■トLt部の芯を食べる.天然林の樹木の柿

'̂盃は,当年に東熊する台姐の風力や頼度により兄なる｡台風

の東熊はイノ//の栄兼状億に影菅を及ぼし,台風被害の大き

い翌年は体茄が減って痩せ細り,山中で幼軟lj:どの9tl亡した個

体を見かけることもある｡また,ハイキビ (PLZmCZJm'ePe〝S).マ

コモ (ZJZ0maloILj,'l'a)などの椴などは周年を通じて採食してい

る｡ F■g5 体毛を快く前の状態
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ガスバーナを使用する長所は何時でも,lpL処でも手軽にnBlちに

使用可熊で時IuJの短賭,耗きむらがなく均一に披きtLhfがで

次に,頭と胴体をrlの所から切りALL 胴体を (膜を上にして)

前から尾の方-切り開き,内Hを取り出す｡雄の勘合は尿道を

らないように注意する.できれば体毛を炊く畔,または洗い沈し

ている暗に尿を絞り出すほうが良い｡Im髄した肉とアバラ骨の却

JJ)を別々に剥ぎ分け,その後,肉から足を切りはずす｡内戚は

レバー,肺､腺 (人倫と小脇)を別々に切り分け,胆のうは沸

さないようにレバーから9似 ますす｡胆チ1は苦みが強く.概して

内や内JAなどにかかってしまうと綿品価他がなくなる｡狩猟動物

であるイノ// 紘.と畜壌法に基づく検兼 (と許検査)の対毅に

はされておらず.脹先日的の解体については衛生上の観点から,

食肉加工処理施設が必製であるJ n

5 利用

解体した肉は,Flg97いちFlgLOに示すように各附 託ごとに細

かく切り分けず 利用者の好み (カタ.ロース.バラ.モモ)で

選別される｡イノン/の内は.臭みがあって苦手とする人が多い｡

きることである｡焼き時剛 ま】0-20分ほどで,焼き度の目安とL F･glO 骨肉屈の部分に分ける

て体皮が褐色になるまで焼く (ド1g6).焼き終わると,水をかけ

包Tなどで栽皮を稚く削り取り,金属熱クワ/などを使って皮が イノ/ン特有の具さは脂肪に由来するt)のとしているが,竹その

白くなるまで掛ってこげ後を洗いおとす｡解体を始めるnに解体 共さは脂肪よりも血あると考えられる｡曲数為のイノン/Tq猟で繍

用道具.包T (宗麟用).骨切りナタを叩倫する.最近では包 横されたイノ//紘,ほとんどが血抜きの処理がされずに解体さ

Tの代用に牛刀が使用されている｡ れるため.内やJI訟に血がそのまま残っておりZq理をすると野生
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ノシシの■暮■と*itfI用 27

3F/L生井の一つで,捕il.AF件.利用のそれぞれの方法にb

まjfがあり.イノ-/シJLの-jEの行Aは九の人々の*生椿と丘

史的に.今日的にも深いFnbりセbっている.

t近,ややスポーツ化したイノシ/粁Aには,自然gt境保護

のi6から事JlLなければなら/Lい相 もあるが.人々の&らしの

歴史からみると.狩れそのt)のを回書することはできないであろう.

持枕的なイノン/孔を行うためには,伝枕的な島の書らしと自然

生態系の共存を図っていくことがJi葬である.

事 的

近年.イノシソ内はグルメブーム.1光ブーム.村おこしブー

A/Lどに上りホ晶化が高まりつつある.百淡島におけるリュウキュ

クイ/ンシと虹姿汝である森梢 Oとの帆係.Al体および利用力

桂を明らかにし,将来的に持JE可t≡fL符Ai･行い.*用キ井と

しての*事をEgfもことをEl的とした.

■暮の冶jE,西表JLのリュウキュウイ/シシはドングリ (イタジ

ィ,オキナワクラジE)ガシ)などの生棚 を好み,その他主には

軸性のものを採tL.tlfJFbE*には30洋紙 ことがわかった._
イノシシ内は,操*するtIの斗類.事埠に上り内Fに違いがみら

れ.旨味はJh肋のJtに関係し.特有のよさrizLにかかわりがあ

ると事えられた.
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故特の臭みが出てくる.九師に上ってriL抜きをするが.A抜き

されたイノシシ内はうすい赤みを帯びた色をし,lJtをしてt>臭

みが少lLい.イ/シシ内の臭味しきlま脂肪のJL上ってAなる.E

えたイノソシの内は.甘の田-スにサシ (J5肪)が入り♯らかく

事良品である.内の界味は操*する餌などによっても連いがあり.

ドングリなどの岩美の多い年はイノ/シのJ5肪が多く.内や内l■

に香はしさがある.事せているイノシソの内や内■はたえていて

冊肋が多いイノシ-/に比べると臭みがある.

イノンンの内はlJd半から2i韓半坂.体韮18-28kgが放ちか

くfr味がある.それ以下の体虫だと故らかさはあるが旨味がなく.

それ以上の体重だと旨味はあるが内が嘆く,イノンシ特有の臭み

が強くなる.JI捷別では.JIよりbJtのほうが故らかく好まれる.

しかし.この上うな狩生イノシシ特有の臭みを好む人もいる.石

井7)らに上ると人工白書されたイノノンrl.クンやブタと同tXに

性別.年■旨.去幹の有井.与えているかに上って内耳が^なり.

品fIや累掛 ミEZi定してい(LltOで崇書fIとくらペて仲仕垂があり.

これrlF生徒であるイノ/シの♯ZLだろうとしている.これらの事

からイノシシの内は,年中,件JL,ltせ.技士する餌や串坤に

上り内frに連いがみられ.また.特有の臭きriJi肪よりt)▲に朗

わりがあるものと書えられる.

イノシシの内は肋 ,チャンプル.J*き内ILどに■JZさ̂ .Jl

件 (ハラミ)の舟分はサンミなどに多くPZEされている.頚は上

顎,下tに切りAFL.Aは切りとる.*はT/くヲ廿.背廿に分け

*べやすい大きさに切り.足t)同様に切りわける.覇.T.内

l書はイノ/シ汁として一括にJJIきれ.中皮は放きあがると刑ぎ

取り.切り/Lおして暮れ 搬ILt'をつけて*べる.レバ-は蒜で

てdlで食するかガスなどで焼いて食べる.内Jtはその他に札

血,P菜 (ニンニク兼)/Lどを現せた血いりち (抄め吻)があ

ら.イノノシ汁は内JAの軒兼によって旨味に連いがあり内l暮を入

れたイノ/シ汁が好まれる.その他.鰍 まJl近では利用されて

いないが,長老の新城先好氏 (86才)によれば以前は白い蹄

はフィラリTの薬として利用されていたと書われている.胞のう

(い)は,rクマのい (魁のう)｣などのように肝■の策として

利用されていた.一

事 *

百*Aは&のほとんどが山岳に1って占わられ,面dfの約90

%が生糸7F県兼書林lLlっておおわれ.大′ト多くの河川が洗れ

ている.

この上うな自然4*ほ,Akの生JLや暮片にiAL.山地から

平地まで木の実i･はじめ小hbや昆虫などを含めた.AKの*

性を満たすものが生育している.リュウキュウイ/ンンの好kであ

るドングリを生産するイタジイやオキナワクヲソロガンなどの耕8L

は宵兼鳥の稚生の書占積として多く生7Tしている.リュウキュウイ

ノシ./の輔 .内甘は森林の餌賞iK偉物の土凶と関併し.その

生地は島の白然と強く轄びついている.

このような自然東姥を活かした狩A は.島の書らしにとって暮


